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オトメ３原則！　４


松　智洋










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ



大河原本気（おおがわらもとき）


天才的ロボット工学者の一家に生まれた少年。ロボット好きだが、家族へのコンプレックスから一時は遠ざけていた。別居中の両親から離れて一人暮らしをしている。あだ名はマジ。






久遠　遙（くおんはるか）


本気の幼馴染みで半同居状態で暮らしている。幼い頃に両親をロボットの事故で亡くしており、ロボット嫌い。外ではクールで知的な優等生。本気の前でだけ甘えん坊の素に戻る。






ラブ


本気のもとに父親が送ってきた人型ロボット。《０システム》という謎の機構を搭載し、人間のように感情を見せたりものを食べたりもする。好物はドーナツ。






永野明里（ながのあかり）


生まれつきの難病により車椅子で生活しているが、そんな境遇とは裏腹に明るく行動的な性格な本気の先輩。生徒会長であり、本気の所属する「ロボロボ部」の部長でもある。






大河原勇希（おおがわらゆき）


本気の姉。大学生にしてすでに世界的に知られたロボット工学者でもある。クールで学者肌な性格だが、ネーミングセンスに独特の感性を発揮する変わった面もある。ややブラコン気味。






小松崎公恵（こまつざききみえ）


本気のクラス担任。小学生のような見た目で、同僚の教師や父兄に温かく見守られている。生徒からは「キミちゃん」の愛称で呼ばれる。本人は教師としての威厳をもちたいと思っている。






宮武富子（みやたけとみこ）


新聞部に所属する本気のクラスメート。学園一の情報通で遙の親友。後者は自称。近隣の情報をネタにする大手ブロガーでもある。名前で呼ばれるのを嫌がる。






川森慎太郎（かわもりしんたろう）


メガネがトレードマークな本気の友人。自他共に認めるネット廃人で、だいたいの知識の出所が某巨大掲示板。ロボロボ部のメンバーでもある。口癖は「ジョーシキ的に考えて！」






高倉康夫（たかくらやすお）


本気の友人。少し幼い顔立ちながらも美形。人当たりが良く、とくに女子と打ち解けるのが得意。ロボロボ部ではプログラムを担当し、そちらでも非凡な才能を発揮する。年上が好き。






カムイ（鷲わし尾お神楽かぐら）


ラブと同じく《０システム》を搭載した人型ロボット。型番はプロトⅠ。ナノマシンを操り、すべての《０システム》を破壊することを目的としている。









Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




プロローグ



第一章　失われた笑顔

第二章　復活の代償

第三章　裏切りの絆

第四章　重なる心

第五章　ロボットは夢を見るか



エピローグ


あとがき








イラスト／ななろば華












あらすじ！





　天才ロボット工学者の家庭に生まれた大河原本気（通称マジ）とロボットの事故で両親を亡くした幼馴染みの遙は「３原則」で結ばれた秘密の半同居生活をしている。だが、二人の周囲にはロボットに関わる人や出来事が自然と集まってしまう。生徒会長の永野明里が部長を務める『ロボロボ部』に友人の川森慎太郎や高倉康夫と共に巻き込まれていた。

　そんなある時、マジと遙のもとにロボットの少女プロトⅡがやってくる。プロトⅡは謎の装置《０システム》を搭載し、人間のように『心』を持っていた。マジは彼女を『ラブ』と名付けて一緒に暮らし始める。ロボットなのに失敗ばかりなラブと過ごすうち、遠ざけていたロボット工学の道を歩みはじめたマジは正式にロボロボ部に加わり、同じくロボット嫌いの遙もラブを『家族』として大切に思えるようになっていった。

《０システム》を危険と考えるマジの姉、勇希によって一度は機能停止されかけたがマジとロボロボ部の面々との絆によって救われたこと、夏山合宿では嵐で取り残された人々を助けるため、勇希が作った汎用人型ロボットえふさんが止めるのも聞かず危険を冒したことなど、ラブ自身も『心』を成長させていた。

　猫型ロボット『アラシ』を加えたロボロボ部の前に、転校生の鷲尾神楽が現れる。すぐにラブと仲良くなった彼女だが、その正体は同じく《０システム》を搭載した少女型ロボット『カムイ』であり、「すべての０システムを破壊する」という目的のためラブに近づいたのだった。

　カムイによって連れ去られたラブは、抵抗もむなしく破壊されてしまう。マジは駆けつけた仲間たちと共に消えゆくラブの『心』を守るため必死に修復を試みるが……。









　こころ【心】











　①人間の感情・意志・理性などの精神活動を司つかさどると考えられているもの。

　またその動きである思考・配はい慮りよ・感受性など。







　②物事の本質。物事の持つ深い意味内容。







　③謎解きの答えの根拠。わけ。
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プロローグ









　壊れかけた旧校舎の教室で、備え付けのスプリンクラーが放水を続けていた。

　響く非常ベル。明滅を繰り返す無機質な機械たち。ひりつくような爆発の煙と余よ韻いん。

「ラブっ！　ラブ！　起きて！　マジくん！　ラブ、大丈夫なのっ！　マジくんっ」

「大丈夫だ！　俺がぜったい、直してやる！」

　遙はるかを励はげますように叫んだ俺、大おお河が原わら本もと気きは、半壊した教室の中でラブの身体からだにしがみついていた。細部のパーツが欠損し、全身の皮ひ膚ふコーティングが何カ所も破れた超高性能ロボット、俺達の大切な仲間であるラブは、姉のように慕したっている遙の呼びかけに何の反応もしなかった。

　ラブの姉を名乗る神楽かぐらさん……プロトⅠ〈カムイ〉が起こした爆発から俺達を守ったラブは、変わり果てた姿になって機能停止していた。カムイの操るナノマシンを奪い去った時にみせたヘッドパーツの輝きはもうない。未だに、悪い夢の中にいるみたいだった。

　――美人の転入生で、ロボロボ部以外で初めてラブが友達になった人が、行方ゆくえ不明になっていたラブの先行型ロボットで、本当の目的はラブを壊す事だった。

　頭の中で、先ほどまでの出来事が何度も繰り返される。見たこともない輝くナノマシンを操り、ラブを、俺達を殺そうとしていた美しいロボット。人の心を再現する最新型人工頭脳〈０ラブシステム〉を搭とう載さいする二体のロボットは、ナノマシンで剣を作り、バリアを張り、ついにはこの教室を爆発させた。半壊ですんだのも、俺たちを守ろうとしたラブがバリアを作った結果だ。でも、ラブがナノマシンを操れるなんて聞いた事もなかった。だいたい、ラブは、朝ご飯もまともに作れないほど不器用なドジっ子ロボットで……

　吐きそうな悩みの中、俺の手は驚く程冷静に動いていた。メインシステムである〈０システム〉を守る為に、頭脳ユニットに直結している部分以外を次々と切り離していく。むしろ、ラブの身体を俺が壊しているようなものだ。手足が外れる度たびに、遙が嗚お咽えつを漏もらす。俺は外した部品を慎しん太た郎ろうに渡して、次々とメンテナンス槽そうに放りこんでもらう。

　その間にも、外した部品の接続部を封印して放電やエネルギーの流出を抑えていく。

「電圧、ずっと落ちてる……マジ、どうしよう」

　ラブのシステムを監視している康やす夫おが、真っ青な顔を俺に向けた。

「電話通じたよ！　勇ゆ希きさん、あと五分で着くって！」

　車くるま椅い子すを失い、床にへたり込んだままの姿勢で明あか里りさんは俺達に真剣な顔を向ける。

「……メンテナンス槽から電源を直結しよう。少なくとも電圧は維持できるはずだ」

　ロボットの補修や修理のために作られたメンテナンス槽は、ロボットの整備には欠かせない。だけど、これだけ壊れてしまったらメンテナンス槽に直接つけて良いものかすら判断出来なかった。情けないけど、一人前のロボット工学者である俺の姉、勇希姉ねえが来るまで保もたせるのが精一杯みたいだ。血が出るほど唇を嚙かみ締める。今まで、俺は一体何をしてたんだろう。

　もっと勉強しておけば。もっと、ロボットのことを知っていたら……波のように押し寄せる後悔に苛さいなまれながら、俺は手を動かす。すべては、ラブが直ってからのことだ。幸いにして、ほとんど無傷で残ったラブの顔は……ただ、眠っているようにしか見えなかった。




　飛び込むように旧校舎の教室に駆け込んできた勇希姉は、ラブを見て息を吞のんだ。

「何をしたらこうなる？　いや、説明を聞いてる暇はないな。幸い、機材はあるようだ」

　俺達と教室内を一いち瞥べつすると、勇希姉は手て際ぎわよくラブの状態を調べ処理を始めた。

「勇希姉……ラブは」

「ああ、危険な状態だ。このままではシステムそのものが破損してしまう。だが、まだ間に合う。良く持ちこたえたな、本気」

「……それしかできなかったけど」

　俺はうなだれた。勇希姉は、励はげますように俺の肩を軽く叩く。

「マスター、緊急対応用の工具一式をお持ちしました」

「そこにおいてくれ、えふさん。そのまま０システムのモニタリング開始。すべての数値をリアルタイムで表示しろ。なにしろ０システムは私にも未知の部分が多い。ほんの少しの変化も見逃せない」

「了解しました。ここのモニターと私をダイレクトリンクします。なお、通常の機能は制限されますのでご注意ください」

　物理ケーブルでリンクされたえふさんは、その処理能力の大半を０ラブシステムのモニタリングにまわして自らは目を閉じる。反応するように彼女のヘッドパーツが強く輝き始める。

「本気、サポートしろ。私より、本気の方が０システムには慣れているはずだ」

　俺は頷うなずいた。勇希姉でさえ０システムについて詳しい情報は知らないのだ。だが、それでもやらなければならない。今のラブは、人間で言えば救急病院に担かつぎ込まれ、蘇そ生せい措そ置ちと手術が行われているような状態だった。まさに一刻を争う。しかも手術を担当する医師は、患者の身体の構造をすべて理解しているわけではない。毎日、ラブのメンテナンスをしてきた俺の方が、ラブの状態には詳しいとすら言えるのだ。

「ふむ。これはメンテナンス槽に入れなくて正解だな。すべての数値が規定値を上回ってる。暴走しているということか……０システムの防御機構なのか？」

　勇希姉は、愛用の白衣に真っ黒に酸化したオイルが飛び散るのもかまわず、一心不乱に修復措置を行っていく。その姿は頼もしいけれど、同時に俺の無力さを痛感させられる。

「本気！　なにをボケッとしている！　最低限の機能を残して停止させるぞ！　内部機能が露出してる部分は全部外して回路遮しや断だんだ！」

「ご、ごめん！　判った！」

　俺は余計な感傷を振り払って勇希姉の補助に戻る。
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　０システムはもともと厳重にシールドされていて、以前、勇希姉がラブを壊そうとした時にも無傷だった。今回も、大丈夫だと信じたい。

　勇希姉は思い出したように部屋の隅でこの緊急手術を見守る者たちに顔を向ける。

「遙さんたちは、部屋を出なさい。０ラブシステムには、この部屋を半壊させる程のエネルギーがあることが判ったのだから。この先、何か起きたら安全を保証出来ない」

　そう言われて、はっとする。確かにその通りだ。

「康夫、慎太郎！　明里部長を外に連れてってくれ！　遙、外で待ってて」

「で、でも！」

　食い下がろうとする遙を、明里部長がとめた。

「遙ちゃん、言う通りにした方がいい。あたしたちにできることはないよ」

「明里お姉ちゃん……」

　いつの間にか、昔の呼び方に戻っていることにも気付かずに遙は泣きそうな顔を見せる。

「大河原くん、勇希先輩……ラブちゃんをお願い」

「任せてください」

「マジくん……」

「大丈夫だって。ラブも、俺達の家族だろ。俺は、約束は破らない。ハルカちゃん３原則、絶対守るから」

　遙は、安心したように頷いた。扉が閉められると、部屋に残ったのは俺と勇希姉とえふさん、そして、今にも機能停止してしまいそうなラブだけだった。

「本気、ハルカちゃん３原則とはなんだ？」

「はは、えーと、ま、今度説明するよ。ラブが……直ってから、ゆっくり」

　勇希姉は、珍しく微かすかに笑顔を見せた。

「そうか。では……やるか。奇跡がダース単位で必要な状況だがな」

「……大丈夫かな」

「馬鹿者」

　弱音を漏もらしてしまった俺に、勇希姉はゴツン、と拳げん骨こつを落とした。小さな身体からは想像出来ない力で、俺はびっくりしてしまう。

「我が愛する弟よ。私を、自分をなんだと思っている。この信じられないシステムの生みの親の子どもたちだぞ。たかが親に出来て、我々に出来ぬ事などあるはずがない。人類は、常に進化しているのだ！」

　――勇希姉、その理屈、無む茶ちや苦く茶ちやだよ……だけど。俺は、頷いてラブの方を向き直る。

　俺は未熟で、できることはとても少ない。それでも……いや、だからこそもう一度ラブのあの笑顔を見るためだったら、どんなことでもするつもりだった。




　どのくらい時間が過ぎただろう。教室から閉め出された遙たちは無言だった。

　できることはなく、だからといってお互いに言葉を交わせるような気分でもない。ただひたすら廊ろう下かに座り込んで待ち続けていた。

「ずいぶん時間がかかってるな……」

　遠くから消防車のサイレンが聞こえてくる中、ぽつりと、康夫が呟つぶやく。

「あんだけ大変なことになってたら、時間だってかかるだろ」と慎太郎が返す。

「ボディの修理をしてるわけじゃないから。今は、ラブちゃんのメインシステムを守るための応急処置だけのはずなんだ。だとしたら、もうとっくに終わっててもおかしくないよ」

「じゃ、じゃあ、もしかしてロボ子は……」

「バカね、便りの無いのはよい便りって言うでしょ」

「いや、部長なんかそれ使い方間違ってますよ……」

　明里なりに、不安をつのらせる仲間を励はげまそうとしているのだろう。現に軽口のおかげで康夫や慎太郎の表情に少し落ち着きが戻ってきた。

　だが、遙は恐怖に身をすくませていた。

　明里たちの会話がどこか遠くの出来事のように感じられる。

　ラブがいなくなるかもしれないということに自分でも驚くほど恐れを抱いていた。

　最初は、本気と二人だけの生活にやってきたお邪魔虫だと思っていた。

　なによりラブは、遙がずっと嫌いだった〝ロボット〟なのだ。

　なのに、こんな時に限って遙の脳のう裏りをよぎるのは、ずっと昔に両親が亡くなった時のことばかり。戻って来なかった両親のように、ラブがいなくなったら……

「遙ちゃん？　大丈夫？」

　気付けば自分の膝に顔をうずめていた遙を、明里が心配そうに覗のぞき込んでいた。

「大丈夫……だよ、明里お姉ちゃん」

　大丈夫だ、と自分に言い聞かせる。本気が助けると言ったのだから、本気は約束を守るのだからラブは助かる。信じていればいいのだと。

「ラブは、マジくんが直してくれるもの……」

「うん、そうだよ！　天才の勇希さんもいるしねっ」

　近づいてくるサイレンに対応するために、遙は涙を拭ぬぐった。

「あ――――っ！　あなたたちっ、だいじょーぶなの――っ！」

　駆けてくるのは、公きみ恵え先生だ。修理が終わるまで、もう少し掛かりそうだ。

　明里と遙は、事情を説明しながら時間を稼かせぐ。

　当然、怒りを隠さない先生のお説教を神妙な顔で聞きながらも、仲間のために出来る事があって、少しだけほっとしたような気持ちを感じていたのだった。




　体感では凄すごく長い時間だったが、実際には三十分も経っていない。

　カムイが爆発を起こして五分で勇希が到着し、それから十分で公恵先生が到着している。

　そろそろ、消防や警察の調査を遅らせてもらうのは無理……と遙たちが諦め始めたその時、教室の扉が開いた。疲れた顔の本気と勇希は、大手術を終えた医者のような顔をしている。

「マジくん！　ラブはどうなったの!?」

「それが……」

　遙が駆け寄ると、本気は言葉につまる様子を見せた。恐怖がまた遙に押し寄せる。

「そんな、ラブちゃんが……」

「ウソだろ……オレのロボ子……」

　康夫が、慎太郎が、がくりとその場にうなだれた。本気が慌てて訂てい正せいする。

「いや、応急処置は成功したんだ。０ラブシステムは今のところ安定してるし、記憶領域の破損もなかった。ボディは相変わらず壊れたままだけど、それは勇希姉がなんとかしてくれるって」

　みんながホッとした顔をする。

「なんだ……もう、大河原くんってばぁ、驚かさないでよ」

「そうだよ。マジが変な感じだから、つい悪い想像しちゃったじゃないか」

「趣味悪いぞ！　妹がいなくなるお兄ちゃんの気持ちを考えろ！」

　安あん堵どするロボロボ部の仲間達。だけど、遙の不安はおさまらなかった。

　本気の表情が、とても明るいものには感じられなかったから。

「じゃあ、なんでそんな顔してるの？　ラブは直ったんじゃないの？」

　核心を衝つく問いに、本気と勇希は顔を見合わせて……目を伏せた。

「直っては……いないんだ。全部、直したのに……ラブは、目を覚まさないんだよ」

　その時、誰もが本気の言葉の意味をちゃんと理解できずにいた。

　そして、これが新しい問題の始まりだと、みんなすぐに気がついたのだった。














第一章　失われた笑顔









　俺たちが学校からたった五分の自宅に戻れたのは、もう日が暮れそうになってからだった。

「マジくん……ラブ、大丈夫かな……」

　俺と勇ゆ希き姉ねえの手で最低限の機能のみを残して分解されたラブは、これもまた応急処置した明あか里りさんの万能車くるま椅い子すに乗って康やす夫おと慎しん太た郎ろうに運ばれている。明里さんは俺に背負われた状態で、やはり不安そうにラブの方を見ていた。

「はあ……なんでこんな事になっちゃったのかな。神楽かぐらさんとラブちゃん、仲良しだったのに」

　二人の吐き出す気持ちは、俺の心の叫びと変わらない。事実、俺たちは心配してくれる先生たちや警察に、うまく状況を説明出来ず、また、爆発の規模の割には教室も壊れていなかったことから、ロボロボ部の実験中に事故が起きて軽度の爆発が起きた、ということで納得してもらった。見たこともない光るナノマシンの事なんて、説明しても納得してもらえそうもない。

「……ふむ。幸い、旧型だが予備パーツはありそうだ」

　俺と勇希姉は、ラブをメンテナンス槽そうに入れて皮ひ膚ふの再生を入力し、ラブに繫つなげられる手足を見み繕つくろった。親父おやじたちが残していったガラクタの中から、なんとか必要なものを見つけ出すと、勇希姉はため息をついて、俺の方を向き直る。

「まずは一旦、手足の断線を修復してボディの信号を正常化する必要があるな。仮の手足が繫がれば、システムが安定してラブが目を覚ます可能性は高いだろう。えふさん、これまでのラブのデータは記録したか？」

　水を向けられるまで彫像のように佇たたずんでいた、メイド服の巨乳ロボットえふさんが頷うなずく。

「はい。マスター。現在までのデータはすべて保存しています。０ラブシステムが外部ネットワークを排除していますので、メインシステムにはリンクできませんが、それ以外の周辺データはトレースしています。予備パーツとの適合予測をお出ししますか？」

「えふさん、それ、俺の方に送ってくれないか？」

　俺の言葉に、勇希姉が頷く。

「そうだな。えふさん、該がい当とうデータを我が愛する弟に送ってくれ。その程度は、自分で出来るようでなくては……０システム搭とう載さい機きを預かる資格はないだろうしな」

　えふさんはスカートを持って優雅に一礼する。その途端、メンテナンス槽そうのモニターにデータ受信のランプが明滅し、ラブの補修プランが形成され、修理が始まる。

　慎太郎がメンテナンス槽に顔をくっつけるようにして、その様子を食い入るように見た。

「うおお……ロボ子……ロボ子よぉ。早く目を覚ましてお兄ちゃんって呼んでくれよぉ」

　いや、壊れる前からお兄ちゃんとか呼んでないぞ、慎太郎。

　車椅子を確認してた康夫が、明里さんに頷く。

「大丈夫です、明里さん」

「そう。じゃあ……ここは本もと気きくんに任せて、私たちは学校に戻りましょう。キミちゃん先生も、今回ばかりは甘くないと思うし」

　ため息をつきながらも明里さんは、ほっとした顔でラブを見る。

「……何とか、ラブちゃんが無事で良かった。色々気になる事はあるけど、全部、ラブちゃんが目を覚ましてからよね」

　そういうと、明里さん達は叱しかられ役を引き受けて学校に戻っていった。

　同時に勇希姉も携帯を取りだしてしかめ面つらを作る。

「えふさん、我々も引き上げよう。予定を壊したから、上司が激怒しているようだ」

「了解しました。マスター」

　勇希姉は、俺と遙はるかの方を見て真ま面じ目めな顔になる。

「ラブの部品は私が用意する。ふたりの家族だというなら、私にとっても家族だからな」

　にこりともしないでそう言った勇希姉に、遙は驚いた顔をして……そして、ぽろり、と涙をこぼした。予測もしない言葉だったんだと思う。しかし、勇希姉は表情を崩さない。

「ラブが来てから、私と本気の関係も変わった。それに感謝する気持ちはある。だが……」

　勇希姉は、メンテナンス槽に浮かぶラブに視線を送った。

「０システムには、謎が多い。多すぎる……私は、心配だ」

　そういうと、勇希姉は家の周りのセキュリティシステムを強化してから、足早に立ち去った。一礼するえふさんも、心配そうな顔をしているように見える。

　笑顔でみんなを見送った後、遙は気を張っていた優等生モードから、素の遙に戻る。

　不安そうに俺の腕を摑つかむと、温もりを求めるようにしがみついた。

「みんな行っちゃったね……神楽さんがまた来たら、どうしよう……」

「あれだけの爆発が起こったんだ。あっちだって完全に無傷って事はないと思う。すぐには、何も起きないんじゃないかな。まだ近くに警察だっているんだし」

「うん……。あ、でも、そしたら神楽さん、怪け我がしてるのかな。大丈夫だといいけど……」

「おいおい、ラブが殺されかけたんだぞ。あと、神楽さんは人間じゃなかったんだ。ラブの先行型。０ラブシステム搭とう載さい型試作実証実験機プロトⅠ〈カムイ〉だったんだぞ」

「聞いたけど……見たけど、やっぱり、信じられないんだもん……」

　口を尖とがらせる遙の気持ちは判る。普通にクラスメートとして転入してきて、俺たちだって仲良く過ごしていたんだから。沈黙が場を支配する。

「……まあ、考えてても仕方ないだろ。俺はラブの修理をする。遙は、部屋に戻って……」

「……やだ。遙もここにいる」

　だだっ子のように俺にしがみつく遙。

「だって、ラブは、家族でしょ。私、放っておけない。それに手伝えることもあるかも。ここにカムイが来たら、危ない事だってあるかもしれないよ。ここで遙をひとりで家に帰らせるのは、ハルカちゃん３原則に反するよ！」

　真剣な顔をされると困ってしまう。俺がずっと一緒にいて遙の面倒を見る代わりに、遙は俺の言うことを何でも聞くという約束がハルカちゃん３原則だ。

　その割に、「人間の心を模も倣ほうしたロボット」であるラブ以上に全然言うことを聞いてくれない。

「まあ、気持ちは判るけど……たぶん、時間かかるぞ」

「大丈夫。遙、マジくんのご飯作るね」

　本格的にどっちが世話をされてるのか判らなくなってきた。

　ため息をつきつつ、俺はメンテナンス槽に向き直る。皮ひ膚ふの再生と破損部の清せい掃そうは終わりつつあるようだ。次はメンテナンス槽から出して、予備パーツを繫つながなければならない。

　大型機械も使って接合部を成型したり、配線ひとつずつ通電確認するような、地道なトライアンドエラーが続く作業になる。俺は、気合いをいれた。

「ラブ、待ってろよ！」

　俺は作業を開始する。ただひとつの不安を押し殺しながら。




　作業は、明け方近くまで続いた。

「ふぅ……ひとまず、こんなもんか」

　額にじんわりと滲にじんだ汗をぬぐう。手も服もあちこち機械オイルで真っ黒になっていた。

「……終わったの？」

　ソファに横になって仮眠していた遙が起きあがって来る。

「とりあえずね。手足は繫がったし、皮膚もほぼ再生出来るはずだけど……」

「ありがとう、マジくん」

「ラブを壊れないようにしたのは勇希姉だよ、礼は勇希姉に言うべきかな」

　修理をしたとはいうものの、俺に出来たのは設計図に従って部品を繫ぐことだけだ。

　実際に０ラブシステムを保存したり、人工頭脳にまつわる難しい作業は勇希姉がいなければ出来なかった。一晩がかりの作業も、勇希姉だったらあっと言う間に終わらせていたに違いない。

　ため息をつく俺を、遙が励はげましてくれる。

「そうかもしれないけど、ラブだってマスターが頑張ってくれたの、嬉しいと思うよ」

「あ……うん」

　その期待に応えられない自分が辛つらいんだけどな。そんな風に感じてしまう。

　遙は作業台の上で眠ったままのラブの頰に触れて、じっとその顔を見つめていた。

　学園で一、二を争うと評判の美少女なのに、今は長い髪は乱れ放題、疲れと寝不足で目が赤いし顔色だって良くない。それだけ、ラブのことを心配していたんだろう。

「ラブ、起きないね……」

「……そうなんだ。原因が、全然判らなくて」

　俺の不安は的中してしまっていた。ボディの修復が終わっても、ラブは目を覚まさなかった。

　あれからもう一度、隅々までチェックしてみたが、やはりラブの人工頭脳は正常に稼か働どうしていた。各メンテナンス項目も問題ない反応を返している。だとしたら、原因はひとつしか考えられなかった。勇希姉も判らないブラックボックス。人の心を再現するために作られたという、奇跡の機械。しかもカムイが作り出したナノマシンを操った謎のシステム。

　――０システム

　これまで、何度も考えたことだけど、いったい何のために作られたのだろう。

　ラブはそのせいでロボットらしくないドジっ子で、家事ロボットとしては旧型のえふさんにも勝てなかった。でもひとつひとつ覚えて出来るようになっていく姿が愛いとしかった。

　ロボットに心を与え、自ら考えて行動できるようにする。同じ０システムを搭載しているカムイは、ほぼ人間と見分けがつかないほどに成長していた。おまけにナノマシンを操ってあらゆる場所を観察することもできるし、ナノマシンを武器に生成してみせた。

　――だけど、なにより異常なのは。

『人間を傷つけることができる』ということだ。

　少なくともカムイには、それができる。ロボット３原則を破る事が出来るのだ。これは、今のロボットに支えられた社会においては考えられない重大な事態だった。各家庭に何台も存在する家事ロボットや運搬ロボットが人間を襲い始めたら……あっという間にパニックだ。

　だけど、ラブが人を傷つける未来なんて、俺は絶対に信じない。

　確かに人間は人間を傷つけることが出来るけど、だからって人間が毎日殺し合いをしてるわけじゃない。ラブは、俺たちの仲間に、家族になったんだから。

　そうやって眠るラブを遙と見ながら、考えに身を任せているうちに時間は過ぎていく。気付けば、夜は明けきっていた。

「遙、とりあえずいったん帰れ。仮眠は無理にしても、登校前にシャワーくらい浴びたいだろ」

「うん、そうだね。マジくんはどうするの？」

「俺も、適当に支し度たくしていくよ。身体中オイルくさいし」

　身体中についたオイルを洗い流さないと、学校に行ける姿じゃないだろう。

「ん、マジくん、顔真っ黒だよ。あたしよりずっとマジくんのほうがお風ふ呂ろが必要！」

　俺にそう言って、遙は名な残ごりを惜しむようにラブを振り返る。

「女の子だもん。このままじゃ可か哀わい相そうだよね」

　遙は自分が使っていた毛布をラブにかけてやる。そうしていると、本当にただ眠っているだけのように見えるラブに語りかける。

「ちょっと側を離れるよ、ラブ。学校から帰ったらまた来るからね」

　少し乱れていた白い髪をなでつけてから、俺に振り返った。

「ねえ、マジくん」

「なんだ？」

「ラブ、このまま目を覚まさないなんてこと……ないよね？」

　遙の声には不安が滲にじんでいた。そんな幼おさな馴な染じみに、俺は気休めの言葉をかけることすらできなかった。なぜならそれは、今、俺が一番不安に思っている事なのだから。




　遙を家に帰してから、俺は風呂に入って学校へ向かうことにした。

　手当てしてもらったとはいえ、カムイの出した光の剣で切られた、肩の傷が猛烈に痛くなってきたので、制服に着替えるのも一苦労だった。さらには大音量でお腹が鳴り出して、昨日の昼から何も食べていなかったことに気付いたりと、どうやらようやく緊張の糸がほどけてきたらしかった。

　とにかく昨夜はいろんなことがありすぎたからな。空腹と眠気では眠気の方が勝っている。公きみ恵え先生には悪いけど、ホームルームから爆睡は避けられないかな……と、あくびをかみ殺しながら教室へ向かっていると、なにやら校舎内が騒がしい。

　階段を上がってすぐの廊ろう下かに生徒たちが集まっていた。

「なにかあったの？」

　その人だかりにクラスメートを見つけて聞いてみた。

「事故があって、この先立入禁止なんだって」

「事故……？」

　クラスメートは呆あきれた顔をした。

「マジが知らないはずないだろ。旧校舎で爆発、ロボロボ部がやったって聞いたけど？」

「……あ」

　すっかり忘れていたことは、どうやらもうひとつあったらしい。

　俺は、慌てて昨日俺たちが帰った後の顚てん末まつを聞く為に、明里さんたちの姿を探したのだった。




　俺は、眠そうな顔で目をこする遙と一緒に、見つけた明里さんたちと話をしていた。ラブが無事に修理出来た事を報告すると、みんな安心したようだった。

　長い髪と大きな目、そして豊満な胸と明めい晰せきな頭脳を持つ美び貌ぼうの生徒会長にして俺たちロボロボ部の部長である永なが野の明里さんは、ほっとしたように俺に笑顔をくれた。

「……目は覚まさないんだね。まだメンテナンスモードなのかにゃあ」

　メンテナンスモードとは、ラブが強い衝撃を受けた時に発生させる自己修復モードだ。これもいきなり発生していつ終わるか判らないので、確かに似ているかもしれない。

「可能性はありますけど、判りません。……それで、そっちの方はどうだったんですか？」

「まー、怒られた怒られた。あたしじゃなかったら泣いてると思うよぉ。はあ」

　明里さんは肩をすくめる。そりゃそうだろう。つい先日も理科準備室を壊したばかりだ。今度は旧校舎の教室を壊したってことになれば無事で済むと思う方がおかしい。

「でも、壊したのは神楽さんで……」

　一応、口を挟んでみる俺に、明里さんが肩をすくめた。

「そうなんだけど、神楽さんは昨日付で転校届けが受理されてるんですって。小こ松まつ崎ざき先生もびっくりしてた」

「それに、あの教室はロボット研究なんかでしか使わない機材が大量に運び込まれてて、完全にロボロボ部の周到な犯行って断定されたみたいなんだ。言い訳なんて聞いてもらえる空気じゃないよ」

　げんなりした顔で、高たか倉くら康夫がため息をつく。ロボロボ部のプログラム担当にして背は低いけどイケメンで人当たりが良い。そんなジャニーズ系のハンサムにも疲れの色が滲にじむ。

「ついに僕らも説教部屋のご厄やつ介かいになっちゃったねー」

　康夫の言う〝説教部屋〟というのは、職員室の奥にある小さな個室のことだ。

　普段は喫きつ煙えんルームとして使われているので入る機会はないのだが、よっぽどのことをしでかした場合にだけ、つまりは派手にお説教をされる時などに連行される。なにせ防音がいいのだ。

「つーか、シーサーの説教長ぇんだよっ」

　不満げに手を振り回した長身の男が川かわ森もり慎太郎だ。ロボロボ部の雑用担当というか、ネットで得た怪しげな情報を俺たちに教えてくれる。クラスでもちょっと浮いてる感じの変なヤツなのだがどうにも憎めない。ラブの事を妹にしようとするのはやめて欲しいけどな。

「それは慎太郎が余計な口を挟むからだろ。先に言っといたじゃない、なにを言われてもとにかく謝り倒そうって」

「えー、康夫、そうは言うけどさあー」

　慎太郎が不満に思う気持ちは判る。でも、いくら説明しても信じてもらえるとは思えないし、信じてもらえたとしたら、それはそれで０ラブシステムの危険性やら、ナノマシンのことでどんな騒ぎが起こるか判らない。ラブが俺たちと一緒にいられなくなるかもしれないのだ。

　明里部長はそういう可能性を考こう慮りよして、今回の件をロボロボ部の実験のせいということにして全部秘密にしてくれたらしい。そのためにさっさと学校に戻ったんだろう。

　すべてを引き受けてニコニコ笑っていてくれる車くるま椅い子すの女性は、それでもため息をついた。

「だけど無期限の活動停止とはねぇ。ちょい厳しいなー。せっかく大会に出るって決めたのに」

　そう言われると辛つらい。もともと明里さんの車椅子に代わる歩行補助のロボットを作ろう、とみんなで団結した矢先の出来事だったのだ。明里さんの落らく胆たんは想像にあまりある。

「部長……」

　遙が、すまなさそうに目を伏せる。ラブは俺と遙の家の居い候そうろうみたいなものだ。

　責任を感じるのは俺も同じだった。

「すみません、明里さん」

　謝る俺たちに、明里さんがいいのいいの、と手を振る。

「まあまあ、これからあたしが生徒会長として上う手まいこと先生達を説得するからさ」

　しかし、ひょろりとした長身の男は、そんなつもりもないようだった。

「ま、活動停止つっても見つからなきゃどうってことないって。あれだろ？　こっそりマジん家のガレージで作ればいいってコトだろ？」

「慎太郎……おまえ、あんだけ怒られてよくそんなこと言えるな」

「ネットで鍛えたオレの煽あおり耐性を甘くみるな。あと、シーサーのやつ興奮しすぎて途中からなに言ってるかわかんなかったから聞き流してたし」

　確かに、怒った顔が沖縄の守り神にそっくりだということで生徒たちの間で「シーサー」とあだ名をつけられている体育の先生は、未だかつて無いほどの怒りのせいで、途中で立ちくらみしてたくらいだったらしい。まあ、無理もないけどな。

「慎太郎の言うことも一理あるかもね。活動禁止とは言われたけど、学校外までとは言われてないし。ていうかそもそも集まるのはマジの家のガレージなんだから、これまでとあまり変わらないんじゃないかな」

「康夫まで慎太郎みたいなことを。おまえら、神経太すぎだ」

「マジは気にしすぎだって」

「そうそう。バレなきゃいいのバレなきゃ。ロボ子の様子も気になるしさー」

「いいわけないです！」

　いつの間にやら公恵先生がそこにいた。

「う……キミちゃん先生いつの間に……」

「いつの間に、じゃないです！　せんせーは君たちの担任なんですからっ。って、キミちゃんって呼んじゃ、めっ！　でしょ！」

　我がクラスの担任である小松崎公恵先生は、小さな腕をぶんぶん振り回しながら言う。どうやら全身で怒りを表現しているらしい。見た目は小学生と見み紛まがうばかりのコンパクトさなので、ちっとも怖くないのが玉にきずだ。

「あれだけ怒られたのに、きみたちは反省が足りませんっ。キミちゃんはぷんすかぷんです！」

「いやいや、これでも反省はしてるって。ほんとに」

「あはは。慎太郎、さすがに説得力がないよ」

「もうっ、なんでそんなに暢のん気きなんですかーっ」

　公恵先生がめずらしくキレた。

「最初は『ボロボロ部を廃部にしよう』って話になってたんですよっ。でも、それじゃかわいそうだから、いっしょうけんめい説得して、活動停止で許してもらったんですから。今度見つかったら、廃部だけじゃなくて、停学もついてきますよ！　止めるの大変だったんだから！」

　相変わらずうちの部の名前はちゃんと覚えてくれないが、窮きゆう地ちを救ってくれたのは公恵先生らしかった。

「せっかく部員も増えてちゃんとした活動ができるようになったんだから、今は大人しくしてるんですよっ。こっそり活動するなんて、めっ！　ですからねっ」

　公恵先生得意の「めっ！」が出たところで、予よ鈴れいが鳴った。

　それを聞いて、なぜか俺は少しだけホッとしていた。

　長く苦しい一晩が終わって、やっと次の一日が始まったようなそんな気がしたのだ。

「あれ？　ラブちゃんはお休みですか？」

　見まわして公恵先生が首をかしげている。

「あ、先生、ラブはその……ちょっと調整中で、しばらくお休みします」

「あらら、それはたいへんですっ。でも、すぐに直るんですよね？」

「……はい、もちろん」

　俺はとっさにウソをついた。ほんの一瞬、振り返った遙と目が合う。

「鷲わし尾おさんはいきなり転校して行っちゃうし……ほんとに、二学期になった早々大変です」

　鷲尾神楽。本当の名前はカムイ。ラブと同じ０ラブシステムを搭とう載さいしたロボット。

　旧校舎の爆発事故を引き起こした張ちよう本ほん人にんの姿は教室になかった。転校届けが出ていると言っていたけど……まだそんなに遠くにいるとは思えなかった。

　なぜなら彼女が人間としてこのクラスに転入していた理由、それは０システム搭載の姉妹機であるラブを破壊するためだったのだから。その目的は既に達成されたのかもしれなかった。




　多少は安心したせいか、睡魔が通常の三倍で襲いかかってきて授業のほとんどを居眠りしたあげく、放課後、俺は呆あきれたような遙の声で目をさました。

「こら！　寝るなら家に帰ってからにしなさい！　掃そう除じの邪魔よ！」

　ツンケンした声は、学校にいる時の優等生モードの遙だ。同じくらい寝てないはずなのに、彼女は元気にクラス委員として仕事をしていたらしい。

　手に持ったホウキで床をコンコンとついて、怒った顔をする。

「ロボロボ部は活動停止なんだから、早く家に帰りなさい。私は、生徒会の会合があるから」

　叱しかられている感じの俺と、不機嫌そうな遙に教室に残っていたみんながクスクス笑う。

　俺と遙は幼おさな馴な染じみだが、全然不釣り合いでいつも俺が叱られている関係……ってことになっているのだ。日常が戻って来た気がして、少しだけホッとする。

「判ったよ。じゃ」

　慌てて身み支じ度たくして教室を飛び出す。遙の本当に言いたいことは判っていた。

　床をつくコンコン、という音はいつものモールス信号になっていた。

　ラ、ブ、シ、ン、パ、イ

　早く帰って、ラブの様子を見てあげて。兄妹同然に育った遙の気持ちを汲くんで、俺は走り出す。もちろん、俺も同じ気持ちだったから。




　学校から五分とかからない我が家に向かう。

　ところが、家の門前で俺の前に立ちふさがる影がある。

「待て！　怪しいヤツ！　合い言葉を言え！」

　長身にアルミの鍋なべをヘルメットのようにかぶり、バールのようなモノを持った人物だ。

「……何やってるんだ、慎太郎」

「何って、わかるだろ。さあ、合い言葉を言え」

「ここ、俺の家なんだけど」

「ロボ子を狙うヤツがナノマシンでマジに化けてるだけかもしれないだろ！　合い言葉！」

　顔を真っ赤にしている慎太郎。だけど、俺は合い言葉なんて……そこに助け船がやって来た。

「慎太郎、まだマジには合い言葉伝えてないよ。寝てたからね」

「え？　そうなの？」

　騒ぎを聞きつけたらしい康夫が取りなしてくれる。彼も、裏口にいたようだ。

「康夫、慎太郎、何してたんだ？」

「なにって、ロボ子を守ってるに決まってる！　ロボ子の姉ちゃんが来ても、ぜったいにロボ子は壊させねぇ！」

「そういうこと。まあ、実際には今、勇希さんがセキュリティを強化してナノマシンが入って来たらすぐに見つけられるようにしてくれてる。侵入者対策も、セキュリティ会社に登録して五分以内に警備の人が来るようにするって。神楽さんも人目に付くのはイヤだろうから、危険は相当減ると思うな。さすが勇希さんだよ」

「そっか。ありがとう……って、じゃあ、勇希姉が来てるのか？」

「え、うん。ずっといたみたいだよ。放課後に来た時には勇希さんが作業してて、見張りを頼まれたから……」

　それを聞いて、俺は慌ててガレージに駆け込む。横たわるラブの側に勇希姉が立っていた。

「勇希姉!?」

　思わず名を叫んだ俺に、振り返った勇希姉は顔をしかめて言った。

「……何度も言うが、なぜおまえは、私が家にいると驚くのだ。我が愛いとしき弟よ」

「いや、だって昨日の今日だし。勇希姉は凄すごく忙しいはずだから……せめて連絡くらいはしてくれると助かるな。ほ、ほら、早めに帰って来たり出来るし……」

　勇希姉はやや不満げに鼻を鳴らした。

「お前は、この家が私の家でもあると理解していないようだな。姉としては釈然としないものを覚える」

　そうは言うが、たまたま別々で帰って来た日でよかったけど、勇希姉がいきなりやってきたら俺と遙が仲良くエネルギー補給していたら大変な事になるじゃないか。

　遙は「マジくんエネルギー補給！」とかいいながら抱きついてきたりするからなぁ。俺と遙が自立していない、間違いを起こしそうだと判断されたら引き離される約束になっている。ラブとの暮らしを維持するためにも、俺と遙がまだお互いを支えに生きているのは勇希姉にも内緒にしなければいけないのだ。

「思ったより早く交換パーツが手に入ったのでな。修理をしていた」

　言われてラブに目を向けると、昨日、臨時で俺が付けたパーツが整理され、メンテナンス槽そうに付属するモニターはオールグリーンを表示していた。

「あ……昨日、必死でやっても修理出来なかった部分が全部解決してる」

「ふむ。基礎部分は出来ていたのでやりやすかった。だが内部のエネルギー配線と神経系は難度が高かったようだな。駆動系については合格点だぞ」

　褒ほめてはもらったが、俺も最近になって経験を積んだから実力の差が判ってしまう。俺が学校に行っているわずか数時間でここまでできるなんて……俺が一晩がかりでやった事の何倍もの作業が終了しているのを見て、感謝と同時に複雑な気持ちが生まれるのを止められなかった。

　姉さんは、俺が物心つく頃にはすでにまわりから「天才」と称されていた。高校生の時にはロボコンで優勝を果たし、翌日には複数の企業や研究所から「ぜひうちに来てくれ」とオファーをもらうほどだった。それをぜんぶ断って、今は大学で自分のやりたい研究をしている。

　ちなみに「天才」なのは姉さんだけじゃない。両親も、共にロボット工学の分野では知らない者はない。そんな天才一家の中で、俺だけがご覧の通り平凡ないち高校生をやっている。

　正直に言うと、コンプレックスがないわけじゃない。

　こんな風に、自分がやったことを短時間で軽々と上を行ってしまわれると特に、だ。

「マスター、コーヒーをお持ちいたしました」

　そこへ、えふさんがトレーを持ってやってくる。

　トレーの上にはコーヒーポットとマグカップが二つ。

「そろそろお帰りになる時間かと思いましたので、勝手ながらカップをお持ちいたしました」

　俺の視線に気付いたえふさんが言う。

　さすが、勇希姉がメインシステムから手をくわえた人型ロボットだけあって、えふさんの気配りは人間以上だった。ラブだったら「今すぐカップをとってきます！」とか言って慌てて戻って行くだろう。そして途中で転びそうになって俺をひやひやさせるんだろうな。

　胸が痛くなる。えふさんの存在は、むしろラブの不在を思い出させるのだ。

　眠り姫のように目を閉じたラブを見つめて、俺は天才である姉に向き直る。

「それで、ラブが目を覚まさない原因って、なにか判ったりした？」

　えふさんから熱いコーヒーが入ったカップを受け取って、俺は勇希姉に尋ねた。

「……いや、その点については残念ながら進展はない」

「そうなんだ……勇希姉でも……」

「０ラブシステムに関する論文を手に入れていたので、それに目を通してみたのだが……自分の未熟さを痛感させられるばかりだった」

「そんな、勇希姉が未熟なんて……」

　それを言ったら俺はどうなるんだ。どうやら、今の俺に手が届く話じゃないらしい。

「論文から判ったことはひとつだ。０システムを開発した人間は天才だということだ」

「確かに、親父おやじは天才だと思うけど……」

「いや、父さんが書いたかどうかは不明だ。なにせ、論文には署名がなかった」

「署名がない？　なんで？」

「さあな。名前を公表したくなかったか、それとも消されたのか……真相は不明だ」

　せっかくの天才的な論文なのに書いた人間の名前がないなんて妙だな。

　本当に、０システムに関することは謎だらけだ。それも、親父にさえ連絡がとれれば解決するんだろうけど、海外にいる親父はどんなに電話しても出てくれない。メールの返事もない。

「私にできるのは物理的な修復だけだ。悔しいが０システムの根幹部分に手を出すのは無理だ」

「それだけでもすごいよ。俺なんて、一晩かかって形だけ整えるのが精一杯で内部構造までは全然……」

「己の未熟さを認めることもひとつの成果だ。それより、ひとつ提案がある」

　姉さんはコーヒーを口にして、少し考えるように間を取った。

　次に勇希姉の口から出た言葉は、俺にとって衝撃的なものだった。

「母さんの力を借りよう」

「なっ、母さん……って、勇希姉、本気なの!?」

　母さんというのは、当たり前だけど言葉通り俺と勇希姉の母親だ。

　親父や勇希姉と同じロボット工学者で、やっぱり「天才」と称される人だ。

「０システムの開発当初は母さんもチームの一員だったらしい。となれば、ラブが眠ったままである原因も判るのではないかと思う」

　確かに母さんなら、ラブを直してくれるかもしれない。でも、俺は……

「おまえと母さんがうまくいっていないのは知っているが、おそらく今、この日本でラブを直せるのは母さんだけだろう」

　勇希姉は少し勘違いをしている。俺は、母さんと喧けん嘩かをしている訳ではない。

　そりゃあ、別居状態の両親にはいろいろ思うところはある。もっとちゃんと話し合ってくれていれば、こんな風に家族がバラバラにならなかったんじゃないかと思う。

　別居の時に父さんについたからって、母さんより父さんに肩入れした訳じゃないんだ。

　一番の理由は遙だ。遙を近くで一人暮らしさせるように決めたのは母さんだった。兄妹のように仲良くしなさい、そう言っていたのに。俺は遙を追いだしたように感じて怒っていたけど、遙は逆らわなかった。隣に住むだけだから、と言って。

　なのに、別居したこともあり、この家には帰ってこない父さんだけが残ることになりそうになったのだ。俺は抵抗した。一人でもここで暮らす、と。遙を一人にしてはおけなかった。俺と遙のハルカちゃん３原則の一番大切な部分。一緒にいるって事を守る為に。

　だけど、母さんは反対した。早々に母さんと行くことに決めていた勇希姉も同じだった。それで、俺と遙は学校ではお互いに幼おさな馴な染じみだってことを隠したりすることになったのだ。

　年頃の男女だからってことは判るけど、遙は家族も同然のはずなのに……

「それは……無理だよ。また、母さんの所に来いって言われるのがオチだし、ラブが父さんの作ったロボットだって知ったら、母さんが協力してくれるとは思えない」

「確かにな。だが、私にも出来る事と出来ない事はある。このままでは、ラブが目覚める可能性は低いと言わざるを得ない」

「何か他に方法はないの？　俺、もう一度父さんに連絡して……」

「私も連絡しているが、返事が無い。会社の方でも、把は握あくしてはいないようだ。父さんの研究室は常に留守番ロボットが対応していて、人がいる気配すらない」

　俺は押し黙る。連絡が付かないのは自分でも何度も試しているので確実だ。

　そんな俺たちを、黙って見ていたえふさんが、突然会え釈しやくした。

「おかえりなさいませ。遙さま。コーヒーをお持ちしましょうか？」

　優雅に微ほほ笑えむメイドロボットの視線の先に、顔を青くした美少女がいた。

「遙……」

　しまった、と思ったけど遅かった。

「おばさまだったら……ラブを助けられるんですか？」

　遙は、勇希姉の方を見た。勇希姉は、茫ぼう洋ようとした表情を崩さずに答える。

「遙さん、あくまで可能性があるというだけだよ。０ラブシステムの開発に関わっている母さんなら、なにかを知っているのは間違いない」

　それを聞くと、遙はきっと俺を睨にらんだ。

「じゃあ、すぐに連絡して助けてもらおうよ！　あたし、電話するよ！」

「待てって、遙！」

　俺は慌てて遙を止める。

「ラブのことを話すってことは、俺たちが危険な目にあったってことも言わなきゃいけないんだぞ？　そしたら今度こそ俺はここにいられなくなるかもしれない」

　いまだに俺がここで暮らすことを母さんはよしとしていない。隣に住んで遙の面倒をみることが出来なくなる可能性があるんだ。それは遙も判っているはずなのに。

「でも、このままラブを放っておけないよ！　マジくんはこのままでいいの？」

　ラブの問題になると、遙はもう優等生モードを全然保っていられなかった。気持ちは判るけど……勇希姉は、勇希姉の前で優等生の仮面がはがれている事をどう思っているんだろう。

　合宿前後から、勇希姉は俺たちを引き離そうとはしなくなっている。だからというわけでもないと思うけど、遙は次第に、勇希姉の前でも素直になりはじめているように見える。

　考えてみれば、遙に優等生を演じるように頼んでいるのは俺であって、遙の希望って訳じゃないんだ。複雑な心情を胸に、俺は遙と自分に言い聞かせるように気持ちを吐き出す。

「とにかく、少し落ち着け。このままラブが目を覚まさないって決まったわけじゃないんだ」

「ふむ。まあ、それも事実だな。私は提案しただけだ。決めるのは君たちの仕事だな。本気はまがりなりにもラブの正式な所有者だ。ラブをどうするかは、本気の判断を尊重しよう」

「……」

　納得しきれていないのか、遙はうつむいたまま押し黙る。

「遙の気持ちは判るけど、もう少しだけ、俺にできることはないか考える時間をくれ」

「……わかった」

　遙の言葉に、俺は胸をなでおろした。ラブの――ロボットのことで、遙がこんなにも取り乱すなんて、しばらく前なら考えられなかった。遙にとってそれだけラブが大事な存在になっているんだと実感する。俺がいなくなることを、あんなに心配していたのに……

　もちろん、俺だって同じ気持ちだ。ラブの笑顔が見たい。ロボットのくせに失敗ばかりして、俺たちをひやひやさせるあの姿が見られないのが寂しい。

　だからといって、遙との暮らしを守る為に父さんがくれたロボットであるラブの為に、これ以上、遙の希望を壊すようなことをする決断は出来なかった。

　ごめんな、ラブ。だけど――絶対、俺が直してやるからな。

　作業台の上で眠ったままのラブに向けて、俺は心の中でそう誓うのだった。




　――と、誓ったのがもう三日も前だ。

「だーかーらーっ、俺は、ラブの修理がしたいんですよっ！」

「もー、何度も言ったでしょ。まずは、これやんなきゃはじまんないんだってば」

　諦めたように、車くるま椅い子すの美女がため息をつきつつ通りすがりにアキカンを金物ばさみでつまみ上げ、車椅子につけたゴミ箱に放り込んだ。

　何が起こったのかといえば、俺たちは校内清せい掃そうを命じられたのだ。それも一週間。その清掃状況によって活動再開時期を決めるという。要するに、先生たちには「活動停止だけじゃ足りない」と判断されたわけだ。逆に言えば、おかげで廃部の危機を免れたとも言えるけどね。

　ロボットコンテストに正式に参加するには学校の許可が必要なので、ラブの修理とは別にやっておかねばならないことではあるんだけど……正直、ラブが気になって仕方ない。

「だけどマジ、今は出来る事なんてないんじゃない？　ガレージの周りはしっかりセキュリティしてあるんだし、ラブの眠りがメンテナンスモードだって信じるくらいしか……」

　正論を述べる康夫に、珍しく俺は苛いら立だってしまう。それはその通りだけど、少しでも何か試したいのだ。そこに、非常に無駄に元気な声がした。

「ついにやらかしたわね、ロボロボ部！」

　上機嫌でやって来たのは宮みや武たけだった。

「……なんだ、宮武。スクープにしちゃ来るのが遅いんじゃないか」

　宮武富とみ子こ。新聞部に所属する自称『学校一の情報通つう』は、メガネの奥の瞳をキラーンと光らせながら続けた。

「ふん、今回ばかりはあまりに大事すぎて学内新聞にも私の個人ブログにも書けないのよ。ていうか、教頭じきじきに禁止されたわ！」

「そりゃ、残念だったな」

　とはいえ、宮武が記事にできないほどの扱いだったのか。怪け我が人にんはいなかったし、ラブたちも関係ないってことになっているんだけどな。これでラブのことや０ラブシステムのことまで明るみに出たらもっと大事になっていただろう。

「で、どうやってあんな部屋作ったのよ。教えなさいよ大おお河が原わら本気」

「記事にできないんなら、聞いても仕方ないだろ」

「これは個人的な興味よ。よくあの真ま面じ目めで堅かた物ぶつな遙が止めなかったわね。いつもみたいにブリザードのような説教がふってこなかったわけ？」

「まあ、それは……」

　俺たち自身も知らないうちに部屋が作られてた、とは言えない。

「ていうか、なんか最近の遙ってばあんたに甘くない？　教室でもぼーっとしてることが多いし。あんなの私の遙じゃない！　もっとこう、私の軽口に容よう赦しやのない言葉の圧力で迫ってくれないと！　ああっ！　一日に一回は遙の蔑さげすむ様な目を浴びないと満足できない身体になっていたことに気付いた私はいったいどうすれば!?」

　知りませんよ。ていうか付き合ってられない。これから罰当番の掃そう除じをしなきゃならないんだから、どっかへ行ってくれと願っていると、助け船がやってきた。

「……誰が〝私の〟なのかしら、富子」

「はうあっ!?　聞いてたの遙!?」

　遙は、宮武ご希望のブリザードのような視線を向ける。

「悪いけど、今は富子に付き合っているヒマはないの。掃除に行くわよ、みんな」

「あ、うん……」

「そうね。じゃあまた今度」

　明里さんたちも、ここぞとばかりに宮武をおいて先を急ぐ。

「ああっ、なんて淡たん泊ぱくな対応！　でも富子って呼ばないで！」

　なんだかくねくねしている宮武を無視して、遙をうながす。

「って、ちょっと待った！　本題がまだなんだってば！」

　と、そんな俺たちを宮武が呼び止める。

「ねえ、鷲尾さんってどうなったのか知らない？」

　宮武の口から出た名は、今の俺たちにとってひどく気になるものだった。

「なんで、急にそんなこと聞くんだ？」

「いきなり『転校する』って連絡が来たんでしょ。こないだ来たばっかなのにまた転校って、どう考えてもおかしくない？　あんたなら事情知ってるかなーと思って。ほら、鷲尾さん、しばらくロボロボ部のところに通ってたわよね？　ラブちゃんとも仲良かったみたいだし」

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される質問に、俺は言葉をつまらせる。どれもこれもあまりに核心をつきすぎていたからだ。ひとつとして知ってる事を話す訳にはいかない内容だった。

「知らないわ。それに、鷲尾さんとは特に親しかったというほどじゃないし。仮に富子の考えているような何かがあったとしても、私たちとは関係ないわ」

「そ、そう……ああ、遙がそう言うなら……って、富子って呼ばないでね？」

　厳しい口調で言う遙に圧倒された宮武は、それ以上なにも聞いてくることはなかった。

　しかしその瞳には、核心に触れた事に気付いたような怪しい光が宿っていたのだった。




　俺たちは学校の裏にある貯水池に向かった。今日はたまったヘドロを処理することになっているのだ。防災用の貯水池が使えないといざという時に困るし、夏場には臭においも気になりはじめるだろう。なにより現時点で学校の景観を損そこねている。

　それを我がロボロボ部が改善しようというのだから、なんとやりがいのある仕事だろう！

　そんなわけなので、俺たちの志気も否いや応おうなく高まり――

「だあああ！　もうやってらんねーっ！」

　俺のすぐ横で、慎太郎が持っていたショベルを投げ出した。

　その出いで立たちは指定体操着のジャージにゴム長、さらに頭には手ぬぐいを巻いて、まさにヘドロをかきだすという使命を与えられた者のために天が与えたかのような完かん璧ぺきな装備だ。

　そんな勇者シンタロウが、伝説の剣とも言うべきショベルを手放すとは！

　世界の命運は、おまえの肩にかかっているのだぞ！

　というような気持ちを、俺は率そつ直ちよくにぶつけてみた。

「おい、慎太郎。サボるな」

「サボってねぇ。つーか、もうぜんぶやめた」

　よけい悪いわ。

「いいから、手を動かせ。終わらないだろ」

「やだ！」

　慎太郎はだだっ子みたいに言うと、バケツをひっくり返してその上に座り込んでしまう。

　弱ったな……ただでさえ二人しかいないのに、その相棒にヘソを曲げられたらどうにもならない。真ま面じ目めにやらないとロボロボ部に未来はないんだぞ。

「よし判った。何が不満なのか聞こうじゃないか」

「たくさん！　たくさんある！」

「……悪いが、とりあえずひとつに絞しぼってくれ」

　疲労からか、やや幼児退行してしまっている慎太郎に優しく言い聞かせる。

「なんで、オレたちが下で、あいつらが上なんだよ！」

　慎太郎は、深い貯水池の底からはるか上空で作業している明里部長たちを指さした。

　池にたまったヘドロを搔かき出すとなれば、上で作業する人間も必要なわけで。

　当たり前のように女性陣が上、男二人が下になっていた。

「なにー、あたしらのこと呼んだ？」

「いえ、呼んでないです。そのまま作業を続けてください！」

　池の縁から顔を出した明里さんに引っ込んでもらい、俺はもう一度慎太郎に顔を向ける。

「いくらなんでも女子をこのヘドロの中で働かせるのはかわいそうだろ。だいたい、明里さんがここまで降りてくるの無理だし」

「そうじゃねえって！　オレが言ってるのはあいつ！」

　慎太郎の視線の先をよーく見てみると、男子がひとり涼しげな顔していた。

「高倉くん、こんどカラオケいこうよー」

「いやぁ、僕、歌はあまり上じよう手ずじゃないですから」

「じゃあさ、勉強教えて。高倉くんって数学得意なんでしょ？」

「得意というほどでは。でも、他の教科よりは好きだよ」

「ウソばっかり～。こないだの全国模試で数学は３番だったって聞いたよー」

　そこには、女子たちと談笑する康夫がいた。

　俺たちが地の底で泥と汗にまみれている中、あっちは実に華やかだった。

「くそーっ、なんでいつもあいつばっかり！」

　慎太郎は悔しそうに地じ団だん駄だを踏む。泥が飛び散るからやめてくれ。

「仕方ないだろう。西門から出るにはこの辺は近道なんだ。通りかかった女子に『スカートを覗のぞかれた』と騒がれた時に間にたって取りなしてくれたのは康夫だ」

　さらに言えば、本来は校舎内のすべてのトイレを掃除しなきゃいけないところを、康夫が上う手まいことやって半分近く――要するに女子トイレだけは手伝ってもらえることになった。

　掃除を命じられたとはいえ、さすがに女子トイレに男子は入りづらい。かといって、車くるま椅い子すの明里部長と遙だけではあまりに酷こくな作業だ。

　その代わりに、ああして康夫が女子に貸し出されているというわけだった。

「でもよう、でもよう！　なんか納得できねぇ！」

「慎太郎……おまえの気持ちは判る。だが、適材適所という言葉がある。それにな、人間には持って生まれたポジションというものがあるんだ。それで言えば、俺たちがここで、康夫はあそこなんだ。天才だらけの家に生まれた俺には、その辺がよーく身に染みている」

　ヘドロだらけの薄暗い池の底と、陽光の下で女子に囲まれる康夫。

　なんとも判りやすいくらいだ。

「マジ……なんか、運命って残酷だよな……」

「言うな……それ以上は……」

　人生の悲哀をかみしめつつ作業を続けたおかげでなんとか貯水池の方は片も付いた。ついでに、トイレ掃除も康夫たちのおかげであらかた終わっている。

　表向き旧校舎の爆発事故や勝手に部屋を改造していたことなどすべて、ロボロボ部がやったことになっていることからしたら、廃部を免れて罰当番だけですんだのは恩情だろう。

　ただ、それはラブを守るためにやったことだ。俺としてはロボロボ部に罪をかぶせてしまったことに少なからず申し訳ない気持ちがあった。

「明里部長、すみません。こんなことになって……」

「大河原くんのせいじゃないでしょ。それに、ラブちゃんだって我がロボロボ部の一員なんだからとーぜんのことだって」

「でも……」

「ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために！」

　突然、明里部長が叫んだ。

「……なんですか、それ」

「ロボロボ部の３原則その１ってとこかにゃー。まあ、その２とその３は、とくに決まってないんだけどね。えへっ」

　また思いつきで変なこと言い出して……

「しかも誰かさんの真ま似ねですしね」

「……誰かさんって、誰のことかしら」

　余計なことを言ってしまった。遙が半眼で睨にらんでいた。

「会長、暢のん気きなことを言ってますが、活動停止ということはロボコン出場もできないかもしれないんですよ。つまり、結果として理事長との約束を反ほ故ごにすることになります。大丈夫なんですか？」

　理事長との約束は、追加の予算をもらう代わりにロボロボ部として成果をあげるというものだ。ロボットに関わる高校生にとってインターハイにあたるロボコンに参加することで、結果を見せようと考えていた俺たちとしては、すべてがご破は算さんになったようなものだった。

「……もう、だから頑張ってるんでしょ。まあ、これでどれだけ活動再開の時期を早められるかは全然判らないけどさ」

「どうすんだ？　予算返せって言われても、もう金なんて残ってねーぞ」

　慎太郎の言う通りだった。ロボコンに出展するため、俺たちは車椅子に代わる新たな歩行器の開発を進めている。すでに必要なパーツも購入していたりするので、もらった予算もほとんど残っていない。

「どっちにしても、ロボコンの予選までもうほとんど時間がないし、なにより歩行器ロボットはまだ問題だらけでとても出展できるような状態じゃない。ロボコンは諦めるしかないよ……」

　悔しいが、それが俺の結論だった。

「それに今は、歩行器の開発よりもラブを目覚めさせる方法を探すことに力をいれたい。身体からだは直ってるはずなんだ。あとは、ラブが少しでも反応してくれれば……色々刺激してみたり工く夫ふうしてるんだけど、今のところ、全然、反応がなくてさ」

「ごめんね、マジ。僕たちあんまり力になれなくて」

「なに言ってんだよ。康夫のおかげで罰当番もずいぶん楽になった。康夫だけじゃない。明里さんだって生徒会から働きかけてくれた。慎太郎は……うん、まあありがとう」

「ちょっと待て、オレんとこだけなんかすごい雑な感じじゃね!?」

「いや、感謝してるって」

　慎太郎にはあんな言い方をすることになってしまったが、感謝してるのは本当だ。

　なのに、仲間にこれだけ助けられているのに、俺は未だラブを目覚めさせる有効な手段を見つけられないでいる。申し訳なくて、そして悔しかった。

「ま、理事長の事は気にしないで。なんだったらこのあたしがイロジカケでなんとか……」

「会長っ！　そういうのダメですから！」

　巨乳に手をあてた明里さんを遙が真っ赤になって怒る。みんなが同時に笑った。

　俺はみんなに感謝しながらも、やはり焦る心を隠すことは出来なかったのだった。




　放課後の奉仕活動を終えて帰宅すると、俺は早速ガレージにこもった。

　ここ数日のラブを調べて判ったことは、眠ったままであってもラブに搭とう載さいされている０ラブシステムは稼か働どうしたままの状態であるということだ。極端に言えば、０システムは、それ単体で一個の完成された装置であり、厳密に言えばロボットの身体すら必要ないらしい。

　なぜ人の心を再現するのに、こんな装置が必要なのか全然判らない。父さんが何を考えていたのかさっぱり判らないのだ。父さんたちと自分の差を思い知るしかない。

　人工頭脳に対する外部からの入力を遮しや断だんする０システムの構造も、勇希姉の持って来てくれた資料で少しは理解できたけど、０システムと人工頭脳は独立して存在している事が判っただけで、どう手を付けていいのかは皆目見当がつかなかった。ただ、色々な刺激を試してみたり、知覚インターフェイスを通じて反応を記録していく程度の地道な作業を繰り返すしかない。

「……ダメだな。全然、反応がない」

　掃除をしたり学校に通いながら、思いついた刺激を片かたっ端ぱしから試してみてるんだけど、今のところ全部徒労に終わっていた。今回は、ラブの味覚インターフェイスにドーナツの味を再現するプログラムを用意して刺激を送ってみたのだけど、何の反応もなかった。

「はあ……ラブ、お前、直ってるはずなんだぞ」

　透き通るような表情でベッドに横たわる眠り姫みたいなラブに話しかける。

　やはりラブの反応はなく、ただ、機械的な電気信号が繰り返されているだけだ。

　波状のエネルギー反応が、０システムから規則的に観測されている。

　実は、これも俺や勇希姉に判らない現象のひとつだった。

「０システムが稼働してることだけは、これのお蔭かげで判るんだけどな……」

　ラブが死んでいない証あかしだと思えば有り難いけど、０システムが発している妙なエネルギーの波は、俺たちにとっては追加の頭痛の種だった。０システムにアクセスを試みる事自体が何を発生させるのか全然判らないんだから。これが止まった途端、ラブも停止するかもしれない。

　そして俺は、この謎のエネルギーが、あの蛍ほたるのようなナノマシンと関わりのある何かだと直感していた。だからといって、何か出来る事がある訳じゃないけど……

　ため息が何重にも俺の周りを取り巻いて窒ちつ息そくしてしまいそうだった。

　アラシを作ってから、ほんの少し自信みたいなものを持ち始めていた自分がバカみたいだ。

　ロボットに関わる喜びを思い出したのに、結局、肝かん心じんな時に間に合わなかった。

　眠り姫のようなロボットから目をそらして、猫型ロボットの置かれた作業台の上に目をやる。

「アラシ。あいつも直してやらないと」

　ナノマシンを見つけるのに活躍した俺の自作ペットロボも、今回の騒ぎに巻き込まれて壊れたままになっているのだ。やることはまだたくさんある。俺は、大きく伸びをした。

　それを待っていたように、背後から声がした。

「マジくん、ご飯、出来てるよ」

　遙だった。心配そうに俺の手元を覗のぞき込み、ラブの様子を窺うかがう。

「あ、ごめんな。遙。ご飯、俺がつくらないといけないのに。３原則違反だな」

「もー、何言ってるの。ラブが元気になるのが一番でしょ。遙が一番して欲しいことしてくれてるんだから、そういう変な気の遣い方しちゃダメ！」

　ぷんぷん、という感じに遙は拳を振り上げた。

「はは、ごめん。そうだった。……それを、ラブが教えてくれたんだよな」

「……そうだよ。だから、早く直してあげたいね」

　俺と遙は、一緒にいたくて、そのための約束を作って、それに縛しばられていた。

　お互いを幸せにしたいと願っているのに、気を遣いすぎてそれを壊しかけていた。

　気付かせてくれたのはラブだ。その直後に、ラブは……こんなことになってしまったんだ。

「……マジくん、遙はもう食べたから、ご飯食べてきて。その間、ラブの事見てるから」

　俺は、遙の厚意に甘えることにした。少しだけ慰められた気分と、自分が何も出来ていない無力感。複雑な感情が胸に溢あふれて、もう一度ため息を零こぼすことしか出来なかったのだった。




　母おも屋やに消えていく本気を見送って、遙は深呼吸した。

　本気の残したため息を、残らず吸い取ってあげたいとでもいうように。

「マジくん……無理しちゃイヤだよ」

　ラブの事はとても心配だけど、本気のことも心配だった。

　遙は、眠り姫になったラブの顔を覗のぞき込む。

「こらー、ラブ。マスターに心配かけちゃダメじゃない」

　そして笑顔を見せると、枕元に飾った花をとりかえ、ラブの髪をといてやる。ラブは、遙に髪をといてもらうのが好きだったから。そして、今日あった事を話し始める。

「今日はね、学校の貯水池を掃除したの。あ、貯水池って判る？　火事とか起こった時のために水を溜めておくところなんだけど。それでね、底の方にいっぱい泥が溜まっちゃってるから、それをみんなでかきだしたの。マジくんと川森くんが中に入ったんだけど、泥まみれになっちゃって。マジくんなんて、鼻の下に真っ黒い泥がついておかしかったんだから。手でこすったから、このあたりが真っ黒で余計にヒゲみたいになって、みんな大笑い」

　答えないラブに報告するように、遙は話し続ける。

　身体を拭ふいてやり、新しい服を着せて、シーツも取り替える。

　遙には、ロボットの事は判らない。ロボットの事が嫌いだったし、人の命令を聞いていれば大事にしてもらえる、ロボットみたいになりたい、そう思っていた。

　ラブが来てからも、遙の両親の死の原因になり、本気から両親を奪ったロボットのことを好きになったわけじゃなかった。だけど……ラブは、違うのだ。遙の家族なのだ。

　遙は、ラブにずっと話しかけて笑顔を作る。もしも自分が病気になったとして、本気やラブが泣いてばかりいたら辛つらいと思う。ラブも同じに違いないと思うから、遙は笑う。

　それが、自分に出来る唯一の事だというように。




　遙の心づくしの夕飯を食べてガレージに戻ると、中から微かすかな声が聞こえていた。

「……ラブ、今度は中間テストがあるんだよ。早く起きて授業に出ないと、試験勉強できなくて落第しちゃうよ？　そしたら同じクラスじゃなくなっちゃうんだよ。早く起きなよ」

　そっと覗き込むと遙が、ラブに話しかけている。俺は……胸を突かれた。

　クラスでも指折りの美少女は、優しい笑顔でラブの上にそっと毛布を掛けていた。

　ずっと一緒にいたはずなのに、その表情はやけに大人びていて……綺き麗れいだった。

　遙は、遙なりに考えてラブに刺激を与えようとしてくれているんだと思う。

　俺が、目覚めさせるためのきっかけが必要だって言ったからだろう。

　そういえば、ラブが倒れてから、彼女の寝ているベッドのシーツは、毎日取り替えられていた気がする。俺は今まで、そんなこと気付いてもいなかったけど……

　痛いほど、拳を握り締める。俺は……俺はまだ、出来る事を全部はしていない。

　勇希姉の言うとおり、俺の力で試せるものは全部試したんだ。

　後は……足りないものは、根本的な知識や経験。努力ですぐには埋められない何かだ。

　想像しただけで決心が鈍りそうになるのを抑えて、俺は携帯電話を取りだした。

　そのままガレージに入ると、遙が少し驚いたように俺を見て、照れた笑顔を浮かべる。

「あ、は、早かったね。えへっ」

　遙は俺に駆け寄ってくる。そんな遙の身体を、俺はぐいっ、と抱き寄せた。

「えっ……あっ、ま、マジくん!?」

「……少しだけ、エネルギー補給しようと思って」

　俺は、そう言うと携帯電話の画面を遙に示す。遙はそれを見て、一瞬、目を大きく見開く。

「うん。そうだね」

　遙は、ぎゅっと俺にしがみつく。俺の決断を後押ししてくれるように。遙は迷わなかった。怖がっていたのは、俺の方かもしれない。人名を選択すると、俺は発信ボタンを押す。数回の呼び出し音の後、すぐに受話器が上がる音がした。

「……もしもし、母さん。本気だけど」

　自分から電話をかけたのは三年ぶりだったと気付いたのは、母さんにそれを指摘されてからだった。俺は、遙に支えられるようにして、これまでのことをかいつまんで説明したのだった。




　翌日、我が家のガレージには久しぶりにロボロボ部のみんなが集まっていた。

　ラブを直してもらうために母さんが家に来るからだ。

「でも、驚いたな。昨日の今日で母さんが来てくれるなんて……」

「おばさまも忙しい人だものね」

　正直、こんなに早く来てくれるなんて俺も遙も予想もしてなかった。

「ねえ、マジのお母さんってどんな人なんだい？　名前は技術系の専門誌でよく見かけるんだけど、お父さんと違ってあんまりメディアに出てこないよね」

　康夫が聞いてくる。有名人に会えるとワクワクしている感じが素直に出ていて羨うらやましい。

「まあ、ひとことで言うと……容よう赦しやなく厳しい人、かな？」

　フットワークが軽くて、いろんなところに顔を出す親父おやじとは違って、母さんはデスクワーク派の研究者だ。雑誌のインタビューなんかを「無駄」の一言で右から左に流すので、よく代わりに親父が引っ張り出されていた。

　また「とりあえず作ってみよう」が信条の親父とは反対に、母さんはまず理論。そしてデータ。さらに検証に検証を重ねてからやっと実制作にかかるという慎重派だ。

　そんな堅い性格なので、とにかく子どもに対しても厳しかった。

　勇希姉があんな感じなのも、多分に母さんの影響が大きいと思う。

　というようなことをエピソードを交えて語ると、慎太郎があからさまに嫌そうな顔をする。

「うえ……オレの苦手なタイプだ」

「安心しろ、慎太郎。俺だって、めちゃめちゃビビってるから」

　そう、俺は今、母さんと久しぶりにまともに顔を合わせることに緊張している。

　これを機に、母さんが俺と遙の一人暮らしを終わらせるのではないか。

　さらに俺が親父の作ったロボットでケガをした、なんて知れば今度こそ離婚――なんてことになるのではないか。とにかく不安だらけだ。

　それでも、ラブを直すためにはこれが最善の方法なのだと、自分に言い聞かせた。

「そんなに怖がることないって。厳しいけど、話せば判ってくれる人だから」

　うちの両親が別居する前から付き合いのある明里さんだけは余裕の態度だった。

　そういえば、この人だけは母さんと気軽に会話してたっけ。

　本当に誰とでも仲良くなれるのが羨うらやましい。

　そうこうしていると、家の前に車が一台やってくる。勇希姉の後から母さんが降りてきた。

　よそ行きの格好で現れた母さんは、相変わらず髪の乱れや服のシワなんて一ミリもない。

　俺より勇希姉によく似た美人で、若い頃は相当もてたと聞いている。どうしてあんな無愛想な父と結婚したのか、未だに全然判らない。いつもケンカばかりしてたしな。

　母さんは、俺の姿を見つけるなり早足でこちらに歩いてくると――

「会いたかったわ！　私のマジ！」

　いきなり抱きついてきた。手加減なしの全力で。

「う……か、母さん……久しぶり」

　俺の母、大河原美み鈴すずは容よう赦しやなく厳しい人で、同時にとても激情家なのだ。

「遙さん、元気そうね。久く遠おんさんに似て美人に育っちゃって。マジになにかされたりしてない？　バカ旦だん那なはキチンと世話してくれてる？　困った事あったら電話してって言ってあったのに、全然電話くれないから気にしてたのよ」

　俺を抱きしめたまま、遙に笑顔を向ける母さん。遙はバツが悪そうに笑顔を作る。

「は、はい。大丈夫です。一人暮らしさせて頂いて、感謝してます」

　困った顔の遙と、やっと抱ほう擁ようから解放された俺に、康夫が拍子抜けした顔で呟つぶやいた。

「……良いお母さんじゃない。なんで逃げ回ってたの？」

　――たぶん、すぐに判るよ。俺はため息を押し殺して母さんをガレージに案内したのだった。
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「……事情はすべて理解したわ」

　ガレージに座り、これまでの経緯を聞き終えた母さんは、静かな口調でそう答えた。

　正直、いつ怒り出すかとひやひやしていたが、意外にも母さんは途中で口をはさむこともなく黙って俺の話に耳を傾けていた。

「母さんが０ラブシステムの開発にたずさわっていたことは聞いてる。ラブが眠ったままの理由……いや、目覚めさせる方法を知っていたら、教えてほしいんだ」

　母さんはしばらく黙って何かを考え込むような様子をみせていたが、やがて立ち上がって作業台に横たわるラブの元に歩いて行った。

「マジから連絡を受けた時、嫌な予感はしていたのだけど……まさか、あの人がまだ０システムの研究を続けていたなんて……私には『開発は凍結した』の一言ですませたのに……」

　ラブを見下ろしながら母さんはひとり呟く。その口調がだんだん変わってきていることに気付いたのはたぶん俺と勇希姉だけだろう。やっぱり……めちゃめちゃ怒ってる！

「まずいぞ、本気……」

　あの勇希姉が、冷や汗をにじませていた。

「しかも、マジをマスター登録したうえに勝手に送りつけて、連絡もとれないなんて……あの人は、どれだけいい加減なのかしらねえ……」

　もともと母さんの前で別居中の親父の話は、禁句中の禁句だ。

　その親父がらみで俺がケガをして、おまけに直接ではないにしてもその原因であるラブを直せと言われたのだから、怒らないわけがない。ここまでは、予測通りだ。

　豹ひよう変へんしていく表情に、康夫と慎太郎が居心地悪そうにキョロキョロし始め、遙は迫り来る嵐を予測したように俯うつむき、そして明里さんがみんなを代表してため息をついた。

　カツン、とかかとを鳴らすと、母さんはびしっ、と勇希姉を指さした。

「まずは勇希」

「は、はいっ」

　名前を呼ばれて、勇希姉が直立不動の姿勢をとる。

「あなたが０ラブシステムとプロトⅡのことを私に報告しなかった件については、後ほど理由を説明してもらえるのでしょうね？」

「はい。もちろん。ごめんなさい、母さん」

　勇希姉の顔が珍しく曇る。この人にこんな困った顔をさせられるのはもはや母さんだけだろう。この状況を予期した上で、姉さんが母さんに頼ろうと言い出したのだ。本当に勇希姉にもどうにも出来なかったんだろう。しかし他ひ人と事ごとじゃない。次に、ビシッ、と俺に指が向く。

「それからマジ、あなたもよ。なぜ、最初に私に知らせなかったの」

「そ、それは……」

　答えに窮きゆうする俺を、母さんは厳しい顔で見つめる。

「まあ、今さら言っても仕方ないわ。勇希、帰りますよ。プロトⅡは明日にでも、私が手配した者たちが回収に来ますから、これ以上は触らないように」

　それだけ言うと、母さんは踵きびすを返して出て行こうとする。

「ま、待ってよ。母さん！」

　しまった。最悪のパターンだ。予測の中で最も悪い展開になってしまった。

「ち、ちょっと、マジ、これって……」

　慌てた康夫が俺の手を摑つかむ。俺は手短に返事を返す。

「母さんは、すっごく厳しいって言ったろ。自分にも他人にも、とにかく何が何でも白黒つけちゃう人なんだ。だから研究者としては大成功したんだろうけど……」

「ふむ。これは……裏目に出たか。しかし、放っておいてどうなるとも思えなかったからな」

　勇希姉も顔を曇らせる。明里さんが取りなすように母さんを止めてくれた。

「まあまあ、少しだけ私の話を聞いてください」

「そうだよ、母さん」

「……」

　一瞬立ち止まった母さんは、厳しい視線を俺たちに向ける。

「０ラブシステムの件を抜きにしても一いつ介かいの高校生の暮らしに、人型ロボットは似合いません。いいですね。マジ」

　とりつく島もないとはこのことだ。それでも、諦める訳にはいかない。

「だけど――」

「待ってください！」

　俺の声をさえぎるように遙が母さんを呼び止めた。

「……なにかしら？　遙さん」

　遙は、すがるように母さんに詰め寄った。

「ラブを……直して欲しいんです。お願いします。私……ラブともう一度話したいんです」

「遙さん、聞き分けてちょうだい。このロボットの危険性を、あなたも見たはずよ」

「でも……ラブは、私たちと一緒に暮らしていたんです。このままなんて……」

「もともと、０システムを完成させた事自体があの人の約束違反なの。本来の約束で言えば、修理どころか研究成果ごと破は棄きすべきものよ。判ってちょうだいね、遙さん」

　その言葉に、俺はもちろん他のみんなも色めき立つ。

「破棄って……母さん、それだったら、俺、絶対にラブを渡さないよ！」

　俺は、思わず叫んでいた。回収だけなら判らなくもないけど、破棄だなんて、可能性があるだけでも絶対に母さんには渡せなかった。仲間達が口添えしてくれる。

「ラブちゃんは、うちの大事な部員になってるんです。修理に協力してくださいませんか？」

「そ、そうだそうだ！　うちの部員を連れてくなんてゆるさ……あ、いや、なんでもないです」

　康夫が、慎太郎が母さんに食ってかかる。慎太郎は、睨にらまれてすぐ部長の後ろに隠れたけど。

「大河原のおばさま、ご覧の通り、ラブちゃんはもうウチの部員で仲間なんです。それをいきなり『破棄する』なんて言われたらさすがにショックですよ」

「……なにを言っているのかしら。高校の備品として使っているということ？」

「そういう理解でもいいです。とにかく、ラブちゃんはあたしたちにとっても大切なんです。連れて行かれたら困ります」

　明里さんの言葉に、母さんは多少だが冷静さを取り戻したらしく、もう一度俺たちに向き直ると話をはじめた。

「あなたたち……０システムがどういうモノか、全然知らないようね」

　母さんの言葉に、みんなを代表して勇希姉が頷うなずく。

「母さん、私が真剣に論文を調べても判らなかった。高校生に判るはずがない」

「……私に内緒で、そんなことをしていたのね」

　じろり、と睨にらまれて勇希姉は身を固くする。しかし、母さんはため息をついた。

「あの人のバカさ加減のせいで、子どもたちまでこんなことに巻き込んでしまうなんて。それもよりにもよって遙さんを……あの人、絶対許さないから」

　そう呟つぶやくと、母さんは仕方なさそうに語り始めた。

「そもそも０ラブシステムは、人型ロボットに精神性を与えるために作られたわけじゃないの。当初は、単なるロボットの制御系のひとつだったのよ」

　母さんの話は、０システムの開発が始まった頃にさかのぼっていった。

　とある物理学者が発見した理論が、ロボットなどの複雑な機構を操る画期的なシステムになると考えた当時の研究者――つまり親父や母さんたちは、開発を始めた。

　その過程で偶然にも０システムが人間のような『心』を持っていることに気付いた親父たちは、さらに理論を発展させ、０システムをロボットに搭とう載さいして「人間のように考え、人間のように感じる」ロボットを作ることにした。それがプロトシリーズだった。

　ところが、最初の一体である『プロト０』が事故を起こした。

　それこそ死者が出るような大事故だったらしい。

　おかげで開発は中止され、研究所も閉へい鎖さされてしまった。

　その時、たまたま仕事で海外へ行っていた母さんは事故の詳細などを聞かされないまま親父から一方的に「開発は凍結した」と連絡をうけたそうだ。

「私は反対したわ。事故はもちろんあってはならないことだけど、それが本当に０システムが原因だったのか判らないままだった。当時、０システムには多くの企業、それこそ軍事産業も含めて、多額の出資をしていたわ。彼らはひどく無茶な要求を度たび々たびしていたし、私が危険だと判断して止めさせたことも一度や二度ではなかった。だから何度も事故の詳細を教えてほしいと頼んだ。なのにあの人は一切教えてくれなかった。最後には研究資料をほとんど処分して、自分だけ別の研究施設に移ってしまったの。私の研究成果も消去したのよ。そりゃあ大おお喧げん嘩かになったわ。でもあの人、あの調子でしょ！　全然説明もしないのよ！」

　母さんは具体的には言わなかったが、つまり、それが夫婦げんかと別居の原因らしい。

「でも、今回のことではっきり判った。やはり０システムは危険だわ。同じロボットを破壊しようとして、おまけに人間に危害を加えることのできるロボットなんて、破壊するかこのまま眠らせておく方がいいわ」

「そんな！　それは神楽さん……プロトⅠです！　ラブは誰も傷つけたりしてません！」

　断定するように言う母さんに、遙が食ってかかる。

「同じ事よ、遙さん。私にも秘密で開発が続けられていたプロトⅠとプロトⅡ、同型機である以上、ともに危険な存在であるのは間違いないわ」

「でも、でも……！」

「遙さん……あなたなら、一番判っているはずよ？　だってあなたのご両親は……」

　母さんは途中までしか言わなかったが、それでも遙は言葉を失ってしまった。

　遙の両親は、ロボットの事故で亡くなっている。

　幼かった遙にとって、それはとてつもなくショックな出来事だった。まるで心を無くしてしまったかのように、一日中ずっと部屋のすみに座り込んでいる遙を、俺は今でもはっきり覚えている。そんな遙に笑顔を取り戻してほしくて、俺は必死になって呼びかけた。

　遙と俺の３原則は、その時にできたんだ。

「母さんが、なんと言っても、俺はラブを渡さない」

「私の話を聞いていなかったの？　０ラブシステムには欠陥があるのよ。少なくともロボットに搭載すれば人に危害を加えることができるようになるのは間違いないわ。科学者として、そんなモノを放ってはおけないわ」

「ラブのことを、モノなんて言わないでくれっ！　俺の……家族なんだ！」

「マジ……」

　ずっと『ロボット』という言葉すら口にするのも嫌がっていた遙が、少しずつ前に進みはじめた。ついにはロボロボ部に入って一緒にロボットを作るまでになった。

　それはぜんぶラブがいたからだ。そんなラブが『危険なロボット』だなんて、俺には到底信じられない。いや、俺がそばにいる限り、ラブをそんなロボットにするつもりはなかった。

　虚を衝つかれたように、母さんは黙り込む。家族、という言葉が痛かったのかもしれない。

「……いいわ、好きになさい。あなたは昔からガラクタが好きだったものね。そのロボットはここにおいておきましょう。どうせ、何も出来ないでしょうし」

　怒りを通り越して頭が冷えた、そんな感じで母さんは無表情に踵きびすを返した。

「母さんっ、手伝ってくれないの！」

「大河原のおばさまっ」

「母さん、本気たちがこれほど言っているんだから。少しは話を……」

　俺たちの止める言葉が耳に入らないように、母さんは歩を進める。その時。

「おばさま！　遙、一生のお願いですっ。ラブを……ラブを助けてくださいっ！」

　遙が母さんにしがみついた。必死の表情で。その目から、涙が幾筋も流れる。

「遙さん……どうして、あなたが……」

　驚いた顔の母さんが遙を見つめる。遙がこんな風に母さんに意見をいうなんて初めてだったからだろう。留守がちな母さんと遙の接点は少なかったし、引き取ってもらった恩を感じている遙は、父さんにも母さんにも我が儘を言ったことはなかったのだ。遙は母さんを見つめる。

「お願いします……」

　母さんは、躊躇ためらうように優しく遙の身体からだを引き離した。少しの沈黙。

「……そのロボットのシステムは緊急事態で防衛機構が働いているんだと思うわ。システムを完全に保護するためのプログラムよ。解除用の起動キーがなければずっと眠ったまま。プロトⅡに搭載されている０システムが最初の三体のうちの一つだとしても、プロトⅡに対応する起動キーを私は知らないの。つまり、現状でプロトⅡが目覚めることはないわ」

　――ラブは二度と目覚めない。

　俺たちに告げられたのは、それは残ざん酷こくすぎる宣告だった。

　凍り付いたような場から、母さんは去っていった。遙の行動に驚いたせいか、俺を連れて行こうとはしなかったのはせめてもの救いかもしれない。だけど……最後の希望が断たれた俺たちは、どうすることも出来ずに、眠り続けるラブを見つめるのだった。




　ガレージのトタン屋根を雨粒が叩いている。

　遙は、その音を聞きながら、遅れてきた台風が日本の沿岸に近づいていると、携帯端末に定期的に配信されるニュースに書いてあったのを思い出していた。

　本気の母が帰ってからも、遙はずっとラブの側にいる。何かをしようと思っていたわけでもなく、ただその場を離れることすらできないほど落らく胆たんしていたからだった。

『起動キーがなければラブは目覚めない』

　その事実は、これまでの努力や想いをすべて無意味なものにしてしまう。

　よりにもよって、最後の希望だった本気の母から突きつけられたことで、遙のみならず他の皆もかなりショックを受けていたようだった。

　それでも、遙を元気づけようと「きっと方法を見つける」と、本気は言ってくれた。

　彼は今、起動キーを見つけようと父親の書斎や押し入れをひっくり返していた。

　いつだって、本気は遙の味方だ。

　両親を亡くして茫ぼう然ぜん自じ失しつしている遙に、大人たちが同情の言葉を投げかけては責任を果たしたとばかりに勝手に満足して去って行く中で、本気だけはいろんなことを語りかけてくれた。

　今日あったこと、いつか見たテレビ番組のこと、食べたいものはないか？　このマンガが面白かった。とりとめもないことを次から次へと遙に伝えて、反応を引き出そうとした。

　そしてついに遙を笑わせることに成功したのだ。

　だから自分もラブに同じようにしている。本気がしてくれたように。

「……でも、ぜんぶ無駄だったんだ」

　本気は久遠遙を救ったが、久遠遙にはラブは救えなかった。

　それがこの物語の結末なのだと、遙は思った。

「ごめんね……ラブ……」

　眠るラブの胸に頭をのせ、遙は呟く。誰かの胸で泣くなんて、いつ以来だろう。

　昔は我が儘で泣き虫だった遙は、よく母の胸で泣いていた。

　こんな風に夜中に雷が鳴ると、母にしがみついて眠ったものだった。

　母は、遙を抱いたままお話をしたり、子守歌を歌ったりしてくれた。遙が眠るまでずっと。

　その優しい歌声と、温かい胸、聞こえてくる心臓の音にひどく安心したのを覚えている。

　ラブの身体からは人間と同じような体温が伝わってくる。

「ん……」

　母のことを思い出すと、自然とあの子守歌が口をついて出た。

　よく聞く子守歌ではなくて、どこか外国のものだと母は言っていた。

　歌詞はところどころ忘れていたが、メロディだけは今も鮮明に覚えていた。

　どのくらいそうしていたのだろう。

　不意に、遙の耳に鼓動のような音が聞こえてきた。

　最初は空耳かと思ったが、確かに聞こえる。しかもそれはラブの胸から聞こえてきていた。

「え……ラブ……？」

　遙は、まさかと思って顔をあげた。すると、横たわるラブが突然、目を開いた。

「ラブ……！　うそ……！」

　何がどうなったのか判らないまま驚く遙の目の前で、ラブがゆっくりと身体を起こす。

　間違いなく、ラブは目を覚ましていた。

「ラブ……よかった……もう目を覚まさないって……」

　ふたたび遙の目から涙があふれた。

　ほんの数日だったが、永遠にも思えるくらい待ち焦がれた瞬間だった。だが……

「……起動キーを確認。プロトⅡ起動します。準マスター登録された人物、久遠遙様と認識。ご命令をどうぞ」

　冷たく無機質な言葉が響く。

「ラブ……どうしたの……？」

　ラブは目覚めた。だが、それは遙の知るラブではなかったのだ。














第二章　復活の代償









　諦める、というのは本質的に自分が決めることだ。

　六十歳になってから宇宙飛行士を目指して努力する人がいても、身長が１４０ｃｍしかない女の子がＮＢＡのプロバスケットボール・プレイヤーを目指しても、それ自体は何の問題もない。実現する可能性は果てしなく０に近いのだとしても、諦めずにいるのは本人の自由だ。

　心の、気持ちの問題だ、と言い換えてもいい。

　母さんが、起動キーの事を俺たちに教えてくれたのは、つまりそういうことなんだろう。

　それを教えても、俺たちには何も出来ないのだから同じ事だ、と。

　母さんは噓をつく人じゃない。でも、１％でも可能性があると思っていたら言わなかったと思う。母さんはとにかくよく言えば意志の強い、有り体ていにいえば頑固な人なのだ。

　父さんの研究しか目に入らない変わり者ぶりとは少し違うけれど、昔から「言い出したら聞かない」が服を着ているような人で、父さんとは違った形でやはり俺たちにとっては寂しさの源泉になる存在だった。いつだって、側にいて寛くつろげた事はない。

　――やっぱり、無理なのかな。

　父さんの部屋には、０ラブシステムに繫つながるような資料は何もない。諦めるつもりはないのに、絶望が胸を覆おおいそうになる。俺は、諦めずに片かたっ端ぱしから紙束をめくる。

　――あれ、なんだろう？

　動かそうとした書類の束から、妙に不似合いな普通の封筒がぽとり、と落ちた。地層みたいに積み上がっている本や書類に挟まれた古びた白い封書に一瞬、目が奪われる。

　拾おうと手を伸ばした瞬間、書斎のドアが乱暴に開かれて遙はるかが息せき切って飛び込んで来た。

「マジくん、マジくんっ！　マジくんっ……はぁっ」

　ツインテールの美少女は、胸を押さえて息を整える。

「そんなに焦ってどうしたんだ、遙？」

「あのっ、あのね……ラブが、ラブが目を覚ましたの」

「へ？」

　思わず耳を疑ってしまう。起動キーが判らなければどうにもならないと母さんは言った。だから、今、ラブが目覚めるはずがない。俺の願望からくる幻聴だとしか思えなかった。

「ラブ、目を覚ましたんだよっ！　マジくん」

　――目を覚ました。今、そう言ったよな？　ということは幻聴ではなく……

　俺は、遙の細い肩を摑つかんだ。

「ホントかっ!?　遙っ！」

　遙が頷うなずく。その目には、微かすかな涙が浮かんでいた。俺も、泣きそうだ。

「ど、どうして……い、いや、そんなこと後回しだ！」

　俺は遙の手をひいて階段を駆け下りる。

「ま、待って、マジくん！　待ってってば！」

　何か言いたそうにしている遙だけど、そんなのラブに会ってからで十分だ。

　母おも屋やとガレージをつなぐ扉を開ける。

　そこには、薄暗い照明に照らされて、白い肌を晒さらす美しい彫像のような姿があった。

　ラブだ。目を開けている。こちらを向いた。

　視線があった途端、涙を堪こらえられなくなる。遙の前で、そう簡単に泣いたりしたくないのに。

　手の甲でさりげなく涙を拭ぬぐい、俺は名前を呼ぶ。

「……ラブ」

「はい、マスター」

　ラブは緊張しているのか、妙に抑よく揚ようのない調子で答える。

「よかった、ラブ。もう目を覚まさないのかと思ったよ」

「起動キーの入力により、再起動しました。現在、再さい稼か働どう後のオートチェックを展開中。終了まで、残りおよそ五分です」

　――何を言っているんだ？

　ラブは、完全といってもいい無表情を貫いている。まばたきもせずにこちらを見つめる宝石のような瞳には、何も映っていないみたいだ。

　俺は、予測とあまりに違う反応に面食らってしまった。

「遙、これ……」

　隣に立つ幼おさな馴な染じみも、困惑した表情で俺を見る。

「う、うん。ラブ……変でしょ？　目を覚ました時から、ずっとこんな感じなの」

　無表情なままで凍りついたようにメンテナンスベッドに座ってるラブは、俺たちの知ってるラブとかけ離れていた。俺たちの知っているラブは、ドジで、明るくて……人間以上に人間らしいロボットなのだ。

「システムが再起動したばかりだからかな。とにかくもう少し様子を見てみよう」

「うん。眠ったままだって言われたのに、ちゃんと目覚めたんだもの。今度だってすぐにいつものラブに戻るよね！」

　不安をうち消すように精一杯明るく考える遙に、俺も同意する。

　とにかくラブは予想に反して目覚めて起きあがったのだから、なんとかなると信じたかった。




　だが、ラブはすぐには元に戻らなかった。

　服を着せ、リビングに連れて行き、椅い子すに座らせても、その表情が動く事はなかった。

「ラブ、ドーナツだよ。お腹空いてるでしょ」

　遙は、優しい笑顔でドーナツを差し出した。

　ラブはドーナツが大好きなのだ。放っておくと俺や遙の分まで食べてしまいかねないくらい愛して止まなかった輪状リングのお菓子を前にしても、ラブは眉まゆ一つ動かさなかった。

「現在の充じゆう塡てん率は１００％です。これ以上のエネルギー摂せつ取しゆは必要ありません」

「……いや、そういうことじゃなくて。ラブ、ドーナツ好きだろ？」

「好き。判断出来ません。マスター、再度ご指示願います」

「……」

　困惑して遙に視線を送ると、遙も困ったように俺を見つめていた。

「ラブ、どうしちゃったんだろ……変だよね。絶対」

　遙の言葉に頷くしかない。いつものラブなら、充電の必要がなくても好物のドーナツを食べていたはずだ。そして『ドーナツは最高ですね。どうしてこんなに美お味いしいのでしょうか、ラブは食べられて幸せです～』ぐらいは言っている。

「これって、壊れた後遺症なの？」

「判らない……元々身体からだの機能は完全に回復しているんだ。勇ゆ希き姉ねえを待つしかない」

　またも俺ではまったく歯が立たないレベルの状況だ。俺は、自分の力のなさに改めて悔しさがこみ上げる。遙は、そんな俺の横顔を少しだけ不安そうに見つめていた。

　そしてそんな俺たちを、ラブが見つめていた。なんの感情も映さない瞳で。




　ラブが目覚めた連絡を受けて、ぞくぞくと仲間達が集まっていた。

　みんな、歓声をあげて再会を喜んだ後、一人ずつ、難しい顔になっていく。俺や遙みたいだ。全員、同じ気持ちなのだ。

　沈黙を打破するように、車椅子の巨乳美少女が再びトライを始めた。

「ね、ラブちゃん、あたしのこと判る？」

「はい。判ります」

　明あか里り部長がたずねると、直立不動のまま、ラブは躊ちゆう躇ちよなく答えた。だが、無機質で抑よく揚ように乏とぼしいしゃべり方は、以前のラブとは似ても似つかない。答えた後はまた沈黙だった。

「……って、それだけ？」

「それだけ、とは、どういったご指示でしょうか？」

「えーと、だから、名前とかそういうの」

「ご命令は、永なが野の明里さんの名前を言う、でよろしいでしょうか？」

「いやいや、そういう意味じゃなくてっ……はあ、困っちゃうにゃ～」

　珍しく明里さんが動どう揺ようしている。ラブを見て困ったように両手を上げた。

　ラブは、〝ラブらしさ〟を失っていた。豊富な好奇心や、反応。不器用だけど一生懸命な、ロボットとは思えないドジっ子の輝くような笑顔を。永遠と言われた眠りから奇跡のように目覚めたら、今度は心をなくしてました――なんて、おとぎ話にもほどがある。

「うおぉぉ、ロボ子がっ……ドジッ子妹キャラがクールキャラにチェンジしてるぅぅぅぅ！」

「だねぇ、これは……明里部長、僕が質問してもいいですか」

　お手上げのポーズの明里さんに代わって、康やす夫おがラブに話しかける。
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「えーと、ラブちゃんはここにいる全員を覚えているんだよね？」

「はい。データベースにはみなさんの容姿、名前などのデータが登録されています」

「夏休みに僕たちが行ったのは？　山？　それとも海？」

「山です」

「合宿はどうだった？」

「……どう、とは、どのような質問意図でしょうか？　具体的な指示をお願いします」

「つまり、楽しかったとか大変だったとか、そういう感想だよ」

「回答できません」

「じゃあ、合宿で台風にあったよね？　ラブちゃんは、それで大変な目にあったと思うんだけど、その時のことを話してくれるかな？」

「はい。十九時二十分、台風の豪雨による影響で崖がけ崩くずれが発生、乗っていた電車が緊急停止した二分後に電車の電源供給が停止しました。土砂流による被害が想定され、勇希様がＦ―０３、機体名称〝えふさん〟に救援を呼ぶことを命じられました。ラブは同行を希望し――」

「ああっ、ストップストップ！」

　しゃべり続けるラブを、康夫が慌てて止めた。

「……これで、大まかな状態は把は握あくできたな」

　すると、これまでずっと難しい顔で状況を観察していた勇希姉が口を開いた。

「あの、どういうことなんですか？」

　不安げな遙が聞いた。

「うむ、つまりラブは少なくともメモリーが消去されたわけではないということだ」

　勇希姉の言う通り、ラブはこれまでの記憶を失ったわけじゃないらしい。

「人間もロボットも、経験や知識を情報として蓄積し物事に対応することに変わりはない。人間の場合は、生理的欲求や社会性、または苦痛を伴ともなう状況の回避などを行動の基盤としてその行動を選択するのだが、ロボットには欲求や苦痛は存在しない。唯一あるのは、膨ぼう大だいなパターンの蓄積なのだ。一般的なオーナーがロボットに何を望むのか、またオーナーがこれまでに指示した命令などから自らがすべきことを判断する。これにネットワークから得られる情報を加えて、さらに即時性を高めているわけだな」

　勇希姉の説明をもう少し判りやすく言うと、

『マスターは毎朝必ず七時ちょうどに起きてくる』

『朝食にはトーストとコーヒーをとる』

『だからそれらの作業を六時四十五分から開始する』

　という風に知っていることを自分で組み合わせていくことで、いちいち指示しなくても対応してくれる。それが現在、市販されている家庭用の人型ロボットが当たり前にとる行動だ。

　さらに、他のロボットとネットワークを介して情報を共有することでよりたくさんの経験値を蓄積していくのだ。そうやってたくさんの知識が集まっていくと、自然と人間とのコミュニケーション対応も上手になっていく。それはまるで感情があるようにも見えたりするのだ。

　えふさんを見ていれば判りやすいだろう。

「だが、ラブは根本から他のロボットと違う。人間と同じように考え、人間と同じように行動する。それはあたかも『心』を持っているかのように、だ。今のラブは知識も経験もそのままで、感情だけがぽっかりと抜け落ちてしまったとでも言うべきか……。おそらくそれは０ラブシステムが関係しているのだろう」

「勇希姉、ラブはなにかの起動キーが入力されて再起動したけど、０システムまでは復活してないんじゃって俺には思えるんだけど」

　――『心』のようなものを作っているのは０システムだ。だから、それが動いていないと思った。しかもラブはネットワークに接続していない。これまでの生活で得た知識だけは残っているけど、対応に関しては今まで０システムが担当したのだとすれば……

「うむ。私も同意見だ、本もと気き。だが……」

　頷うなずく勇希姉。もともと事前にソフトがインストールされていないラブの人工頭脳の特性から考えれば自然な流れだ。でも、それだけ変な気がする。

「だけど、起動キーは０システムに対応してるんでしょ？　逆なら判るけど……変じゃない？」

　カンのいい遙が、俺と勇希姉の疑念を言語化する。

「ふむ。確かにな。感情だけあって記憶がなくなるなら人工頭脳の異常だろうが、０システムが作動していない理由は判らない。母さんなら、予測出来るのかもしれないが……」

　漠ばく然ぜんとした表情をした白衣の美女は、ちらとこちらを見る。もちろん、俺は反対だ。

「勇希姉、どうにかならない？　親に出来る事くらい、私たちにも出来るって言ってただろ」

「あれは愛する弟を励はげますために言った方便だ。姉の素晴らしいアジテーションで元気が出ただろう。現実は、そんなに甘いものではない」

　……いい話だと思ったのに、そんな種明かししなくても……。ってか、ロボロボ部っていう名前の名付け親である事といい、姉さんのセンスは時々どうしていいか判らないモノがある。

「でも、姉さんは母さん以上の天才だって言われてるんだし、母さんに頼らなくても……」

「むろん、母さんが私と同年齢だった時の実力は超えてみせるが、現時点では情報量と経験値が足りない。調べるための資料すら破は棄きされているのだからな」

　勇希姉は俺の懇こん願がんをあっさりと躱かわした。

「とにかく、起動して会話を通じた出入力が可能になったのは有り難い。少し時間をかけて対策を練ねる事にしよう。いいな、本気」

「結局、しばらくはラブちゃんこのままって事かぁ」

　明里さんがまとめる。慎しん太た郎ろうは今ひとつ判らない、という顔で康夫に確認した。

「いまいち、よくわからんのだけど、オレ」

「ラブちゃんは知識はあるけど、その使い方を忘れちゃったってこと。ひとつずつ指示されればある程度のことは出来るのかもしれないけど……原因が判るまで、このままみたいだね」

「つまり、逆に言うと指示されたことならなんでも従うってことか？」

　細身長身の男は、キラリとメガネを光らせる。

「川かわ森もりくん、あなた、妙なこと考えてないでしょうね」

　遙の表情が、一気に険しくなる。優等生モードというより風紀委員モードだ。

「妙なこととは心外な。まあ、見ててくれ……」

　やけに自信ありげな態度でラブの前に進み出る慎太郎。

「さあ、ロボ子よ！　今からオレのことをお兄ちゃんと呼ぶがいい！」

「拒否します」

　ラブだけでなく、遙たちまで能面のような表情になる。ま、そりゃそうだ。

「な、なぜに!?」

「その指示には従うなという、マスターの最優先指示が存在しています」

「くそおおおおお！　マジのばかああああ！」

　慎太郎の嘆なげきはこの際、無視する。まあ、場を和なごませようとしたのだと思っておこう。

　一難去ってまた一難って感じだ。俺には太た刀ち打うちできない０ラブシステムという壁が立ちふさがっている。勇希姉にさえ手の出しようのない０システム……

「ラブは……もとに戻りますよね？」

　遙が俺には答えられなかった質問を勇希姉にする。

「……すまないが、私にも明確にイエスかノーかで答えることはできない。０システムは私にとって何もかもが未知で謎なのだ」

　勇希姉の言葉に、遙は悲しげにうつむく。

「可能性で言えば、これが一時的な不具合で、明日にでも０システムの自己修復機能でもとに戻ることもあり得るし、０システムが復活せず、ずっとこのままということもあり得る」

　楽観的なのと悲観的な可能性を勇希姉は冷静に語る。

「でもっ、少なくとも眠ったままよりは一歩も二歩も前進だよ！　だってラブちゃんはちゃんと起きて話してるんだもん！」

　真っ先に気を取り直して、明るい意見を言ったのは明里部長だった。こういう前向きさがみんなに尊敬される生徒会長だなと思う。

「ん。なんかクールになってもロボ子はロボ子だし、これもいいよな。せめて早くクーデレになって欲しいぜっ！　特にオレに！」

「うん！　クーデレはともかく、ラブちゃんの記憶は残ってるんだからシステムが壊れたってことじゃないよ。きっともとに戻ると思うよ」

「……ありがとう。私もちゃんと戻るって信じてる」

　明里さんたちの言葉に、遙が嬉しそうに頷く。俺も頷きながら、白衣の姉に向き直った。

「勇希姉、このことは母さんには……」

「……考えておく」

　言わないでくれ、と言うことは出来なかった。勇希姉は察してくれたようだけど……

　これから先の事がどうなるか判らない。それでも俺は、ラブが目を覚ました事が嬉しかったし、なんとか、ラブと遙と、仲間達と一緒に過ごしたいと願っていたのだった。




　すっかり別人になってしまったラブを学校に連れて行くわけにもいかず、翌日からは自宅で待機させることにした。今のラブを一人で家に残していくことも、多少の不安はあるんだけど。

　特に遙が気にしていて、朝、登校する時間になると自分も学校を休むとまで言いだした。

　部活も活動停止中だし生徒会もないから、俺が早めに戻って来られる。自宅にはセキュリティが施ほどこされてるからカムイが来てもすぐに判るし、遙がひとりでいる方が危険かもしれない。ラブには誰か来たら身を隠すように伝えておく。

　そう言い聞かせて登校させた俺は、放課後になると大慌てで走って五分の自宅に戻った。

「ただいまー……あれ？」

　帰宅すると、家の中が真っ暗だった。

　今のラブが出迎えてくれる事を期待してた訳じゃないけど、夕闇の薄暗さは、妙に不安を煽あおる。俺は玄関の電気をつけて呼びかける。

「ラブ？」

　俺は急に不安になった。もしも、またラブが眠ってしまったとしたら。どうして起きたのか判らないんだから、いつ眠ってしまうかも判らないのだ。ラブが起きた時の状況を、もっとしっかり遙に聞いておけば良かった。頭の中が混乱して、思わず大声になる。

「ラブ！　どこだ、ラブ！」

　慌てて真っ暗なリビングに駆け込む。朝、ラブと別れた場所だ。

「はい、お呼びですか」

　意外にもあっさりと返事がかえってきてホッとする。なんだ、いるじゃないか……

　手探りで照明をつけると、ラブは、リビングの隅に立っていた。

「ラブ……驚かすなよ……ていうか、なんでそんなとこに突っ立ってるんだ？」

「指示をお待ちしています」

「指示待ち……？」

　俺はやっと気付いた。俺たちが学校へ出かける直前もラブはこの位置にいなかったか？

「ラブ、もしかして朝から一歩も動いていないのか？」

「はい」

　恐る恐る尋ねると、ラブは当たり前のように答えた。

「いいか、ラブ。俺たちがいない時は普通にくつろいでいていいんだ」

「……命令の意図が理解できません。普通、とはなにを基準にすれば良いのでしょうか。またくつろぐ、とはどういった行動を示すものでしょうか」

「だからソファに座るとかテレビを見るとか……」

「ソファに座り、テレビを見る……それがマスターの命令ですか？」

「いや、それはあくまでたとえばの話で、ラブがしたいようにすればいいんだ」

「……ラブがしたいように、とは具体的になにをすればよいのでしょうか。指示を明確にしてください」

「だから、そこは自分で考えて……いや、考えられないのか……」

　俺は思わず頭を抱えた。汎はん用よう性が失われているのは判っていたけど、まさかここまでとは思わなかった。ネットワークによる情報共有ができないからって、ここまで自立的な行動ができなくなるなんて聞いたことがない。これも０ラブシステムに異常があるせいなのか？

　ため息をついていると、裏口が開く音がした。

「マジくん？　どうかしたの？」

　遙だった。隣にある自宅に帰らずまっすぐここに来たらしい。制服のままだった。生徒会があるはずなのにこんなに早く帰ってくるなんて、相当ラブが気になっていたんだろう。

「いや、ラブが……」

　俺は、今起きたことを遙に説明した。

　遙は、判ったというように頷うなずくと、笑顔でラブに話しかける。

「そっか、ラブはどうしたらいいか判らなかったんだね。じゃあ、こうしよう。私たちがいない間、ラブはそこのソファに座ってること。暗くなったら電気をつける。判った？」

「判りました」

「あと、金曜日の夕方四時になったらテレビをつけるといいよ。ラブの好きだったアニメがやってるから」

「金曜日の夕方四時、アニメですね。判りました。その時間になったらテレビをつけます」

「うん。とりあえずはそれだけ覚えていればいいからね」

「はい、遙さん」

　ラブは相変わらず無機質に返す。それでも遙はへこたれなかった。

「ラブはいま、赤ちゃんみたいなものなんだから、最初からきちんと教えてあげなくちゃ」

　遙は、子どもの面倒を見るようにラブの手をひいて行く。俺は、あっけに取られて遙とラブを見送った。なんだか自分だけ動どう揺ようしているようで情けなくなる。

　遙は、本当にラブの事を妹みたいに思っているんだな……ラブの身体からだを直すまでの間、遙は今の俺みたいな気持ちだったんだろうか。何も出来ることがないままでいるのって、辛つらいな。

　俺は、せめて気分を紛まぎらわせるために、そしてラブと遙を喜ばせるために、作業台に向かう。

　ラブが大好きだった。ネコ型ペットロボを修理するために。

　アラシが復活したら、ラブもきっと喜んでくれる。そう願いながら。




　次の朝、俺が学校に出かける時、ラブは遙に言われたようにソファに座っていた。

『マスター、いってらっしゃいですーっ』

　俺を見送って手を振ったラブが懐かしくて切なかった。でも勇希姉でさえ扱えない０システムは俺には手て強ごわすぎる。何か出来ることはないんだろうか。そんなことを思いながら歩いていると、いつも近道する業者用の通用口のすぐ側に旧校舎が見えた。

　封鎖されて入れないカムイが残した研究室はあの辺りと目で探してしまう。

　もしかすると、あそこに０システムを解明する手がかりがあるんじゃないか――

　だが、あそこは立入禁止だ。今度問題を起こしたらロボロボ部は廃部決定だろう。俺は極力見ないようにして通り過ぎた。

「おはよう、マジ。今日は早いね」

　教室には康夫が先に来ていた。

「マジ、ちょっと落ち込んでたりする？」

「なんだよ急に」

「うん、なんとなく。ラブちゃんのこともあるし、もしかしたらって思ったんだよ」

　相変わらず妙に鋭いやつだった。言われたように俺落ち込んでいるんだろうな。

「いや、まあ……ラブを早く直してやりたいけど、今は手の打ちようがないって、勇希姉も言ってたからな。まだ様子見だし」

　なんにも出来ない無力感がけっこう辛い。

「……そうだね。ところでさ、ひとつ思いついたことがあるんだ」

「思いついたこと？」

　こんな時になんだろう？　と思いながら続きに耳を傾けようとした時だった。もの凄すごい勢いで教室に駆け込んで来た慎太郎が、文字通り転がりながら俺たちのところまでやってくる。

「ぬおおお！　マジ！　康夫！　ちょうどいいところにいた！　こ、ここっ、これ、これっ！」

　ずいぶんとテンパった様子だった。

　なにやら、携帯端末を見せてきてしきりに何かを訴えようとしているのは判った。

「なんだ、これ？」

　慎太郎の端末に映し出されていたのは、一見してなんの変へん哲てつもないニュース記事だった。

『東雲しののめ重工本社ビルでスプリンクラーが誤作動』

　そんな見出しと一緒に画像が添えられていた。びしょ濡れになった社員たちがビルから出てくるところを撮ったものだろう。濡れたブラウスが透けて、ピンクの下着がうっすら見えているＯＬがさりげなく写っている。見せたかったのはこれか？　撮られたのが夜らしくあまり鮮明な画像じゃないのが惜しい……じゃなくて。

「慎太郎、いったいこれで何を大騒ぎしてるんだよ」

　俺は少しばかり呆あきれて慎太郎に端末を返そうとしたが、身振りで拒絶される。

「だあああっ！　違うって！　そこじゃなくて、もっと隅のほう！」

　言われるまま、もう一度画像に目を通す。

「これって、まさか……！」

　先に気づいたのは康夫だった。

「な？　な？　ぜったいアレだろ？」

「うん。確証はないけど、場所といいタイミングといい、そうとしか考えられないよ」

「おい、二人して納得してないで俺にも教えてくれよ」

　痺しびれを切らして尋ねる。

「マジ、ここを見てよ。窓のところ」

「窓……？」

　康夫は画像を拡大して指し示す。

　それを見た瞬間、俺は驚いて言葉を失った。

　東雲重工本社ビルのかなり上階の窓に、緑色の光点が写っていた。

　忘れもしない。それはあのカムイが操るナノマシンの光に間違いなかった。

「でも、スプリンクラーなんか作動させて何がしたかったんだ？」

　慎太郎が首をかしげる。

「手っ取り早く社員たちをビルの外に追い出したかったとか？」

　なるほど。目的は本社ビルの中に侵入すること。康夫の読みは当たっているかもしれない。

　カムイは０ラブシステムとそれに関するものをすべてこの世から消すのが目的だと言っていた。

　ラブのボディのベースになったのは、東雲重工の市販型モデルだ。それに親父おやじは、以前東雲重工の研究所にいた。本社ビルに０システムの資料があってもおかしくはない。

「どうよ、オレってば大発見じゃね？」

「うん、すごいよ慎太郎。よく気づいたね」

「すごいぞ慎太郎。おまえのネット中毒が役に立ったな」

「ぬははははは！　褒ほめるな褒めるなっ！　尻がムズムズするわ！」

　慎太郎の自慢げな高笑いを聞きながら、俺はもう一度画像をじっくりと見た。

　ラブをあんな風にした原因――カムイ。今もまだラブの０システムを破壊しようとしているかもしれない、ラブの姉。人間にしか見えないように行動でき、ナノマシンを手足のように動かし、世界的な大企業の本社ビルにいとも簡単に侵入してしまうロボット。なにより、人間を傷つけることができる、３原則を無視できるロボット。

　それでも、なぜか思い出すのは、ロボロボ部で楽しそうにしていた神楽かぐらさんと、「ラブを破壊する」と言った時の悲しそうな顔……痛い目にあったっていうのに、彼女のことを憎みきれないというか、今だって、いきなりもう一度ラブを襲ってくる可能性は低いような気すらしてしまう。なんなんだろうな……。最近まで、彼女の事を考える余裕もなかったのが正直なところだ。ラブは実際、今でも壊れているようなものだし……

「ところでさ、どうして慎太郎はこんなの見つけられたの？」

「ん？　それはだな、あわよくば、神楽さん……じゃなかった、カムイが見つけらんないかなと思って、掲示板に蛍ほたるの怪談を撒まき散らしたりして情報を集めていたんだよ！」

　康夫の質問に、慎太郎は鼻高々に答える。

「慎太郎、おまえな……」

「はっ!?　しまった!?　つい正直に答えてた！」

　慎太郎は頭を抱えた。俺と康夫は顔を見合わせた。俺がどう思っていようが、カムイは危険なロボットであることには変わりない。そのことは慎太郎も判っているはずなのに。

「彼女は危険な存在なんだぞ。さぐるような真ま似ねはしない方がいいって」

「で、でも、ロボ子を狙っているなら、受け身なだけじゃ駄目だと思うんだよな。ロボ子がああなった理由も神楽……カムイなら判るんじゃないか？」

「慎太郎にしては正論だね。確かに……神楽さんなら同型機だから、原因を解析出来るかも」

　康夫が感心したように言う。確かに正論だった。俺も旧校舎のカムイの作った研究室に０ラブシステムの手がかりがないかと思ったのはついさっきだ。

「ちょっと待て……いま、カグラちゃんの名前を口にしなかったか……」

　野太い声がして振り返ると、いつの間にか俺たちのまわりを男子たちが取り囲んでいる。

「「俺たちはカグラちゃん親衛隊だ！」」

　そう言うと、男子たちは一斉に『カグラちゃん♥』と書かれたハチマキをしめる。神楽さんことカムイがいきなり転校して去ってしまったのに、まだ諦めてなかったのか。

「我らがカグラちゃんがいなくなってはや幾年月！」

　まだ、一週間くらいだ。

「なぜ急に転校してしまったのか!?　どうして何も言ってくれなかったのか!?　我々は見つからぬ答えを探し求める流る浪ろうの旅人もさながらに、この乾ききった砂漠のごとき時間を生き続けるしかないのか！」

　まさかその「答え」とやらを俺たちが持っているとは思わないだろうな。

「ま、まあ落ち着けおまえら。去っていった美少女を追い求めても幸せはやってこないぞ。もっと現実に目を向けようじゃないか。たとえばうちのクールな委員長サマとか」

「なにを言うか隊長どの！」

「そうだ、目を覚ましてくれリーダーっ！」

「あの頃の情熱はどこへやってしまったのだっ」

　そういえば、この親衛隊を作ったのって慎太郎だったな……しかし、「大好きなカグラちゃんはロボットでした。だから親衛隊は解散します」と、正直に打ち明けるわけにはいかない。

「うおおお！　帰ってきてくれカグラちゃーん！」

「あいにーぢゅー！」

「あいうぉんちゅうううう！」

　むせび泣く男たちのだみ声が響く中、俺はあらためてカムイの残していったものについて思いをはせる。ラブにとって大切な友達、それが〝鷲わし尾お神楽〟という架空の少女だったのだ。

　誰よりも心を通わせた相手が、本当は自分を破壊しに来たのだと知った時、ラブはどう思ったのだろう。きっとショックだったろうな。それも言ってしまえば実の姉だ。

　いつか、ラブが『心』を取り戻したら、その時の気持ちを思い出すことになる。

　ラブの悲しそうな顔が目に浮かぶ。そんな顔はさせたくないけど……

　だけど、辛つらい記憶を持っていても、ラブはいつも前向きだった。だからこそ、俺も遙もラブのおかげでいろいろと越えられなかった壁を乗り越えられたんだから。

　そして同時に、この教室で微ほほ笑えんでいた神楽さん――カムイのこと、ラブのお姉さんが、どんな気持ちだったのか、心を持つロボットがここで何を感じていたか知りたいと思う。

　早く、ラブに、笑顔のラブに会いたい。そして、彼女の心が今回の出来事で、何を感じ、何を学んだか知りたい。それが、カムイの行動の理由を解き明かすことにもなる気がしていた。




　その日、家に帰るとラブと遙がキッチンに立っていた。

　たぶん、夕食を作っているのだろう。調味料の焦げる香ばしい匂においと、何かを炒いためるジュージューという音、それから遙の楽しそうな声が聞こえてくる。

「はい、じゃあ最初に混ぜておいた調味料を入れて。ああ、ダメダメ、入れる前にもう一度かき混ぜないと」

「かき混ぜて、入れる。判りました」

「って、こぼれてるこぼれてる！　もっと静かにやらないとっ」

「もっと、静かに、かき混ぜる……判りました」

「いや、今度はゆっくりすぎだから。そんなんじゃ、お野菜焦げちゃうよ」

「ゆっくり、早く、かき混ぜる……指示が矛む盾じゆんしています。修正をお願いします」

「う……えーと、だから、調味料がこぼれない程度に早くかき混ぜるってことで……って、ああ！　焦げてる焦げてるっ！　ラブ、急いで火を消してっ」

　キッチンはかなり賑にぎやかなことになっていた。

「うーん、やっぱりいきなり複雑な料理は無理だったかなぁ」

「うん、今のラブには無理だと思うよ」

　難しい顔をしている遙に声をかける。

「たぶん、０ラブシステムはいろんな記憶の関連づけの役割も担になってるんだ。だから、今覚えたとしてもそれは断片的な情報としてしか記憶されないと思う」

「むぅ……よくわかんない」

「要するに、今のラブは応用力がないってことだよ。グラム数とか作業速度まで指定すれば出来ると思うけど。動作を真ま似ねしろっていうのも、たぶん入力諸元が不安定過ぎて難しいだろうし……例えば卵の大きさが違ってるだけでも改めて指示を求めてくると思う」

　遙が考え込む間も、ラブは直立不動でただ指示を待っている。

　以前はあれだけころころ変わっていた表情も凍り付いたように固まり、意思の感じられない瞳を遙の方に向けている。俺は、そんなラブを見ているのが辛かった。

「よしっ、判った！」

　急に遙が声をあげた。

「新しいことが無理なら、覚えたことをもう一度最初からやってみよう！　ね？」

「いや、遙、それだって同じ……」

　止めるのも聞かず、遙はラブの元に駆け寄る。

「ラブ、オムレツ作ってみてっ。あれだったら、何度も練習してできるようになったよね？」

「判りました」

　短く答えると、ラブはくるりと方向転換して冷蔵庫へ向かった。

「遙、先に言っておくけど、たぶんラブは……」

「だいじょうぶだよっ。ラブはラブのままだもん」

　遙は力強く答える。だが、俺の予想した通りラブはオムレツを上う手まく作ることができなかった。卵を割り、分量通りの生クリームを加えてかき混ぜる。そのくらいのことはできても、焼き加減を見て調整を加えながらフライパンを振るということがどうしても上手くできないのだ。

　遙に言われるまま、何度も、何度も、オムレツを作ろうとするラブ。だけど、ひとつたりともまともに完成しなかった。

「申し訳ありません。また、失敗しました」

　ボソボソした炒いり卵のようになったオムレツを前に、ラブは感情のこもらない声で告げる。

　かなりショックだったのだろう。遙はなんとも言えない表情をしていた。

「言っただろう。ラブの記憶は関連づけができてないんだ。ひとつひとつのことはちゃんと覚えてても、総合的に組み立てられないんだよ」

「……」

　遙は何も言わず、ただ黙ってオムレツの出で来き損そこないを見つめる。見ていられなかった。

　以前のラブを取り戻そうと頑張れば頑張るだけ、遙は傷ついてしまうんじゃないか？

「だいじょうぶだいじょうぶっ。ちょっとくらい失敗したって平気だよ。少しずつできるようになっていけばいいんだからっ」

　だが、遙はくじけない。明るい笑顔を浮かべて、ふたたびラブに教えていく。

　現実問題として、０ラブシステムの状況には何の変化もないのだ。この状態で新しい事をどれだけ積み上げても、それは無意味な可能性が高い。遙の前向きさが辛かった。

「遙……そのくらいで……」

「いいの。私がそうしたいんだもん。ラブ、もう一回やろうね。一個ずつ、計れば出来るようになるかもしれないってことだよね」

　その表情には諦めなんてみじんもなく、さっきよりも明るくすら見える。

　いつもハルカちゃん３原則を盾に、俺に甘えていた日々が夢みたいだ。

　今朝だって、俺の布団に潜り込んでは来たものの「エネルギー補給完了！」と言って、すぐに起き出してラブの所に向かっていった。ロボットの事が全然判らない遙は、病気の家族を世話するようにラブに接している。そういえば結局、遙がどうしてラブを再起動できたのかも判らないままだ。ただ、ラブに抱きついてエネルギーを注入してたら、起きたのだと言う。

　要領を得ない説明を、俺も勇希姉たちも納得してしまうのは、ラブがあまりに人間らしかったことと、遙の愛情溢あふれるこの笑顔があったからかもしれない。

　ラブが来てから、遙がどんどん逞たくましくなっている気がする。いや、もともと、遙は一度決めたら必ずやり遂とげる少女だった。今までは、俺との関係が一番だったけど、ラブという新しい家族を得たことで、遙は一気に大人になっているように見えた。

　――それに比べて、俺は……ため息さえつく資格がないことは判っている。

　俺は、親父の携帯電話を鳴らしてみた。もはや日課みたいなものだ。

　もはやメッセージ容量がいっぱいになったのか、メッセージを吹き込む事も出来ない。

　このまま時間だけが過ぎていくのだろうか。まだ出来る事を全部した訳ではないのだ。まだひとつ、ラブの状況を改善させる手は残っている。だけどそれは、諸もろ刃はの剣だ。

　ラブが回復しても、それこそ破壊されてしまうかもしれない。俺と遙は引き離されるかもしれない。親父と母さんは離婚してしまうかもしれない。

　判ってしまう。怖がっているのは自分だ。遙じゃないんだ。バラバラになっている家族の中で孤立していた俺を、遙が救ってくれただけなのかもしれない。これ以上、ロボットの事で家族がバラバラになるのは恐かった。

　でも、俺は覚悟を決めた。ラブを直せるとしたら母さんしかいない。手伝ってもらおう。そのためには、母さんと向かい合わなければならない。俺は、今度は遙抜きで会うつもりだった。

　なぜならこれは、俺の役割だ。もう一度、遙に庇かばわれたらハルカちゃん３原則を破っているような気がする。遙の世話をするのは、遙の大事なラブを守るのは俺でありたい。

　ちっぽけな矜きよう恃じだけど、これすら失ったら自分のことを嫌いになってしまいそうだった。




　連絡を受けた母さんは、すぐに来てくれた。忙しいはずなのに、意外だった。

　もう一つ意外だったのは、勇希姉が同行してきた事だ。

「まったく、あなたといい勇希といい、母親に隠し事をするなんて」

「申し訳ない」

　すこぶる不機嫌な母さんの横で、連れられてきた勇希姉が小さくなっている。

「悪いのは勇希姉じゃなく、俺だよ。ごめん。母さん」

　頭を下げると母さんは、少し機嫌を直してくれたらしい。

「まったくだわ。目が覚めたなら、即座に連絡して欲しかったわね」

　居間のソファに腰かけた母の姿を見るのは、久しぶりかもしれない。紅茶をいれ、いつラブが欲しがってもいいようにと常備されているドーナツをお茶ちや請うけにテーブルに並べて行く。

「……マジに紅茶をいれてもらうのも、久しぶりね」

「はは、ウチにいる時は、俺が家事担当だったからね」

　忙しい両親に代わって家事を覚えたっていうのもあるけど、遙がロボット嫌いだったから、家事ロボットを使わせないために「俺、家事好きだからやりたい」と主張したんだ。

　いつの間にか本当に趣味になっちゃって、家庭菜園までやってたのに、ラブが来てからは手抜きの日々が続いている。随ずい分ぶん、様変わりしたと思う。

　勇希姉と母さんが並んで座り、今までなら遙のいた位置に、ラブが座っていた。

　大好きなはずのドーナツに目もくれず、ただ無機質に宙を見つめている。母さんはラブを食い入るように見つめていた。俺は、ラブの前にドーナツを置いた。

「食べていいぞ、ラブ」

「許可表現ですが、ご命令でしょうか？」

「命令じゃない」

「でしたら、必要ありません。エネルギー充じゆう塡てん率87％」

　勇希姉と俺は視線を合わせる。まだ、万事この調子だった。

「やはり、あのままなのか。起動しただけでも奇跡だが……」

　勇希姉の言葉を受けるように、母さんが口を開いた。

「……プロトⅡは、どうして起動したの？　起動キーは、本当に判らなかったのに」

「俺たちにもさっぱり。ただ、遙が抱きしめてたら起動したらしいんだけど……」

　正直に答えると、何故か母さんは少しだけ納得したように頷うなずいた。

「そう……遙さんが。そういうことも、あるかもしれないわね」

　いつだって白黒つけたがる母さんにしては珍しく、曖あい昧まいな表現だった。

　その理由について想像を巡らすよりも先に、俺は母さんに聞きたい事があった。

「母さん、どうやったらラブはもとに戻るの？　もう、俺たちはお手上げなんだ。どうしても、母さんに力を貸して欲しい」

　そういうと、俺は母さんの前に、大量の書類をおいた。ラブが来てから、ずっと取り続けていたデータと、感情をなくした後のデータの束だ。母さんを正面から見つめる。

「本気……」

　俺があまりの直球を放ったからか、勇希姉が驚きの声をあげる。

　母さんは表情を変えることなくいくつかの書類を眺めた後、納得したように紅茶を口に運ぶ。

「私が、手伝うと思っているの？」

「どうしても、協力して欲しいんだ」

「……答えはノーよ。あなたたちが危険だって、何度言ったら判るのかしら」

　優しく諭さとすように、母さんはため息混じりの言葉を放つ。

「ラブは人を傷つけるようなロボットじゃない。ラブは、俺たちの大事な仲間なんだ」

「ロボットに感情移入する所は、父親にそっくりね。数少ない長所だと思うけれど」

　他ひ人と事ごとのように苦笑いして、母さんは呆あきれた顔をする。

「遙さんがラブを大切に思っているようだからと思ってここに置いておいたのが裏目に出たわね。だけど、よしとしましょう。この状態なら、プロトⅠだって襲っては来ないでしょうから」

「どういうこと？　母さん、私にも判らない」

　勇希姉の質問。俺も同じ気持ちだった。

「説明する必要はないけれど、好奇心は科学の基礎。少しだけ教えましょう。おそらく、プロトⅡの０ラブシステムは壊れてはいない。でも、完全にオーバーロードしているわ。機能異常を起こしている。よほどの負荷が掛かったんでしょうね」

　カムイと戦った時の事を俺は思い出す。ラブはカムイが作り出したナノマシンを奪って剣を作り、俺たちを守ったんだ。

「それって、あのナノマシンの……」

「関係はあるでしょう。確証はないけれどね。プロトⅡのメンテナンスモードでは自力でこのオーバーロードを解決することは出来ないわ。もともとの設計にない要素で発生してるトラブルなのだから。いい、機械は正直よ。出来る事は出来るけれど、出来ない事は出来ないの。人間も同じよ。無理をしたら壊れる。よく覚えておきなさい」

　人生訓めいたことを言うと、母さんは納得したように立ち上がった。

「だけど、いっそホッとしたわ。また遙さんを泣かせるのは本意じゃないもの。０ラブシステムがこの状態であれば、プロトⅡが目覚めていても危険はないわね。万一の事態は避けられるでしょうし、少し安心しました。帰りますよ、勇希」

「ま、待ってよ母さん！」

　早くも帰ろうとする母さんを、俺は慌てて呼び止めた。

「母さんなら、ラブをもとに戻す方法を知っているんじゃないのか」

「……そうね。私なら直すことは可能かもしれない。でも、私にはその意志はありません」

　鋼鉄みたいな声を出す母さん。俺の事を思ってくれての事だと判る。それでも。

「母さん！　ラブを直してくれ！　お願いだ！」

　俺は、母さんの前に土ど下げ座ざした。そのくらいしか出来る事がなかった。

　情けないと思う。誰かにすがるしか、大事なものを守れないなんて。

　それでも……このまま、ラブを、遙を苦しめたままになるよりはずっとマシだ。

　しばらくして顔をあげると、母さんは厳しい顔をしていた。

「マジ、ロボット工学の入り口にも立っていないあなたが、最高レベルの機密を備えたシステムを管理できると思っているの？　しかも、プロトⅠが０ラブシステムを狙っているかもしれない」

　まっすぐに見つめられると、息が詰まりそうになる。結論は出ていると言わんばかりだった。

「私は言ったわね、０システムは危険だと。理解も処理もできないあなたに、この危険なシステムを託す事は出来ない。あなたのためにも、遙さんの為にも」

　鉄壁の正論。勇希姉の正論を更に強固にしたような厳しさに、俺は打ちのめされる。

「いずれにせよ、今のあなたには０システムを扱う資格がありません」

　厳しい言葉は、今まで何もしてこなかった俺への叱しつ責せきだ。

「人形になってしまったプロトⅡであれば、ここにおいておくことは許容できます。遙さんが納得するなら、それでいいのではないかしら」

「それじゃダメなんだ。母さん。それじゃ、ラブが帰って来た事にならない」

　必死で食い下がる。俺は、どうしてもラブを取り戻したいのだ。

「では、私が協力して彼女を修理したとして……次はどうするの？　０システムは未知の要素ばかりなのよ。次のトラブルが起きるかもしれない。もっと致命的な何かかもしれない。その時、マジはどうするのかしら。遙さんを危険に巻き込んだとして、必ず彼女を守れるの？」

　畳たたみかけるような言葉に、俺は返す言葉もない。

「プロトⅠのことは、まだいいでしょう。目的も全く判らないのだし、その爆発で彼女自身も壊れているかもしれない。勇希が施ほどこしたセキュリティであれば、心配はしません」

　勇希姉は頷く。でも、母さんは厳しかった。

「それでも、高校生の手には余る高価で高性能な人型ロボットを所有することだけでも教育上賛成できないこと。しかもそのメンテナンスすら自力では出来ないこと。この二点で、協力する気持ちにはまったくなりません」

　言い聞かせるような言葉は、いっそ優しそうですらある。

「正直、私としてはあの人が作った０ラブシステム搭とう載さい機きが、この家であなたたちと暮らしているというだけでも不愉快なの。私の手で修理してまで、あなたたちを危険に晒さらすような愚かなことはしません。いいですね、マジ」

　座り込んでいる俺の隣を、母さんは歩きだす。

「……土ど下げ座ざするほど大事なものが出来て、嬉しいわ、マジ。だけど、今のあなたには力は貸せない。家族の情と、技術者の技量は別の事。私は、流されて判断を変えたりはしない。……あの人みたいに、ね」

　そういうと、母さんは速度を速め、振り返りもせずにリビングを出る。

「本気……」

　残ってくれた勇希姉が、うちひしがれた俺を立たせてくれた。そんな俺たちのやりとりを、ラブは眉まゆ一つ動かさず眺めていた。ただ、黙って見つめていたのだった。




　俺は、ラブを姉さんに任せて家を出た。なんとか頭を冷やしたかったのだ。

　それに、もうすぐ遙が帰ってくる時間だ。どんな顔をして会えばいいか判らなかった。

　気がついたら、俺は学校にいた。日頃の習慣からなのか、それともここしか行くところがなかったからなのか、俺にもよく判らない。

　生徒会の仕事を終えた遙がまだいるかもしれない。ばったり会わないように、人ひと気けのない場所を選んで歩く。屋上には鍵かぎが掛かっていたので、図書館や廊下をふらふらと歩いていた。

　――俺、情けないな。何にも出来なくて。

　ラブが来てから……自分のダメさ加減がはっきりしてしまった気がする。ずっと、遙の保護者のつもりだったのに、実際には、全然、何も出来ない自分がいる。

　ロボットのことだってそうだ。家族を壊したロボットが嫌い。そう思っていたのに、結局、子どもの頃から憧れていた技術者、父さんや母さん、姉さんの背中を追っていた。

　ただ、すねていただけなのかもしれない。今更気付いても、遅いけれど。

　母さんと、あんなに話したのは初めてかもしれない。その事実も、情けなく感じる。

　悩みながら旧校舎の前を通りかかると、入り口に厳重な封鎖がされていた。

　以前は、ただの古びた建物だったそこは、今じゃ苦い記憶が宿る場所になってしまった。

　カムイはこんなにも近い場所に潜んで、俺たちを……いや、ラブを監視していた。

　ふと、閃ひらめくものがあった。入ったのはたった一度だけど、設備は最新鋭のものがいくつも設置されていた。もしかしたら、破損した場合に自分で修理するための装置をカムイが持ち込んだりしていないだろうか。少なくとも、何か資料があるかもしれない。だめで元々だ。

　俺は、立入禁止のテープを乗り越えて旧校舎に――

「めーですうううぅっ！」

「ぬおっ!?」

　横合いから強烈なタックルを食らった俺は、そのままもんどりうって地面に転がった。

「こらーっ、まじくん！　ここには入っちゃダメだって言っておいたでしょーっ！」

　俺を華か麗れいにタッチダウンした小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生は短い手足をバタバタさせる。

「ていうか、これ以上問題を起こしたらまじくんだってタダじゃすまないかもなんですよっ」

「いや、キミちゃん、俺は……」

「今度こそボロボロ部はきっと廃部だしっ、まじくんはよくて停学、悪くすると退学なんてことにもなって、そしたらキミちゃんも『指導力不足だ』ってきょーとーせんせいに怒られて、三ヶ月減げん俸ぽうなんてことにも……あわわっ!?　そ、そんなことになったら、大ピンチです！　今年に入ってから友だちの結婚式が立て込んでて常に金欠気味だし、お母さんは帰省するたびにお見合いしろってうるさいからお正月は温泉旅行に連れてくことにしたし、それから車のローンはあと五年は残ってるし……ああっ！　もしかしなくてもキミちゃん大ピンチかも!?」

「あの、ちょっとキミちゃん先生」

「そもそもみんなして結婚結婚って！　そ、そりゃあ、わたしだっていつかはステキな旦だん那な様と巡り合ってお嫁さんに……なんて思ったりなんかしちゃったりするけれども。でもでもっ、やっぱり教師を続けたいって気持ちもあるわけで、そこは夫婦共働きってかたちを選択しつつ……ああっ、でもやっぱり専業主婦の夢も捨てきれない！　……って、はい？」

「……とりあえずどいてくれると嬉しいです」

「あっ！」

　ここにきて、自分が教え子を押し倒して、さらに馬乗りになっているということに気づいた公恵先生は、小さく悲鳴をあげて慌てて飛び退いた。

「ご、ごめんね。せんせい、ちょっと焦っちゃった」

「いえ、俺の方こそ、すみません。まさかキミちゃん先生の人生設計にまで影響を及ぼしつつあるとは思ってもみなかったので」

「せ、せんせいのことはいいんです！　とにかくですね、いろいろリーチがかかってるので、まじくんは、悪いことしちゃめっ！　なのですっ」

「はい……すみません」

　言う通り、ここで禁を破ったら公恵先生はもちろんのことロボロボ部のみんなにも迷惑がかかってしまうところだった。

「もう、まじくんたち最近どうしちゃったんですか？　休み時間はいつも男子三人でコソコソ話してるし、久く遠おんさんもなんだか疲れた顔してるし、いくら部活停止中だからって変ですよ。もし、なにか悩みごとがあるなら相談にのりますよ？」

　さすが担任だけあって、公恵先生は俺たちのことをよく見ていた。

「いえ、別に悩んでるわけじゃ……」

「うそです。キミちゃんにはぜーんぶお見通しなのです。だって、キミちゃんはせんせーなのですからっ」

　公恵先生は、ばばーんと真っ平らな胸をはる。だけど、すぐに神妙な面おも持もちになって、

「……もしかして、鷲尾さんが急にいなくなったことと関係してますか？」

「っ!?」

　驚いて思わず言葉につまった。普段はいまいち頼りない担任だけど、生徒のこととなると勘が鋭い。いっそ、カムイのこともこの教室のことも、ぜんぶ話してしまおうか――

　そう考えたりもしたが、すぐに思いとどまった。

　公恵先生を俺たちのことに巻き込むわけにはいかない。

「そんなこと、あるわけないじゃないですか」

　やっとのことでそう答える。

「キミちゃんの勘違いだったかなぁ。鷲尾さんがいなくなる直前、ボロボロ部のみんなと仲良しさんだった気がするんですけど」

　公恵先生は首をかしげる。これ以上ここにいたらボロがでそうだった。

「先生、俺、帰ります」

「え？　あ、まじくんっ」

　そうして俺はまた逃げ出そうとした。ところが。

「……あの、なにしてるんですか」

「うう～、だってこうしないと行っちゃうと思ったんですぅ」

　公恵先生が小さな身体で足にしがみついていた。

　しがみつく、というよりは引きずられてと言った方が正しいかもしれない。

　半泣きになりながら服についた埃ほこりを払うと、公恵先生は俺に向かって言った。

「あ、あのですねっ、言いたくないことは無理に言わなくてもいいです。でも、本当に困ってることがあるなら、キミちゃんは力になりますよっ。だって、せんせーですからっ」

　いつもどこか危なっかしい先生だけど、その言葉は不思議と力強く感じられた。




　次の日、俺は昼休みに明里部長のところへ向かった。

　遙はいつも通りラブの世話を続けてくれてる。俺は、まだどうして良いか判らず迷っていた。

　こんな時に相談出来る人を、他に思いつかなかった。公恵先生の優しさも嬉しかったけど、ここから先は、自分の力で進まなきゃどうにもならない。そのためには、ラブの事を一緒に考えてくれる仲間が、ロボロボ部の協力が必要なのだ。

　部活ができなくなってから明里さんは意外と真ま面じ目めに生徒会の業務をこなしているらしく、昼休みと放課後はずっと生徒会室につめているそうだ。失点を取り戻そうとしているのだろう。

　ノックをすると、部屋の中から「あいてるよー」と慣れた声がする。

　それを合図に扉を開けると、ちょうど正面にいた明里さんと目があった。

「ありゃ、めずらしい」

　コの字に配置された会議机の上座で、明里さんは資料に目を通しているところだった。

「部長、ひとりですか？」

「そだよー。……はっ!?　もしかして、やらしいこと考えてる!?」

「考えてませんよ」

　いつも通りボケをかましてくる明里部長に俺はあっさり言い放つ。

「いやいや、知ってるんだよ。健康的な思春期の男子が抱える性欲の強さときたら、そりゃあもう線路を外れて暴走する列車のようだってことを！　きっとこれから大おお河が原わらくんは部屋に鍵かぎをかけ逃げられないようにした後で、その熱くはちきれんばかりの暴走列車であたしというか弱き乙おと女めをああして！　こうして！　そんなことまでっ!?　ああっ、ここは鈍行以外停まっちゃらめぇーっ！」

「だからしませんってば！」

　からかわれていると判りつつも、俺は思わず叫んだ。

「ちぇー、なんだ、つまんなーい」

　こ、この人は……いきなり出鼻をくじかれてしまった。なんとか気を取り直す。

「今日は、明里部長にちょっと相談があるんですっ」

「あたしに相談？」

　きょとんとした顔をする明里部長に、俺は昨日あったことを話した。

　ラブをもとに戻す方法を知っているという母さんを、なんとか説得したい。

　だけど、俺には０ラブシステムを扱う資格はないと母さんに言われてしまったということを。

「だから、なんとか母さんを説得したくて……」

「……なるほどねぇ」

　話を聞き終えた明里さんが、ため息をこぼす。

「完全に正論だよねぇ。あれから神楽さんも何もしてきてないんだし、このままなら大丈夫って判断もよく判る。はう……八方ふさがりだにゃー」

　机にべたっと突っ伏した明里さんは、上目遣いに俺の方を見た。

「それで、何か具体的に思いついたの？」

「……どうしたらいいか判らないんです。昨日は何か資料が残ってないかと思って、旧校舎に忍び込もうとして……公恵先生に見つかりました」

「あー、気をつけてよもう。これ以上問題起こしたらロボロボ部なくなっちゃうんだから」

　少し怒った顔で、明里部長は口を尖とがらせる。

「……すみません。でも、俺、どうすればいいんでしょう……公恵先生にも、逆に励はげましてもらって。やっぱり、ひとりじゃどうにもならないと思うんです。遙の方が、俺より頑張ってくれてるくらいで……俺は、ラブをこのままにしておきたくないんです」

「う～ん、大河原くんがお母さんに認めてもらえれば、ラブちゃんの記憶を取り戻す方法を教えてくれるって事だよね。少なくとも、手助けはしてくれるかもしれない」

「簡単にいいますけど……」

　母さんが、俺を認めてくれる――そんなこと、本当にあるんだろうか、と考えてしまう。

　親子の情と技術者としての技量は別、そう言っていたし……

「うにゃ～。私が説得しても仕方ないだろうしねぇ……同性じゃ色仕掛けも通じないし……。理屈がしっかり通ってないと、説得されてくれる人じゃないもんね。逆に、理屈さえしっかりしてれば理不尽なことを言う人じゃないんだけどな」

　今度は愛用の車くるま椅い子すにふんぞり返るようにして明里さんは胸を強調する。

　正直、目のやり場に困る。でも、それ以上に気になることを思い出した。

　情と技量は別。つまり、それって、俺の技量が十分だったら、心情的には教えたくないことでも教えてくれるって事じゃないのか？

　母さんは、ヒントをくれてるんじゃないだろうか。泣き落としでも、土ど下げ座ざでもない解決方法を。母さんは、頑固で絶対に白黒つける人だ。自分にも他人にも厳しい。

　ぐっ、と胸を突かれるような気持ちになる。まだ出来る事あるじゃないか。

「明里さん、ロボコンって……まだ、出場出来ますよね」

「え？　あ、う、うん。まあね。エントリーの締切りは来てないけど……何分、活動停止中だからねぇ。このままだと、今年は出場出来ないんじゃないかにゃあ」

「何とかなりませんか」

「大河原くん……？」

　車椅子の美女は、驚いた顔で俺の目を見る。俺は正面から視線を受け止めた。

「もしかして……そこで結果を出してお母さんを説得する気かにゃ？　そんなに簡単じゃないと思うよ？　勇希さんは、優勝してる訳だし……」

「じゃあ、俺も優勝します。優勝したら、勇希姉と同じ評価ですよね」

　言い切った。今のところ、なんの裏付けもないけれど。

　そうだ。母さんを、父さんを納得させるだけの技術を持てばいい。そして、二人と違う道を見つけてやる。ロボットも、人間も幸せにする道を。

「ちょっと……大河原くん、本気なの？」

「本気です。明里さんの歩行補助ロボットは、アイデアとしては相当面白いはずです。筋きん繊せん維いや制御系、動力源の問題……まだ課題は多いけど、完成すれば優勝を狙えると思います。優勝すれば……母さんも、考えを変えてくれるかもしれない」

　まずは、ラブの記憶を取り戻すやり方を、母さんが教えてもいいと思うだけの結果が必要だ。

　優勝が必要だと言うなら、優勝するしかない。

「俺、明里さんのためのロボットを、歩行器を完成させます。だから」

「……判った。出場出来るようになんとか説得してみる。そっちは任せて」

　頼もしい明里さんの言葉に、少し胸のつかえがとれた気分だった。

「お願いします。康夫達にも、協力を頼んできます」

「はは、ウチの部員で、反対するヤツなんているわけないけどにゃ♪」

　部長は、久しぶりに満面の笑顔を見せてくれた。うん、頑張れる気がする。

　天才でもなんでもなければ、ロボット工学のスタート地点にすら立てていない俺だけど。

　仲間達の力を借りれば、不可能なことなんかないはずだ。

　目標を見つけて、俺は動き出す。やっと心のエンジンに火が点いたみたいだった。




　その頃、教室ではロボロボ部の部員たちが思い思いに弁当を広げていた。

　遙は持ち主のいない本気の机を気にしながら、強引に机をひっつけてくる富とみ子こと一緒に昼食をとっていた。これはいつもの光景だった。

「もう富子っ！　もう少し離れて食べなさい！」

「照れなくていいじゃない。私たち親友でしょ？　あ、私の卵焼きと遙のソーセージ交換しない？　あと、富子って呼ばないで！」

　掛け合い漫才をしてる二人を、少し離れてこれもいつも通りに机をくっつけて購買部で買って来た菓子パンを食べながら見つめている二人組がいる。康夫と慎太郎だ。

「マジ、いないね。遙さんも、ちょっと気にしてるみたいだけど……また何かあったのかな」

「ロボ子のことだろ？　昨日、マジの母ちゃんがまた来たって言ってたじゃん」

　慎太郎はしみじみと呟つぶやく。

「いや、ほんと、強烈だったよな。あんな母ちゃんじゃマジも大変だろうなー」

「そうだね……ちょっと大変そうだった」

　苦笑して、康夫はため息をつく。

「せめて、僕たちがラブちゃんをもとに戻す手伝いが出来たらいいんだけどね」

「０ラブシステムってムチャクチャ難しいんだろ？　オレたちは様子みるしかないって、天才のマジのねーちゃんだって無理だって言ってたのに」

「それはそうなんだけど……」

　何か言おうとした康夫の前で、慎太郎はニヤリと笑った。

「オレらじゃ無理だろ。だがオレはすでにロボ子を救う名案を思いついている！」

「慎太郎、また何かくだらないことを言い出す気かい？」

　常つね日ひ頃ごろから真ま面じ目めな話をするとお腹が痛くなる病気なんじゃないかと思うくらい、慎太郎は適当な事をいう。ところが、今回は違うらしい。慎太郎は自信満々だ。

「だから、俺が何のために毎日掲示板に張り付いてると思ってるんだよ」

「エッチな画像を収集するためだろ？」

「違うって！　俺、そろそろあの人を見つけられそうなんだ！　そうすりゃ、あっと言う間に解決できるかもしんないだろ！　お互いの目的があれば、取引だってできるはずだ！」

「あの人……？」

「おっと、教室じゃここまでしか言えねぇな。前もひどいことになったしなっ！」

　目をランランと輝かせて話題を打ち切る慎太郎に、康夫はちょっとイヤな予感がする。

　しかし、慎太郎の名案にすがりたくなるくらい、打つ手がないのも事実なのだった。




　日曜の朝、我が家のガレージにロボロボ部の面々が集まっていた。俺がロボットコンテストに出たいと言った矢先の招集だけに、みんなの顔が期待に輝いていた。

「今日は、みんなに大事な話があるのよ」

「大事な話……？」

　遙が思わず聞き返した。明里さんが、こんな風に真剣に話し始めるのは見たことがなかった。

「我々ロボロボ部は、これまで多くの困難に直面しながらも部員たちの結束と、先輩たちの残した功績を胸に抱いてそれを乗り越えてきたわ……。思い出されるのは、あの夏の日の――」

「部長、前置きが長なげぇっす」

「……なによー、もうちょっと雰ふん囲い気きを出させてよー」

　慎太郎に水を差されて、明里さんは唇をとがらせる。すると、それで興が醒さめたのか、今度は打って変わってあっさりした口調で、とんでもないことを口にした。

「要するに、ロボロボ部は本日をもって解散します！」

　一瞬、なにを言っているのか判らなかった。

　だが、すぐに理解した俺たちは一斉に声をあげて驚いた。

「「ええええええええええええええっ!?」」

　俺たちが慌てふためく中、明里さんは悠ゆう然ぜんと続ける。

「今回のことで、あたしはつくづく自分の力不足を感じたわ。同時に、旧態依然とした部のあり方に疑問を抱いて――」

「ち、ちょっと明里さんっ、どういうことなんですか！」

　てっきり、ロボコンに出場できるようにしてくれたって話だと思ってたのに！

　みんな同じ気持ちだったらしい。代表して遙が聞いてくれた。

「会長、キチンと説明してください。納得できません」

「あはは～。つまり、部活停止、解除してもらえなかったんだ。ごめんね、力不足で。理事長はＯＫしてくれたんだけど、理事会が頑固でさ。部員が喫きつ煙えんしたせいで、練習はしてもいいけど甲子園に出場できないみたいな感じの処分にしたいみたいなの。つまり、部長が替わるまで」

　年内は大会に出られないっていうのか……それじゃ、遅すぎる。

　みんなの顔に、絶望的な色が浮かんだ。唯一なんの表情も見せないラブが、余計に悲しい。

「せっかく……マジがやる気になったって言うのに」

　悔しそうな康夫。慎太郎ですら、神妙な顔をしていた。

「そんな……じゃあ、ラブを直してもらうためにおばさまに協力してもらうことは……」

　遙には、俺から事情を話していた。親子げんかみたいになっちゃった事は話してないけど。

　覚悟を決めたつもりだったけど、これで振り出しか。悔しいけど、仕方ないのか――

　明里さんが、肩を落とす俺たちを見回して……にやり、と笑顔を作る。

「というわけで、今日から新しい部活をはじめます！」

　……は？　困惑する俺たちを尻目に、明里さんはガレージの入り口に掲げられた『ロボロボ部』の看板に向かう。そして白い紙をそこにペタッと貼り付けたのだった。

「今日からここは『新・ロボロボ部』の部室よ！　そして部長はこの方――アラシちゃんです！」

　ばばーんと、修理したばかりの猫型ロボット、アラシを空高く掲げる明里さん。看板に貼り付けられたのは『新』の文字だった。あまりの事に、もはやみんな言葉を失っていた。

「アラシちゃんを部長に、あたしはスーパーバイザーとして部を陰ながら支える役目を担になうことになります。あ、ちなみに正式名称は『ロボットが部長のロボットを作る部』ね」

「部長の言いたいことは判ったんですけど……で、わざわざ部を一回解散させてまでして、いったいなにがしたいんですか？」

　俺がたずねると、明里さんは「まってました」とにんまり笑う。

「ロボロボ部は活動停止だけど、新ロボロボ部はそうじゃないから。部長も代替わりしてるし」

　ひどい屁へ理り屈くつだった。まさか、そんなことのためにこんな大げさなことを……

　みんなが呆あきれかえる中、明里さんは付け加えた。

「でも、これでまたロボコンに向けて動き出せるでしょ？」

「あ……」

　そういう、ことだったのか……屁理屈でも、無む茶ちや苦く茶ちやな言い訳でも、明里さんはもう一度みんなで目標に向かって動き出すきっかけを作りたかったんだ。

「こんなの先生たちは認めてくれないだろうけど、あたしはどうしても今年のロボコンに出場したいんだ。来年じゃだめ。今この時、ここにいるみんなでロボットを作りたいの」

　明里さんの言葉は、いつになく熱を帯びていた。

　その言葉は、生徒会長として壇だん上じように上がった時よりも、ずっと俺を惹ひきつけて離さなかった。

「で、旧ロボロボ部は解散したから、みんなはフリーになったわけだけど……どう？　あたしの……じゃなく、アラシの新ロボロボ部に参加しない？」

　アイデアは判る。だけど……遙が、俺たちの疑問を代弁した。

「会長、気持ちは判りますけど、アラシはうちの高校の生徒じゃないから部長は無理です。ロボットコンテストに部長として登録できません」

「んー、それが問題なんだよね。年齢を誤ご魔ま化かしたら何とかならないかな？」

　いや、誤魔化さなきゃいけないのはそこじゃないと思うんですが……その時。

　ガレージに仕掛けられているセキュリティから、大きな警戒音が響く。全員に緊張が走った。

「なんだ!?　カムイか!?」

「裏口のセキュリティが作動してる。捕獲ユニットが自動展開されるよ！」

　康夫がセキュリティのモニターに張り付き状況を報告してくれる。

「慎太郎！　行くぞ！　遙！　明里さんとラブを頼む！」

　俺は、裏口に向かって走った。モップをもった慎太郎も続く。

「もーっ、なんなのよ、これーっ！　信じられないーっ！」

　ものの三十秒で現場に辿たどり着いた俺たちが見たのは……見慣れたメガネ少女だった。

「み、宮みや武たけ富子……なんで、お前が……」

　姉さんの作った粘着糸を吐き出すロボットに自由を奪われ、あられもない姿を晒さらしている。

「ちょっと！　これ何とかしなさいよ！　この変態！　富子っていうな！」

「……勝手に人の家に侵入しといて変態はないだろ」

　一瞬もの凄すごく緊張しただけに、脱力が止まらない。慎太郎ですら呆れてモップの柄で宮武をつついて糸が自分につかないようにしていたりする。

「マジ！　もうすぐ警備会社が到着……って、あれ？　宮武さん？」

　顔を出した康夫が、拍子抜けした顔になる。

「康夫、みんなに大丈夫だって言ってくれ」

　康夫は頷うなずくと、慌ててセキュリティ会社に問題解決の連絡を入れに戻っていく。

　入れ替わるように、遙たちがやってきた。完全に優等生モードになった遙は、まさしくブリザードのようなオーラを湛たたえている。

「富子。あなた、一体どういうつもりなの？」

　そういうと、遙は宮武が持っているカメラや機材をもぎ取った。

「ああっ、遙っ、それは私の命より大切な……」

　遙は、手早くデータを確認する。やはり、俺たちの姿が映っているようだ。

「……不法侵入、盗撮、盗聴。残念だわ、富子。知人が犯罪者になるなんて。これを学校に報告すれば、その翌日からあなたはクラスメートじゃなくなるわね。警察に通報してあげてもいいわ。たぶん、新聞にも載れるんじゃないかしら。良かったわね、富子。新聞部ですものね」

　……恐い。セキュリティの音にビックリした分だけ、怒りが大きいんだろうか。宮武だけでなく、俺や康夫たちまで震え上がってしまう勢いだ。

「あああっ、遙っ、そんなこと言わないでっ！　ロボロボ部がこっそり活動したり、ロボコンに出ようとしてたこと、黙っててあげるからっ！」

　……馬鹿だなー。そんなこといったら、火に油を注ぐようなものだ。予想通り、遙が眉をつり上げて激怒しようとする。でも、すっ、と差し出された手がその怒りを止めた。

「待って、遙ちゃん」

　明里部長だった。部長は、何故か満面の笑みを浮かべている。

「富子さん、取引しましょう。あなたが条件を吞のんでくれたら、その糸を外して、学校や警察にも、このことは黙っててあげる」

　言外にいうことを聞かないと通報するっていってるような……。明里さんも、ちょっと恐い。

　その空気を感じたのか、宮武はこくこく、と頷いた。

「……会長、まさか」

　遙は、ピンと来た、というように口元を押さえた。明里さんは、ニヤリと笑った。

「そうよ。これから宜よろしくね、富子さん。いいえ、新ロボロボ部部長！」

「えええっ！」

　俺たち男子三人が驚きのあまり声を上げる。

　宮武も、何が起こったか分からないというようにキョロキョロと俺たちの方を窺うかがい……そして結局、観念したようにこういった。

「よく判らないけど……言うこと聞くから。あと、富子って呼ばないでください。お願い」

　こうして、うやむやの中で俺たちは新ロボロボ部として活動を再開したのだった。














第三章　裏切りの絆









　機械工作というのは、ある意味でパズルみたいなものだ。設計上限られたスペースの中に、必要な部品を効率良く配置して目的とする機能を得る。コンピュータが真空管からシリコンの半導体へと移り、そこから有機的な人工頭脳に進化しても状況は変わっていない。

　ロボットの心臓部であり頭脳たるコンピュータ基板は、小さいながらもあらゆる環境に対応する汎はん用よう性およびそれを可能にする高い処理能力が求められる。僅わずかな面積の中にたくさんの配線を詰めこまなければいけなかった。とはいえ、今の俺にはその小ささが実にありがたい。

「マジ、マジっ」

　教科書の陰に隠れて作業をしていると、隣からひそひそと囁ささやくような声が聞こえてきた。

「……康やす夫お、なんだ？」

「そのくらいにしときなよ」

　康夫はさらに声をひそめて言う。

「大丈夫だ、もうすぐ終わるから」

「いや、そういうことじゃなくてさ……」

　心配するのは当然だ。いくら基板が小さいからって、こんな場所でハンダづけをするのは俺にとっても初めての試みではある。だけど時間がないんだ。ばれなければ問題ない。

　急きゆう遽きよ、新ロボロボ部として出場を決めたロボコンまでの残り日数はわずかだ。少しの時間も無駄には出来ない。今日の目標は、設計段階で15％ほどサイズを縮めることに成功した基板を、実際に完成させることだ。配線は自動工作機で基板に焼き付けたので、あとはそこに上う手まいことコンデンサーやら半導体やらをつけていくだけ。言葉にすると簡単そうに聞こえるかもしれないが、けっこう神経を使う作業なのだ。

「まじくん？」

　集中する俺に、また声がかけられた。

「康夫、いま大事なところだからちょっと後にしてくれ……」

　熱で液状になったハンダがポタリと落ち、基板とコンデンサーをくっつけてくれた。

「よし、うまくいったぞっ！」

　緊張がとけた俺は大きく息を吐いて顔をあげる。すると、目の前に公きみ恵え先生の顔があった。

　背が低いので、イスに座った俺がわずかに見上げるくらいの位置で視線が絡み合う。

「まじくん、なにをやってるんですか？」

　公恵先生は、にっこり微ほほ笑えみながら問いかける。

「えーと……ハンダ付け……です」

「そっかー、はんだづけかー。キミちゃん、ちょっとよくわからないんだけど、それって授業中にしててもいいことなのかな？」

　公恵先生は笑顔だったが、目は笑ってなかった。冷や汗が背中を伝う。

　隣で康夫が、だから止めろって言ったのにって顔している。すまん。

「まじくん、あとで職員室に来てね？」

「……はい。ごめんなさい」

　反省を表しつつも、俺は大事な基板を壊さないよう、大切に工具ボックスにしまう。

　そんな俺を、公恵先生はため息混じりに見守ってくれたのだった。




「もうっ！　キミちゃんはぷんすかぷんです！」

　職員室に、怒声と言うにはちょっと可か愛わいらしすぎる声が響いた。はじめて聞いた人はたぶん判らないだろうが、公恵先生はこれでもすこぶる怒っているのだ。

「別の授業の宿題をしてるとかこっそりマンガを読むとか、そういうのは判りますけど……って、それだってとっても悪いことですけどっ。とにかく、授業中に工作してる生徒なんてはじめて見ましたよ！」

「いやぁ、俺もまさか早工作をするとは思わなかったです」

「はやこうさく？」

　公恵先生がきょとんとした顔をする。

「ほら、昼休み前に弁当食べるのを早弁って言ったんでしょ。だから俺も早工作かなって」

「あー、なるほど！　確かにそうですねっ」

　公恵先生は納得したようにぽんと手を打つ。

「でしょー？　我ながら言い得て妙だと思うんですよ」

「ほんとですねー……って、なにを喜んでるんですか！」

　うーん、やっぱ誤ご魔ま化かされてはくれなかったか。それから、あれやこれやとお説教は続いた。

　途中で感極まった公恵先生がちょっと涙声になったりして、他の男性教師たちの視線がすこぶる痛かったりと、なかなか堪こたえる時間だった。

　そうして最後に、先生はこう締めくくって、長いお説教タイムは終了した。

「とにかく！　今度、授業中に工作なんてしてたら、めっ！　ですからねっ」

「……はい、もうしません」

　俺は素直に謝った。確かに俺が悪い。次からは、図面を引くくらいに留めよう。

「まじくん、ひとつ聞いておきますけど、まさか、謹きん慎しん中に部活をしてたりしませんよね……？」

　お説教をいただき、帰ろうとしていた俺を公恵先生が呼び止めて聞いてくる。

「ま、まさか、そんなわけないじゃないですかっ、ははは」

　笑って誤魔化した。もうロボロボ部は解散したんだから、全部噓ってわけでもない。だけど考えている事が判りやすい公恵先生の表情は、全然、俺を信じていない。

　俺は、もう一度謝ると、早々に職員室から逃げ出したのだった。
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　教室に戻ってくると、さっそく康夫が寄ってきた。

「おつとめご苦労さま。どうだった？」

「とりあえず、なんとか許してもらったよ。でも……キミちゃん、気付いてるかもな」

　康夫は苦笑いで応えてくれた。まあ、ばれてても強行するしかないんだけど。

　苦心して作った設計図をはやく形にしたくて、思わず内職なんてしてしまったが、どうやら、これは良い作戦とはいえないようだ。相手が公恵先生だからよかったものの、これがシーサーあたりだったら、大変なことになっていたかもしれない。

「とにかく、気をつけてよね。もし、ロボコン出場が理事会なんかにバレたら、今度こそお説教だけじゃすまないんだから」

「う……判ってるよ。もう授業中にはやらない。みんなには内緒にしてくれ。それで、今日の放課後なんだけど……」

「はいはい、基板の組み込みでしょ。プログラムはできてるよ」

　さすが仕事が速い。俺だったら何日もかかりそうなプログラムを、康夫はたった一日かそこらで完成させてしまう。この速度にはずいぶんと助けられていた。

　それに慎しん太た郎ろうもめずらしく協力的だった。

　少ない予算でも買えるように、どこからともなく安い部品を手に入れてくる。

　いったいどこで見つけてきたのかと目を疑うような高価な部品もまじっていたりして、驚くこともある。なんとなく怖いので出所は聞かないようにしている。日頃、ネット巡回で培つちかった情報網もうというやつなのだろう。一度は頓とん挫ざしかけた歩行器ロボットの開発がまた軌道に乗りつつあるのは、二人の力によるところが大きかった。

「で、そういや慎太郎は？　なんか今日はあんまり姿を見ないけど」

「え？　そうかな」

　なぜか、康夫は目を泳がせていた。

「どうしたんだ、なんか落ち着かないみたいだけど」

「そ、そんなことないって。そうだっ、慎太郎ならさっきトイレに行ったよ。なんか朝からお腹の調子が悪いって」

「ふーん……」

　なんとなくひっかかるものがないわけではなかったけど、慎太郎が挙動不審なのはいつものことなのでそれ以上追及するのはやめておいた。

　なにより今は、作ったばかりの基板をテストしたくてうずうずしていた。




　俺たちロボロボ部は、新ロボロボ部として隠おん密みつに部活を再開していた。

　表向きは、宮みや武たけが新たに作った部活が承認された、ということになっている。

　新聞部の新組織、というような扱いにして、明あか里りさん自身が設立許可を出した。少子化の流れもあって、部活の掛け持ちは認められているから、そのまま俺たちも所属に名を連ねた。

　まあ、あえて言うならラブとえふさんが登録されていないけど、今は大した事じゃない。

「どうして私がアンタたちの片かた棒ぼう担がなきゃいけないのよ！　私まで停学になったらどーすんの！　遙はるか、哀れな私を助けてちょうだい！　親友でしょ！」

「富とみ子こ、私は犯罪者の友人を持った覚えはないわ」

「ああっ、ひどいっ！　報道は神聖なものなの！　ジャーナリストとしての気持ちが行きすぎただけなのよ！」

　宮武は、生徒会室で部活動設立届けを出す直前までそう言ってごねていた。これを収めたのは、明里さんだ。

「……富子さん。もしこれに協力してくれたら、富子って呼ばないように遙ちゃんを説得してあげる。それでどう？」

　この一言で、宮武は納得してくれた。かくして俺たちは、再び活動を開始したのだ。

　ロボットコンテストまで、あと一ヶ月も残っていなかったけど。




　結論から言えば、寸すん暇かを惜しんで作った基板はおおむね良い動きをしてくれた。

　まあ、結局は康夫の組んだプログラムがとても優秀だったということに終始するわけだが。

　基板のテストは成功したものの、多少気になることがないわけでもなかった。

　というのも、ガレージに集まったのが俺と慎太郎のたった二人だけだったからだ。

「なあ、慎太郎。康夫はなんで来られないんだ？」

「え!?」

　慎太郎はあからさまに焦った顔をする。

「えーと、その……そ、そうだ！　腹が痛いって言ってたな！　康夫のやつ、なんか変なもんでも食ったのかな！　うは、うははははっ」

「……昼休み、康夫も似たようなこと言ってたんだけど。おまえが腹痛だって」

「うっ……そ、それは……えーと……そう！　一緒に食ったんだよ！　ばあちゃんちの戸と棚だなにあった変な色のお菓子！　いやー、お腹空いてたとはいえ、いつからあるか判らないようなものをおいそれと口にするもんじゃないなっ」

「……ふーん」

　俺が疑いの視線を向けると、慎太郎はさらに焦る。

「そんなことより！　元・部長が来てねーじゃねーか！　言い出しっぺが顔を出さないってのはどういう了りよう見けんだ！　こりゃあもうアレだな！　罰ゲームだ！　胸の谷間でひよこの卵を温める刑に処する。無事に羽う化かして良い感じに母性が目覚めたところで毛を度どし難がたい紫色に染めて世にも珍しいカラーひよことしてネットオークションに出品してやる！」

「言いたくないなら別にいいけど……」

　よく判らないが、必死に誤ご魔ま化かそうとしているのだけは伝わってきた。

「人聞きの悪いことを言わないでちょうだい。まるで会長がサボっているみたいじゃない」

　と、そこへ遙がやってくる。相変わらず無表情なままのラブも一緒だ。

「会長は、いま生徒会の仕事で忙しいのよ。こんな時期に部活を承認した言い訳もしなきゃいけないしね。理事長には事情を話してあるから大丈夫って言ってたけど……」

　そう言いながら、遙は俺の手元を見た。

「進んでる？　試作機が出来たら二週間は実験したいんだから、残り時間は一週間もないんだよ。勢い込んでたのに、あんまり進んでないみたいだから心配だな」

　……痛いところをつくなぁ。まあ、精神論だけでいきなり人間が成長したりはしないのだ。俺は、専門書と製図ソフトを行き来しながら作った仮設計図をシミュレートして問題なさそうなら試作するという、技術者の卵っぽい作業を繰り返している所だ。勇ゆ希き姉ねえなら経験である程度はすぐに正解を導けるんだろうけど、いかんせん、まだ俺には難しい。

「……予定の日には、絶対間に合わせるよ。制御系はこれで機能するはずなんだ」

「そっか。頑張ってね。ラブ、私たちも頑張ろうね」

「頑張る……判りません。優先指示を完かん遂すいできるよう行動します」

　無表情なラブに、遙は優しく微ほほ笑えむ。

「うん、それを頑張るっていうんだよ。最優先指示は、ラブが、いったん壊れる前のラブに戻る事。そのために出来る事はなんでもするんだよ」

「了解しました」

　ラブは頷うなずく。今までなら「はいです！　ラブ、頑張りますです！」とか言ってたんだろうなぁ。思い出して、切なくなってしまう。遙も同じだったみたいだ。

　でも遙は挫くじけずに、ごそごそとダンボールから何かを取りだした。

「はい、これ。今日は、これを頑張ろう。ラブ、以前はこのゲームすっごく頑張ってたんだよ。操作の仕方は判るわよね？」

「はい。覚えています」

　歩行器開発を進める俺たちを余よ所そに、遙とラブはゲームで対戦をはじめる。

「おいこら、なんで久く遠おんだけ遊んでるんだよ」

　不満そうな慎太郎に、遙は恐い顔をする。

「遊んでなんかいないわ。ラブのリハビリよ。前に覚えたことをやっていけば、その時の気持ちとか思い出せるかと思って。夏休み、さんざんゲームさせたの川かわ森もりくんでしょ」

　後ろから覗のぞき込んでくる慎太郎に、遙は画面に集中したまま答える。勝負はあっという間についた。残念な効果音が響き、遙は「あー、負けちゃった」と思わず天を仰あおぐ。

「よーし、次は負けないからっ。もう一度よラブ！」

「はい、遙さん」

　ラブが断るわけもなくすぐに第二回戦がはじまる。

　以前のラブなら遙に勝てることなんてほとんど無かったのに、今は圧倒的だ。

　できる最善のことをこなし、焦ってミスをすることもないのだから当然かもしれない。

　０ラブシステムが働いていなければ、ミスしないというのはちょっと興味深い現象だよな。

「ああっ！」

　そうこうしていると、遙がまた小さな悲鳴をあげた。どうやら今度も負けてしまったらしい。

「ええい、見ちゃおれん！　オレにかせい！」

　慎太郎が横からゲーム機を奪い取る。

「ふっ、ロボ子よ、多少はできるようになったらしいが……このオレを倒せるかな？」

　まるで主人公の前に立ちふさがるライバルキャラのごとく言う慎太郎だったが……

「どええええ！　瞬殺うううう！」

　遙より保もたなかったんじゃないのか、というスピード決着だった。

「くそおお！　もっかいだ、ロボ子！」

「判りました。ですが、私の名前はロボ子ではありません」

　慎太郎はすっかり夢中になっていた。どうやら、俺を手伝う気はないらしい。

　二人のリベンジマッチを横目に作業を再開する。隣に、良い匂においのする少女がちょこん、と座る。なんだか久しぶりの感じがする、ラブを慎太郎に取られた遙だった。

「手伝えることある？　待ってる間ヒマだから、出来る事あったらやってあげてもいいよ」

　慎太郎がいるから優等生モードは維持しつつ、遙は優しい目で微笑む。

　最近、やっぱり変わったような……と思いながら、俺は頷いてた。

「じゃあ、そこんとこをラジオペンチで押さえといてくれ」

「うん、判った」

　ピコピコとコミカルなゲーム機の音をＢＧＭに、しばらく遙と二人で作業を続けた。

　優等生モードの遙は無駄口をきかないから、会話があまり続かないのだ。

「そういや、めずらしいな、明里さんが真ま面じ目めに生徒会の仕事をするなんて」

　先に沈黙に耐えかねたのは俺だった。普段の遙なら自分から色々話してくれるからなぁ。

「今までサボってた分、大変みたい」

「そ、そうか……」

　ふたたび沈黙が訪れる。

「タイミング悪いよな。ここに来て生徒会が忙しくなるなんて。遙は生徒会の方いいのか？」

「ええ、会長でないと処理できないことばかりだし」

　でも、以前なら自分だけじゃヤダとか言って遙も巻き添えにしていたはずだ。明里さんもラブのことで気を遣ってくれてるんだろうな。

「……会長は部のために、今、生徒会の仕事をしてるの」

　遙が小さな声で俺に告げた。ちょっと優等生モードが薄れている。

「歩行器ロボットの開発が進んだら、身体に合わせて調整したり、テストしたりって機会が増えるでしょ。だから今のうちにいっぱい生徒会の仕事を終わらせておくつもりみたい」

「そっか、そんなことを……」

　何も考えていないようで、ほんとはずっといろんなことに気を配っている。

　明里さんは、そういう人だった。結局、俺はいろんな人に支えられているのだと実感する。

「ぬおおおお！　勝てねええええ！」

　残念な効果音と共に向こうで慎太郎がゲーム機を投げ出していた。

「くそっ、オレのハメ技も精神的ゆさぶりも通用しないなんて、そんなのありか!?　自慢じゃないが、オレは卑ひ怯きような技以外に取り柄がねーんだ！」

　まったく自慢にならないことを自信満々に言う慎太郎だった。

「それじゃ、今度は私が相手になるわ。ラブ、負けないわよ」

　腕まくりする遙を、ラブは硝子ガラス玉みたいに感情のこもらない目で見つめる。

　以前のラブは、決してゲームが上う手まくなかった。同じコンピュータがやっている事なのに、彼女は自分の人工頭脳が行った計算の上をいこうとして失敗していた。ラブの失敗は、常にそういうものだったんだと思う。今は、計算結果がそのまま行動に反映してるにすぎない。目の前の画面から入力されてくる情報から、ゲームの目的に対して最適化される行動を取っている。だから、ミスもしないし、最善手を狙ってくる。だけど……俺は、手を休めてラブの方を見た。

「ラブ、ゲーム楽しいか？」

「マスターのご指示の内容が不明瞭です。再度、ご指示お願いします」

　予測通りの回答に、俺と遙は苦笑いを浮かべる。それでも積み上げるしかないんだろう。

　ラブの目に以前のような輝きが戻る日は、まだずいぶん遠そうだった。

「遙、ラブを頼むな。俺は歩行器ロボットの方を頑張るから、その間……」

「うん。判った。ラブの事は遙に任せてね」

　慎太郎に見えないように、ぎゅっと手を握ってくる。俺は、力強くその手を握り返した。

　決心したからには、結果を出したい。心底、そう思っていた。




　時刻は深夜。大おお河が原わら家のすぐ側に、暗闇の中、足音を忍ばせて歩く人影があった。

　月は隠れ、街灯の類たぐいがこの辺りにはあまり多くない。全身真っ黒という出いで立たちで闇に紛まぎれるその人物は、自らの完かん璧ぺきな隠おん密みつ行動にほくそ笑みつつ路地を進んでいく。

　目的地は学校の裏門だった。

「……なにやってるの、慎太郎」

　と、いきなり背後から声をかけられた。

「や、康夫！　バカ！　なに普通に声かけてんだよっ」

　黒い目出し帽から焦った声がする。

「オレたちはいま、隠密行動中だぞっ」

「言いたいことは判るけど、むしろ余計目立ってるから。ていうか、人に見られたら即通報レベルの不審者だよ。普通にしてる方が怪しまれないと思うけど」

　康夫は友人の格好に呆あきれたように言う。

「ええい、とにかくだ。例のものは手に入ったのか」

　目出し帽を脱ぎつつ慎太郎が尋ねる。

「もちろん。ここにちゃんと」

　康夫はポケットから銀色の小さな鍵かぎを取り出す。サイズからして、おそらく南なん京きん錠じようの鍵だと思われた。

「うむ、よくやったぞ」

「それじゃ、さっさとすませちゃおうよ」

「おうよ」

　二人は頷うなずきあってから作業にとりかかった。

「待ってて、すぐ解除するから」

　康夫は小型のＰＣを取り出して、さっそく何かのプログラムを走らせる。そこからはあっという間だった。ものの数秒とかからず、裏門の上部に取り付けられたセキュリティ装置からピピッと音がする。同時にオレンジ色に光っていたランプが安全を示す青色に変わった。

「すげぇな、瞬殺かよ」

「まあね。実は学校のセキュリティには何度か侵入してるからね」

「つーか、おまえ、それって犯罪なんじゃ……」

「ちょっとシステムの構成をのぞき見しただけだよ。興味あるだろ。別に何もしてないよ」

　康夫はこともなげに言う。物腰の柔らかいイケメンは、こう見えて凄すご腕うでのプログラマーなのだ。敷地内に入った二人は、まっすぐに目当ての場所に向かった。

「なんだこりゃ？」

　目的のドアの前に立った慎太郎がすっとんきょうな声をあげた。

〝入っちゃめっ！　です！〟

　誰が書いたのか一目瞭然だった。

「これは……忍び込むって疑われてるよなー。ひどいな、担任で顧こ問もんなのに、生徒を信頼しねぇなんて！　あんな可か愛わいい顔してっ、やっぱり女は信用できねぇっ！」

「慎太郎、実際にここまで侵入しといて、そう言っても説得力ないと思うよ」

　苦笑混じりの康夫は、そう言いながらも先ほどの鍵を取りだした。そう、彼らは立入禁止の旧校舎に侵入していた。もちろん、ばれたら廃部、ついでに停学の危険な冒険だった。本もと気きたちには一切報告していない。二人だけで、こっそりと準備を進めて来たのだ。

「ごめんね、キミちゃん」

　そう言いながら南京錠を開ける。ここから先は、引き返せない賭かけになる。

「やったな。俺の作戦通りだ」

　慎太郎は嬉しそうに言った。康夫は能天気な慎太郎に呆れた顔を向けた。

「何言ってるんだよ。もともと科学部の部長さんから、この旧校舎の鍵を借りてくるのは慎太郎がやるはずだっただろ。知り合いだから、とか言ってさ……おかげで、放課後はガレージに顔出せなかったじゃないか。歩行器のプログラム作業、まだ結構残ってるんだよ」

「仕方ないだろう。オレは基本的に女子と長く話せないんだから。つーか、なんで化学部が女子ばっかなんだよ！　ああいうとこはもっとこうオレみたいなのがいっぱいいるべきだろ！　ジョーシキ的に考えて！」

「また言ってるよ……。いい加減、女の子と話せるようになったら」

　康夫はふたたびため息をこぼす。

「うるせ！　つーか、おまえもなにちゃっかり化学部の女子たちと遊ぶ約束とかしてんだよ！」

「仕方ないでしょ。それがこっそり鍵を貸してもらう交換条件だったんだから。それはそうと、マジにはちゃんと言い訳しといてくれた？」

「え……あ、ああ！　もちろん！　ばっちりだ」

　慎太郎は自信満々に胸を叩いた。

「イマイチ信用できないけど……」

　康夫は柔にゆう和わな顔に苦笑を浮かべつつ、危険な一歩を踏み出した。

　深夜ということもあって、旧校舎はいっそう不気味な気配をかもしだしていた。

　古びた木造の建物独特のカビくさい臭においが、悪い意味で雰ふん囲い気きを盛り上げてくれる。

「いくよ、慎太郎」

「お、おう」

　康夫が声をかけてくる。ほどなくして、二人は例の空き教室の前までやってきた。

「ここまでは、順調だったね」

「ああ、ここは鍵もかかってないしな……うお、ボロボロだな……」

「事故からそのままにしてあるみたいだね」

　カムイに襲われた日を思い出したかのように、慎太郎は身震いした。康夫がハンドライトで照らすと、床や壁には黒い焦げが残っていた。焦げくささが鼻をつく。

「慎太郎、時間がない。とにかく電源をつないで」

「おう。任せとけ」

　二人は、さっそく研究室の中を手当たり次第に調べることにした。

　危険を冒してここまで来た理由――カムイの残したこの部屋を調べて、０ラブシステムを修理する糸口を摑つかむこと。ラブを元に戻す可能性を見つけるために、二人は停学を賭けたのだ。

「よかった……どうにか動くよ。ブレーカー落とされてなくて助かった」

　爆発で破損しているが、システム本体は生きていた。コンピュータに強い康夫がコンソールに向かい、次々とデータを呼び出していく。

「うーん。知らない要素が多すぎるよ。データ、ダウンロードできないのかな。えふさんは物理ケーブル使ってたのに……」

「時間がねぇ。写メしたらどうだ。あとで調べりゃいいだろ」

「なるほど。慎太郎冴えてる。ムービーで録画するよ。開示可能な全データ表示、と」

　超高速で流れていく画面を、康夫は携帯で録画していく。文字がキチンと読める事を確認して、次々にデータを呼び出す。それを見届けて、慎太郎は室内を物色し始めた。

　カムイが残したものがあれば、何か手がかりになるかもしれない。しかし、どこもかしこも何年も掃そう除じしていないかのように埃ほこりっぽい。慎太郎は思わずでっかいくしゃみをした。

「……なあ、なんか前よりも埃っぽくなってねぇか？」

「それ、たぶんナノマシンだよ」

　慎太郎の疑問に、康夫はディスプレイを見つめたまま答えた。

「ナノマシンって、あのふよふよ浮いてた蛍ほたるみたいなのじゃないの？」

「あれは、ナノマシンの集合体だよ」

　康夫は、現代ナノマシン技術についての講釈をはじめた。ナノマシンとは文字通り、ナノサイズの分子機械である。それ単体ではごく簡単な命令しか実行できないが、膨ぼう大だいな量が集まれば話は違ってくる。たとえば、カムイの操っていた蛍型の偵察機は数千万という数のナノマシンが集まって、その形状や機能を維持している。たとえ一部が壊れたとしても、他のナノマシンが壊れた部分の代だい替たいになってすぐに修復してしまう。

　また、命令を変更すれば形状や機能はある程度思いのまま。まさに夢のような機械だった。

「なにそれ、すげぇじゃん。ぜんぶの機械をナノマシンにすればいいんじゃね？」

「そうもいかないよ。なんせ、ナノマシンはとにかくお金がかかるから。考えてみてよ、小さな機械が数億とかって必要なんだよ？」

「なるほど、そりゃそうかー」

「もう一つ、ナノマシンには欠点がある。サイズを小さくするため単純な構造になってるから、今の技術じゃ最初に与えた命令を簡単に変更することができないんだ。更に動力源も小さいから、凄すごく短時間しか使えない。再利用も難しいんだ」

「そう便利に使えるものじゃないってことか……」

　すると、ふと慎太郎はあることに気づいた。

「ちょっと待った。でも、カムイはけっこう好き放題に動かしてなかったか？」

「そうなんだよ。あんなナノマシン、聞いた事もないよ」

　康夫が振り返った。

「蛍の形にしたり武器にしたり、いったいどうやって外から命令を与えたりエネルギーを供給したりしてたんだろう。０ラブシステムの持っている秘密ってそこにあるんじゃ……」

　０システムと、そこから生み出される『ゼロ』という謎のナノマシン。

　そこにあると思われる秘密は、とてもじゃないけど康夫の手にも余る。

「……とにかく、今は取れるだけデータを回収して、調べられる事を全部調べないと。でも、これ、朝まで掛かっても終わらないよ。関係ありそうな項目に絞しぼってるけど……たぶん一割も記録出来ないと思う。読むのにはその十倍の時間がかかるしね……」

　康夫は、お手上げとばかりにため息をつく。ロボコンの為の作業もあるのだ。この徒労に終わるかもしれない調査にそれほど時間を割くわけにはいかない。

「慎太郎、そっちはどう？」

「こっちも収穫なしだ」

　すべてのデータはデジタル化されていたのか、コンピュータの部品以外ほとんど何も見つからなかった。ほんの少しだけ、カムイが神楽かぐらだった時のものだと思われるキチンと畳たたまれた制服や授業に使った教科書類が見つかったくらいだ。

　それを見つめながら、慎太郎はぽつりと言った

「なあ、康夫。例の蛍って、偵察機だったんだろ？」

「みたいだね。ラブちゃんを監視するために送られてたみたいだから」

「じゃあ……この、床にたまってる埃……じゃなくてナノマシンをさ、こう、どうにかこうにかしたらカムイと連絡とれたりしない？」

「難しいんじゃないかな。とっくにエネルギーは切れてるだろうし」

「そうか……」

　言いながらも、慎太郎の視線は床に積もったナノマシンの堆たい積せき物ぶつらしきものから外れない。

「……慎太郎、変なこと考えてないよね？　僕らの目的は、あくまで０システムの情報だけだよ。カムイと直接会うなんて危険すぎるってマジにも言われただろ。だいたい、まだラブちゃんを狙ってる可能性が高いんだから、なるべく関わらない方がいいはずだし」

「わ、判ってるって。ちょっと言ってみただけ」

「じゃあ、そのポケットにしまったものを捨てなよ」

「う……」

　めざとい康夫に指摘されて、慎太郎は言う通りにした。さらさらと砂状になったナノマシンがこぼれ落ちる。

「他にも隠してないよね？」

「ないない！　もう、ひとつも隠してませんっ」

　慎太郎は降参したとばかりに両手を挙げてみせた。それから慎太郎は教室を改めて物色し、康夫は淡々と作業を続けた。空が白み始めた頃、康夫が慎太郎を呼んだ。

「慎太郎。とりあえず、暗号化されたデータをいくつかコピーしたから、今日はこれで我慢しよう。手がかりがあるかどうか判らないけど、見つかったらヤバイからね」

「お、おう、そうだな。また来ようぜ」

「……まあ、歩行器が完成したらね。そっちは締切りがあるんだから」

　成果はあまりなかったけど、今はこれで満足するしかない。

　二人は気をつけながら来た道を戻る。このことは、誰にも言うつもりはなかった。




　康夫と別れて、慎太郎は急いで家に帰った。どうしても、確認したいことがあったからだ。

　夜中に抜け出したことがばれないよう、こっそり家に上がるとダッシュで自室に駆け込む。

　そして、すぐにクローゼットに並んだ少ない服の中から一着取りだした。

　その服は、事故の日に着ていたジャケットだった。

　慎太郎はあの日のことを思い出す。機能停止しかけていたラブ。人工頭脳が停止して、二度ともとに戻らなくなる可能性があったため、本気がその場で急ぎ処置をほどこした。

　その時、邪魔になる床の埃――ナノマシンの堆積物を慎太郎が掃そう除じした。

　バケツも雑ぞう巾きんも見つからなかったので、ひとまず慎太郎のジャケットを下に敷いたのを覚えている。ついでに言えば、ジャケットはあの日帰ってからクローゼットに放り込んで、そのまま一度も着ていない。だから、もしかするとこのジャケットには……

　そう思って、慎太郎はジャケットをはたいてみた。

　予測通り、ジャケットからひとつまみの埃めいたものが机の上に落ちる。

「やった！　これなら、教室で埃と混ざったヤツじゃなく、爆発直後のままでナノマシンが保存されてるかもしれないぞ」

　慎重に埃をかき集め、慎太郎は真剣な顔でそれに話しかけた。

「鷲わし尾お神楽さん……いや、プロトⅠ〈カムイ〉、聞こえますか？　聞こえたら返事をしてくれ。俺だ、親衛隊長の川森慎太郎だ。取引したい事があるんだ。聞こえてたら返事をしてくれ」

　何度か、同じ言葉を繰り返す。しかし、何も起こらない。

　それどころか埃が鼻に入って慎太郎は何度ものくしゃみをするハメになった。

「……まあ、そう都合のいいことは起こらないか」

　慎太郎はため息をつく。ロボ子を、ラブを起こす役に、自分も少しは立てるかと思ったのに。

　あっさりと諦めて、慎太郎は埃をまとめてゴミ箱に放り込む。

「えっ……」

　いきなりゴミ箱が発光した。そこから、ふわふわと燐りん光こうを纏まとった何かが浮き上がってくる。

「うおおうっ!?」

　間違いなく、あの蛍だった。驚いて思わず部屋の中を転げ回って逃げた。

　と、その時、すべて捨てたと思ってたのに、黒ずくめの服のポケットからも燐光が溢あふれ出す。

　慌てて服を脱ぎ捨てた慎太郎は、最終的に、ベッドの上で抱き枕を盾にしつつ蛍の様子をうかがう。淡い燐光は主を探すように部屋中をあちこち飛び回っていた。

「お、起こっちゃったよ……都合のいいこと……」

　下の階から母が「朝っぱらからドタバタするな！」と息子を怒鳴りつける声がしていたが、呆ぼう然ぜんとホタルを見上げる慎太郎には届いていなかった。




　新ロボロボ部の活動は、それなりに順調に進んでいた。

「じゃ、慎太郎、いくぞー」

「おうよ、ばっちこーい」

　試作型の歩行器、別名「着る車くるま椅い子す」を履はいた慎太郎が陽気に合図を送ってくる。

　放課後のガレージで、俺たちは試作器の何度目かの歩行実験をしていた。

「じゃあ、歩いてみて慎太郎。まずは右足から――」

　かすかに震えるような駆動音をさせながら慎太郎が右足を踏み出す。ひとまずは順調だった。右、左、右、左と軽快に進んで行く。しかし、次第にその歩みがおかしくなっていく。

「おっ、ちょっ、まっ――のわっ!?」

　突然、慎太郎がバランスを崩して派手に転倒してしまった。

「……また、失敗か」

　俺は思わずため息をつく。どうにも歩けば歩くだけ上半身がどんどん振り子みたいに派手に揺れ始め、その反動で転んでしまうのだ。設計上、こんなことが起こるとは思えないのに。

「どう思う？　マジ」

　何故か少しだけ眠そうに目をこすっている康夫が聞いてくる。まあ、連日の突とつ貫かん作業で疲れているのは康夫も同じだ。実験結果を反映させるだけでも、毎晩徹夜に近いと思う。

「……上半身と下半身でバランスが取れてないんだろうな。だいたい、フレームで関節を維持した上で下半身を動かしてるけど、上半身には支えがないから……」

　人間は歩く時、無意識に手や頭の位置を動かすことでバランスをとっている。

　そのオートバランサー的な作用が上う手まく働かないのだ。

　確かに当たり前と言えば当たり前だ。上半身は装着者の脳が制御し、下半身はロボットのシステムが制御しているのだから。言ってみれば、二人の人間でひとつの身体からだを動かしているようなものだ。そうそう上う手まくいくはずがなかった。

「やっぱりある程度動きに制限をかけた方がいいと思うな」

「確かにそれなら安定するだろうけど、かなりギクシャクした動きになるから」

「マジが人間らしい動きにこだわる気持ちも判るけど、見た通りこれじゃ使用者に負担がかかりすぎだ。相当な訓練をしないと、まともに歩くことすらできないよ」

「それは、判ってるんだけど……」

　康夫の指摘はもっともだ。だけど、それじゃ当初の目的から外れてしまうし、だったら今のハイテク車椅子の方がずっと便利じゃないか、という結論になってしまう。

　俺が目指しているのは、単なる移動手段じゃなく、明里さんが自然に歩けるようにするためのロボットなのだ。

「ていうか、そろそろオレのこと助けてくれよ！」

「あ、すまん慎太郎、忘れてた」

「ひどくね!?　さっきからオレ、ばんばん転んでるんですけど！　犠牲的精神発動しまくりのオレを忘れるなよ～」

「や、ホント悪かったよ。慎太郎が実験してくれて助かってる」

　転んで起き上がれない慎太郎の腕を引いて起こしてやる。

　どうやら歩行器とバッテリーとを繫つなぐケーブルが外れてしまったらしい。

　電力の供給がなくなると単なる足かせになってしまうのも大きなネックのひとつだ。

「ま、そらいくらなんでも部長でテストするわけにいかないしな……これ、部長だと怪け我がしちまうよなぁ。あ、元・部長ね」

　慎太郎の言う通り、こんな試作段階の歩行器を明里さんにテストしてもらうわけにはいかない。慎太郎ならある程度失敗しても許される気がする。もちろん何度も転びながら実験に協力してくれる慎太郎には感謝しているけど、流石さすがに限界かもしれない。きっと明日は身体のあちこちが痛いだろう。

「よし、今日はここまでにしよう」

　一声かけると、慎太郎たちも同意する。

　結局、大きな改善余地を残したままテストはまた次回に持ち越しだ。

「ロボコンに間に合わせるだけなら、『人間らしい動き』は、ある程度犠牲にするっていう方法もある。もちろん、マジが妥だ協きようしたくないって言うなら別だけど」

「ああ……」

　最後に、康夫はもう一度俺に告げた。康夫の指摘は正しい。だけど……

「……悪い、康夫。少しだけ時間をくれ」

「判ったよ。でも、予選審査までそんなに余裕はないってこと忘れないでね」

「ああ……」

　あくびをかみ殺す康夫の言葉に頷うなずきながら、俺は頭の中で残り日数をかぞえていた。思った以上に時間はあまり残されていない。悩んでいられるとしても、あと数日が精一杯だ。

　やりたいことはあるけど、とにかく時間が足りない。俺の悩みは尽きそうもなかった。




　慎太郎たちが帰った後、俺は自室にこもって今後のことについて考えていた。

　とはいえ、結局のところ選択肢しは二つしかない。当初のコンセプトをとるか、それともある程度の妥協を受け入れて機械としての完成度をとるか、だ。もちろん、最善なのは二つを両立させることだけど、そのための時間も、なにより技術が足りない。

「……勇希姉なら、ぜんぶ解決するようなプランを考え出しちゃうのかな」

　無意識にそんなことを呟つぶやいて、自己嫌悪に陥おちいる。よくない思考を振り払うように、ふたたび設計図の見直しに戻る。すると、誰かが部屋の扉をノックした。

「はーい」

「マジくん、ちょっといいかな」

　遠えん慮りよがちに顔を覗のぞかせたのは遙だった。

「どうした？　こんな時間に」

「うん、ちょっとね……ほら、ラブ」

　遙に促されて、ラブが部屋に入ってくる。

　ラブはトレーを抱えていた。その上にはマグカップが三つ――。

「ラブにコーヒーを淹いれてもらったの。マジくんと一緒に飲もうと思って」

「……ありがと。ちょうど休憩しようと思ってたところだ」

　このまま考えこんでいても、良い案は浮かばなかっただろうし丁ちよう度どいい。

　遙は、図面でいっぱいのテーブルをかたして、マグカップを三つ並べる。

　淹れたばかりのコーヒーからは白い湯気が立ち上っていて、あっという間に部屋中が芳こうばしい香りに包まれた。遙がいて、俺がいて、そしてラブが淹れてくれたコーヒーを飲んでいる。ほんの少しだけ以前のような光景が戻ってきたように感じられた。

　俺はさっそくコーヒーをひとくちすする。

「……どう、かな？」

　遙がおそるおそる尋ねてくる。

「……うん、美う味まいよ」

「そう！　よかったね、ラブっ」

　遙は顔を輝かせて、無表情なラブに声をかける。

『はいですっ。ラブやりましたよっ！　マスターに褒ほめてもらいました、遙さん！』

　当然、そんなラブの反応は返ってこなくて、判っていても少し気落ちしてしまう。俺ですらそうなのに、ずっとラブの面倒をみている遙は、何度もこの切なさを味わっているのだろう。

「すごいな、遙。ラブがちゃんとしたコーヒーを淹れられるなんてさ」

「何度も繰り返してラブは頑張ったんだよ」

　ラブを褒めるように言うが、頑張ったのは繰り返し教えている遙の方だと思う。

「で、そっちは、開発の方は、うまくいってる？」

「まあ……なんだ。これからって感じかな」

　さすがに行き詰まってますとは言いかねるよな。遙をガッカリさせたくないし。

　ふと、ラブが下を見ていることに気付いた。

「ラブ、何か気になるものでもあるのか？」

　視線をたどると、ラブが見ていたのはさっきテーブルの上からどけた設計図だった。

「それは、明里さんの歩行器だよ。おまえも覚えてるだろ」

「はい、記憶しています」

「もしかして、ラブもみんなを手伝いたくなった？」

　遙が聞いた。ラブは設計図から視線を外し、遙に向かって尋ねる。

「それは、ご命令ですか？」

「ううん、命令とかじゃなくて、ラブの気持ちを聞いてるの」

「ラブの……気持ち……」

　ラブはそのままフリーズしたように動かなくなった。

「ああ、ごめんね。いいの、気にしなくて」

　思考の迷路に迷い込みかけていたラブを、遙は慌てて止めた。

「慌てなくてもいいの。ラブには、私がついてるから」

　それはラブに向けた言葉のはずなのに、俺にはまるで遙が自分自身に言い聞かせているようにも聞こえた。遙は、俺を気遣うように笑顔を向ける。

「ラブの事はあたしが頑張るから、マジくんは歩行器ロボット頑張ってね。きっと、うまく行くよ。遙、いつだってマジくんを信じてるもん」

「……嬉しいけど、ちょっとプレッシャーだなあ」

　大げさにため息をついてみせる。遙はくすくす笑う。ラブは黙ったままだ。

「マジくん、ハルカちゃん３原則、忘れてないよね。今マジくんが頑張らないといけない遙のお世話は、ラブを直すことだよ。そのために頑張ってくれてるんだから、ぜったい約束守ってくれると思ってる。その間、今までマジくんがやってたラブのお世話はあたしが頑張る。それも、ハルカちゃん３原則だよ。マジくんの言うこと、遙、何でも聞くんだから」

　にっこり笑ってくれる遙が、俺に元気をくれる。俺は頷いた。

「……判ってるよ。信じてくれ、遙」

「信じるよ。だってマジくんだーい好きだもん」

　思わず顔が赤くなる。妹みたいなもんだって判っているのに、おちつけ、俺。

　遙は、一気に成長している気がする。間違いなくラブが来たお蔭かげだ。それに比べて俺は……情けなさを押し殺して、俺は作業に戻る事にした。ラブの手を引くようにして、遙が部屋を出て行く。二人の持って来てくれたコーヒーを飲みながら、俺は気合いを入れるのだった。




　翌日も、家に帰るなりカバンをリビングに放り出し、着替えもせずにガレージに向かった。

　テストパイロットである慎太郎が来る前に、いくつかの改善を施ほどこしておきたい。

　まず転んだ場合のサポートをするためにガレージに敷き詰めているマットレスを増やそう。まだまだ転んでもらう必要があるわけだし、最後まで無事でいてくれないとな。

「うわっ!?」

　ガレージに通じるドアを開けると、薄闇の中にぼんやりと浮かぶ人影がいた。誰もいないと思っていたので、思わず驚いてしまったけど……よく見ればよく知った相手だ。

「……なんだラブか。驚かせるなよ」

「申し訳ありません」

　ラブは感情のこもらない声で定型の謝罪を口にした。今のラブは命令をしてやらないと、こんな風に突っ立ったまま動かない。いつもはリビングのソファに座らせているのだけど、今朝は指示を与えてやるのを忘れていたらしかった。

「いや、謝らなくていい。家を出る時に俺がちゃんと命令しなかったんだろうし。以後、家の中に誰もいなくなったらリビングのソファに座るか、メンテナンス槽そう、メンテナンスベッドのいずれかに接続してくれ」

「了解しました。マスターからの優先指示として登録します」

　ラブの返事に頷きながら、ふと気付く。そういえば、今朝は遙と二人でなにかやっていたはずだ。ということは、指示を与えなかったのは遙かもしれない。

「ああっ、よかった！　こんなところにいたのねっ」

　すると、遙が慌てた様子でガレージに駆け込んできた。

「もうっ、リビングにいないからびっくりしちゃった。マジくんが連れてきたの？」

「え、いや、俺が帰ってきた時にはもうここにいたけど……」

　俺たちは、思わず顔を見合わせた。遙の顔が喜びで輝く。

「ラブ、自分でリビングからここに来たの？」

「はい」

「えええっ、それって、どうして？　誰も指示してないよね」

「指示はありました」

　ラブは、迷わず足もとを指さす。そこには、修理を終えたアラシがじゃれついている。

「アラシが……？」

「リビングに来たアラシが、同行を求める感情表現パターンを提示したので、同行しました。同行を禁止する指示は受けていませんでしたので」

　表情を作る事を忘れてしまったラブの美しい顔が、俺たちを見つめている。

　少しだけがっかりして、俺はアラシを抱き上げた。

「なるほど。アラシはペット用のＯＳで動いてるからな。ヒマそうな人がいたからじゃれついてここまで連れてきたってことか」

「なーんだ、少し元に戻ったのかな、と思ったのに」

「はは、でもアラシが示してる会話ベースじゃない感情表現を理解したんだから、きっと成長してるんだよ。最初はホントに単なる人形みたいになってたんだから」

「うん……なるべくずっと一緒にいて、話しかけたりしてるの、役に立ってるのかな」

　遙ははにかむように微ほほ笑えむ。俺は当然だ、というように頷いた。

　実際、ラブは次第に出来る事を増やしている。パターンを大量に覚えてる事自体がラブにとっての成長なんだ。それを自分から求める行動原理、感情みたいなものが失われてるけど、それを取り戻す上でも、遙が頑張ってくれている事は頼もしい。

「頼むな、遙」

「うん、マジくんも頑張ってね。あたし、リビングでラブとあやとりしてるから」

　そういうと、遙は俺たちの邪魔にならないようにラブを連れてガレージを出る。

　入れ替わるように、康夫達がガレージにやってくる。俺は気合いを入れた。

　遙の頑張りを無駄にしないためにも、俺は頑張らなければならない。

　そう誓って、愛用の工具箱を取りだした俺は、歩行器の改良に取りかかったのだった。




　リビングに戻る遙は、扉を閉めた後で名な残ごり惜しそうに本気のいる方を見つめた。

「……マジくん、頑張れ」

　応援する気持ちは本当だった。明里のためにも、ラブのためにも歩行器ロボットは完成させて欲しい。本気が、やりたいことに打ち込んでいる姿も嬉しかった。

「でも……全然話せないね、マジくん。遙、寂しいよ」

　呟つぶやいてしまって、自分で首を振る。これは、単なる我わが儘まま。ラブが来る前の自分と同じになってしまう。ハルカちゃん３原則にお互いを縛しばり付けた頃と同じように。

「マジくんには、マジくんのしたいようにして欲しいんだもん。遙はいつだってマジくんの言うこと、聞くんだから」

　ロボットを作る為にいつも誰かがガレージにいることもあり、遙は本気に抱きついて温もりを確かめる事も出来ない。二人きりになりたい、マジくんにぎゅってしたい、そう思う。

　だけど、身体からだはくっつけなくても、今までより、ずっと心は近い。遙はそう信じている。

「寂しいけど……心は、側にいるよね、マジくん」

　確認するように呟くと、遙はラブに笑顔を向けた。

「さ、行こう、ラブ。ラブはね、あやとりも得意だったんだよ！」

　健けな気げな笑顔を浮かべる遙を、ラブは黙って見つめるだけだった。そんなラブに落らく胆たんを見せることなく、遙はラブの手を引いてリビングに向かう。

　もちろん、今日の晩ご飯も、遙がラブと一緒に作るつもりだった。マジくんたちは作業しながら食べるかもしれないから、片手で食べられるものがいいよね。そんなことを考えて、寂しさを吹き飛ばそうとする遙の横顔が、ラブの硝子ガラス細工のような瞳に映り込んでいた。




　授業が終わるとまっすぐ家に帰り、そのまま夜中まで設計図と睨にらめっこを続ける日々が続いていた。相変わらず、ロボットは上う手まく動いてくれなくて、焦りが募つのるばかりだ。幸い、今日は土曜日だ。明日の日曜とあわせてたっぷり時間が取れる。みんなには日曜に来てもらう事にして、今日はひとりでガレージを占領することになっていた。まず俺の担当部分がキチンと動かないとどうにもならない状態だからだ。みんなを待たせていることが心苦しくて、昨夜ゆうべからガレージにこもって試し行こう錯さく誤ごを繰り返している。徹夜の疲れで朦もう朧ろうとしていた、その時だった。

　いきなり、ガレージにセキュリティの警告音が鳴り響いた。

「な、なんだっ!?　カムイか!?」

　脳のう裏りに、カムイの凄せい惨さんな美しさが浮かぶ。ほとんど想定していなかったので、俺は面食らった。俺たちがカムイの事についてある程度安心している理由は、カムイ自身も言っていた「人間を傷つけたい訳ではない」という部分だった。

　彼女はラブの０ラブシステムを狙っているのであって、殺人や自分の存在が公おおやけになる事は望んでいない。そうでなければ、転入してきたりする必要がないのだ。

　だから厳重なセキュリティからラブを出さない限り、カムイが何かを仕掛けてくる危険は殆ほとんどないと、勇希姉たちも予測していた。それに０ラブシステムが壊れている今のラブは、既にカムイが目的を達した後にすら感じられる。だから、少し油断していたかもしれない。

　慌ててガレージの外に飛び出す。裏門に取り付けられたセキュリティロボットの粘着質な糸に引っかかってジタバタ暴れているのは……

「うう～～～っ、ちょっと、なによーっ、何で二度も同じ目にあわされちゃうわけ？　てか私部長でしょう！　ひどくないこれっ」

　そう、誰あろう、『新ロボロボ部』の部長、宮武富子だった。

「……いや、普通に正面玄関からインターホンを押せばそんな目にあわなくて済むんだけど」

　専用の薬剤を、宮武を拘こう束そくする糸に振りかけて解除しつつ、一応忠告してみた。

「どうしてよ！　みんな裏口から入ってるじゃない！　なんで私だけ侵入者扱いなのよ！　部長よ！　私は部長なのよ！」

　まあ、その通りなんだけどさ。来ると思わなかったからな。

「すまん。セキュリティに登録してなかったから」

「私、部長なのに!?　待遇改善を求めるわ！　大河原本気！」

　そう言われても部長たって名目だけだし、色々と宮武には知られたくないことがあるし、ここはロボロボ部の部室として扱われているとはいえ、個人宅なわけだ。

　宮武の言い分は聞き流す方向で対処することにした。

「ちょっと、大河原本気、顔色悪いわよ。学校でもそうとうだけど、今日は特に」

「……悪いな、今ちょっと煮詰まってて」

「もしかしてあんた昨日から寝てないの？　すごいクマ。それに、なんか小汚いわよ。あんた」

　小汚い……か。言われてみればそうかもしれない。

「そういや、一昨日から風呂入ってないな」

「うわっ、なにそれ！　えんがちょっ！　えーんがちょっ！」

　俺の家で俺が寝てなかろうが、風呂に入っていなかろうが、いいんじゃないんだろうか。

「……すまん。俺今忙しいんだ。今日はみんな来ない予定だし、明日にしてくれないか」

　とりあえず謝って、さっさと帰ってもらおう。

「それなのよっ！　忙しいって、そりゃロボコンに出るからあんたが忙しいのは判るわよ。でも、遙まで？　最近、忙しいってちっとも私にかまってくれないのよ！」

「いや、俺に言われても……」

　宮武、そう言うことは遙に、でもって学校で言ってくれ。

「いつもだったら容よう赦しやなく私をなじって、罵ののしってくれるのに、近頃じゃ『ごめん、ちょっと忙しいから』の一言ですましちゃうのよ！」

　罵ってほしかったのか。いや、知ってたけど。ともあれ、いまの遙はラブのことで頭がいっぱいのはずだ。おまけに、俺が家事をしないので代わりに遙がやってくれている。ラブと一緒に。それは一人でやるより、何倍も手がかかるだろう。

「まあ、久遠だって忙しい時もあるだろ」

「わかってる、わかってるけど！　私は寂しいのよ！」

　だから、俺に言われても困るって。

「罵ってくれない時って、遙に余裕がないときなのよね。だから、あんたなんとかしなさいよ」

「なんとかって……なにを？」

「だから、遙の気分転換とかそういうのよ。少しリラックスさせた方がいいんじゃないの？」

「……俺がか？」

　俺と遙が幼おさな馴な染じみだってことは、宮武には知られてしまっているのだが、遙に俺が近づくことを嫌がる宮武にそんなことを言われるとは……

「いいからやんのよ！　ついでに、あんたもちゃんと風呂入って休みなさいよ。ただでさえ辛しん気きくさい顔が余計に暗くなってるわよっ」

　宮武は鼻息も荒く言い放つ。

「……もしかして、俺のこと心配してる？」

　ふと、その態度に妙な違和感を覚えて俺は訊ねた。

「ななななななっ!?　なんでこのあたしが大河原本気の心配をしないといけないのよ！　あくまでついでよ、遙のついで！　変なこと言ってるとあんたの恥ずかしい写真ネットに流出させるわよ！」

　宮武はぎゃーぎゃーと捨て台詞ぜりふを残して去っていった。

　ていうか、持ってるのか、恥ずかしい写真……。しかし、宮武に心配されるとは、俺も相当ダメなんだろうし、遙も、無理してるんだろうなぁ。とはいえ、時間は限られている。俺はどうするか悩んだ末に……結局、作業を続けることを選んだのだった。




　没ぼつ頭とうすること数時間、作業の手を止めた時、俺は腹の虫が盛大に鳴いている事に気付いた。

　そういえば、朝から何も食べてない。昨日は遙が作ってくれた晩ご飯を食べたんだけどな。

　ガレージにこもった俺を気にしたのか、ラブは遙が自分の家に連れて行ってくれている。

　凝こった料理もひとりで食べるのは味気ないだろうし、なにより作る気がおきなかった。

「腹減ったな……アラシ」

　隣で丸くなっていたアラシに言ってみる。アラシは返事の代わりに盛大なあくびをした。

「おまえな……」

　いくら本物の猫らしさを追求したと言っても、主人が声をかけてるんだからもうちょっと愛想良くできないものだろうか。自分で作っといてなんだけど。

　それにしても、ひとりで作業をしているとガレージがやけに殺さつ風ぷう景けいで広く感じる。

　最初は、うちのガレージを勝手にたまり場にするロボロボ部に文句を言っていたものだったけど、いつの間にかみんなが集まる光景が当たり前になっていたことに気付く。

　もちろんそこには、ラブの姿があった。明るく、ドジで、でもいつだって誰かの役に立ちたいと願っていたラブ。あの笑顔が、今となってはひどく懐かしいものになっている。

「ありゃ？　大河原くんだけかにゃ？」

　それは久しぶりに聞く声だった。

「明里さん、どうしたんですか？　今日は休みにしてもらったのに」

「いやー、休みったってやることもないしさ。遙ちゃんとラブちゃんの顔でも見ようかなって。あ、一応、大河原くんのことも心配だったんだよ。これでも、部長なんだしにゃ～」

　……思い出したように付け加えてくれなくても大丈夫です。

「ラブは遙の部屋に行ってます。あと、部長の座は宮武に譲ゆずったんじゃないですか？　さっき、部長だからって宮武が見物に来てましたよ」

「あー、そうだっけ。じゃ、元・部長ね」

　明里さんの乗った車くるま椅い子すがガレージの中に入ってくると、アラシが膝の上に飛び乗った。

「それに、今までは生徒会の仕事があったからね。なんとかだいたい終わらせたけど。そんで、状況が知りたくてさ。大河原くん、ちょうどいいから教えてよ」

「ああ、なるほど。でも……あんまり、いい話ないですよ」

　生徒会の仕事を片付けるので忙しかった明里さんのために、最近の状況を簡単に説明した。歩行器の開発が行き詰まっていること、その原因の半分くらいが俺であることも含めてだ。

「なるほどねー、なかなか苦戦してるみたいじゃのう」

「完かん璧ぺきを求めちゃって完成しないのも、妥だ協きようしたものを作って優勝出来ないのも、どちらもダメな訳で……どうしていいか判らなくて。なんとか、理想に近づけようとしてるんですけど」

　うんうん、と明里さんは頷うなずいてくれる。

「まー、簡単にできる事ならもう世界中から車椅子はなくなってるだろうし、悩むのは当たり前だと思うにゃ。大河原くんが一番いいと思うようにしたらいいよ。それで、あたしゃいつから歩行器を試せるの？」

　既に形だけは組み上がっている歩行器ロボットに車椅子を寄せて、明里さんは感触を確かめるように手を伸ばす。

「すみません。今のところは、明里さんが実地で試せる程の完成度は……」

「えー、でも、どうせ使うのあたしなんだけどにゃ～」

　不満そうに唇を尖らせる明里さん。

「いやいや、慎太郎ですら傷だらけにしちゃう出来なんですよ。明里さんが使って怪け我がでもしたら、搭とう乗じよう者しやがいなくてロボコンに出場できなくなります」

「でも、動くんだよね？」

　明里さんは、俺の方にくるっと車椅子を回転させた。

「大河原くん、あたしのこと、甘く見てると思うよ」

　明里さんは、笑顔のままでまっすぐに俺の方を見つめた。

「明里さん……」

「あたしは、別にこの動かない足の事を辛つらいなんて思ってない。なんだって、自分の力で出来るもの。そのチャンスを与えてくれたロボット技術に、とっても感謝してる。だから、あたしはロボットが好きよ。夢があるもの」

　優しい口調に、断固たる信念が宿り、俺を貫いていく。

「だけど、それでも……この足が動いたらどんなに良いだろうって。おとぎ話の魔法使いに、何かと引き替えに歩ける足をもらえるなら、声だって、何だって差し出しても構わない、そんな風に思ったこと、あるよ」

　明里さんは車椅子から松まつ葉ば杖づえを取りだして立ち上がる。

「リスクなしで、何かが手に入るなんて思ってないよ。大河原くんだってそうでしょ？　まさか、なんのリスクもなしに、ロボコンで優勝して、ラブちゃんが直って、めでたしめでたしが来る、そんな風に思ってる訳じゃないよね」

「……思ってません。でも」

「だったら……仮パイロットである慎太郎くんがどれだけ擦すり傷作ってくれても、その後あたしにあわせて再調整する必要があるよね。その手間だけでも、省はぶいたらどうかにゃ？　それに、車椅子に乗るのだってコツがあるんだよ。たぶんあたしの方がこのロボットに乗るの上手だよ」

　そう言うと、明里さんは松葉杖だけで器用にくるりと一回転して見せる。腰から下が動かないのに、彼女はどれだけの練習を経て、今の生活を手に入れたんだろうか。

「転ぶのは、慣れてるの。立ち上がればいいだけでしょ。さあ、キミはどうするの？」

　励はげまされているのが、痛いほど判った。ラブの事、歩行器の事、母さんの事……

　押しつぶされそうな俺は、失敗するのを怖がって、間違いかけていたかもしれない。

「明里さん、ありがとうございます……でも、失敗したら、すみません」

「あはっ、それでいいんじゃない。人生と科学は、失敗の上に成立するんだと思うよ！」

　明里さんは嬉しそうに言った。

「よしっ！　それじゃさっそくテストしよう！　それ、すぐ動かせるんでしょ？」

「え、でも、これはまだ……」

　俺がさっきまで調整していた歩行器は、先日、慎太郎が装着して派手に転んだものからさしてバージョンアップしていない。

　確かに、明里さんが装着したデータはいくらでもほしいところだけど……

「だーいじょうぶだって！　あたし、これでも意外とじょーぶなんだからっ」

　明里さんはそう言って、どんと胸を叩いた。

　そして俺たちは二人きりで、初めての歩行実験を始めたのだった。




　日暮れのベールに町が覆おおわれる頃、ひとりの少女が街の片隅に降り立った。

　少女のことを一言で表現するなら「完かん璧ぺき」とでも言うべきか。

　男ならずとも思わず目を奪われる美しい顔だち、均整のとれた身体からだは美術彫刻のようだった。

　残念ながら、彼女が現れた場所はひとけのない路地の奥だったため、その美しさを目まの当たりにできる幸運な人物はひとりもいなかった。

　そもそも人目があったなら、美び醜しゆうより先に少女が上空から文字通り〝降り立った〟ことに驚いていたことだろう。尋じん常じようならざる少女は、何事もなかったかのように路地を進んでいく。
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　やがて開けた空間に出た。背の高い建物が建ち並ぶ、まるで谷底のようなその場所でメガネをかけた若い男がひとり、待っていた。少女は、その男に声をかけた。

「お待たせしたかしら？　川森慎太郎さん」

「うひょあっ!?」

　声をかけた途端、メガネの男――慎太郎は飛び上がらんばかりに驚いた。

　無理もない。少女が歩いて来た先は行き止まりで、待ち合わせにこの場所を指定した慎太郎自身が念入りに確認している。

「う、あ、いや、遅かったじゃないかっ、神楽……じゃなくて、カムイ」

　慎太郎は必死に動どう揺ようを隠しながら言った。

「あら、それは申し訳ないことをしたかしら？　でも、殿との方がたと待ち合わせなんて、生まれてはじめてだったのだから、許して欲しいわ」

「ぬおっ……」

　カムイの軽口に、慎太郎はまた動揺しているようだった。

　――本当に、判りやすいひと。

　カムイは内心で笑いをかみ殺していた。

「私の〝ナノマシン〟を使って連絡を取るなんて、よく考えたわね。驚いたわ」

「オレだってやる時はやる。ということだ。ふっ、ふはははは……」

「それで、私と『取引をしたい』ということだったけど、いったいなにを取引するのかしら？」

　慎太郎の自慢話など聞かず、カムイはすぐに本題に入った。主導権を握られて、慎太郎は一瞬沈黙した後、考えに考えたアイデアをぶつけた！

「そ、それはもちろん情報だっ」

「情報……？」

「そうだ。オレは、おまえに関しての重要な情報を握っている。それを世間に公表されたくなければ、俺に協力して欲しい！」

「それは取引というより脅きよう迫はくではないのかしら？」

「えーと……そ、そう！　それでいこう！　脅迫！　う、うははははっ、なんか悪役っぽくなってきた！」

　慎太郎の背中を滝のように汗が流れ落ちる。平静を装うだけで精一杯だ。

「で、その私に関する重要な情報というのは？」

「ん？　ああ、えっとだな、まずはあのナノマシンな。それから、マジんとこに来た時の生体スキャンのデータだ。他にもあるぞ、転校の際に提出した書類の偽造もととか。どうだ！　これをしかるべき機関みたいなアレに渡されたらいろいろ困るだろう！」

「……まあ、多少の手間はかかるかしらね」

「だろ？　だろ？　つーわけで、取引だ！　あ、言っておくが、今ここでオレに危害を加えたら、大変なことになるぞ！　ちゃーんとこの場所はモニターして録画してあるんだからなっ」

「それはまた用意周到なことね。困ってしまうわ」

　カムイは、表情を変えずに言う。とてもじゃないが、困っているようには見えない。

「で、あなたが知りたいことというのはなんなの」

「それはだな……０ラブシステムのことだ」

「０システムですって……」

　初めて、カムイが険しい顔になる。恐怖で逃げ出したくなるのを抑えて、慎太郎はカムイの目から視線をそらさなかった。

「……０システムの、いったいなにが知りたいというのかしら」

「知らないと思うけど……ロボ子がさ、なんか困ったことになっててさ」

「……０システムの機能がロックされているのでしょう」

　慎太郎はぱっと表情を輝かせた。

「あ、知ってんの？　んじゃ話は早いわ。あれ、なんとかしてやってくんない？　いや、オレは別に今の感じも悪くないと思うんだけど……なんつーかさ、マジが、悩んでるっつーか、追い詰められてるっつーか……あと、久遠もなー、マジと一緒になって焦ってる感じで、はたで見てるとすっげーモヤモヤするつーか……。まあ、そんなわけで、ロボ子には元通りになってほしいわけよ。考えてみりゃ、クール系ロボットが二人いてもな。だったら片っぽドジっ子の方がバランスいいし」

　普段はおちゃらけた慎太郎が見せる必死の願いに、カムイの表情が初めて少しだけ緩ゆるむ。

「……優しいのね、あなたは」

　予想外の反応に、慎太郎は慌てた。考えてみたら、女の子と二人きりでこんなにたくさん話したのは初めてかもしれない。さらに優しいなんて言われたのは生まれて初めてだ。

「え？　ちょ、やめろって、そんな、でへへへ……」

　しかし、カムイの回答は冷静だった。

「だからといって、そう簡単に教えるわけにいかないわ」

「え、なんで!?」

「０ラブシステムは、私の生命線とも言える情報よ。それを教えるには交換条件が釣り合わないわ」

　表情を失ったラブ以上に冷たい表情で、カムイは興味を失ったように宣言した。

「なっ、なんだとぉ！　あれだぞっ、いろいろ知ってるんだぞ！　ナノマシンも警察とかに渡しちゃうぞっ」

「どうぞご自由に。ナノマシンは有機物ベースの素材が多く使われているから、すぐに酸化して分解されるでしょうね」

「なんですとっ!?」

「くわえて言えば、スキャンデータは私が事前に流したニセモノよ」

「さらになんですと!?」

「ダメ押しに言わせてもらえば、私のまわりには常にナノマシンが付着して電磁波を発生させているの。普通のカメラには映らないわね」

「のおおおおおお！　オレの作戦全部無意味じゃん！」

　慎太郎は頭をかかえた。しかし、ここで引き下がったら何のためにこんな危険を冒したのか判らない。慎太郎は、いきなりカムイの足にしがみついた。

「カムイ……いや、カムイ様！　どうか、この慎太郎めにお慈じ悲ひをっ」

「なにを言ってるの。交渉は決裂したとさっき……って、足に頰ほおずりしないで！」

「頰ずりがダメなら……舐なめます！　わたくしめはカムイさまの下僕でございますっ」

「や、やめなさい！　このっこのっ！　踏むわよっ！　私は人間を傷つけることも――」

「どうぞ踏んでいただきたい！　むしろ願ったり叶ったり！」

　狼ろう狽ばいしたカムイは、なんとか慎太郎を引き離そうとする。しかし慎太郎も必死だ。カムイのロボットスーツからすらっと伸びた足にしっかりと抱きついて離れない。

　先に折れたのは意外にもカムイの方だった。

「わ、判ったわ！　判ったから離れてちょうだいっ」

「え、ほんと？」

　途端に慎太郎が顔色をかえた。

「まったく……あなたという人間が理解できない……予想外だわ」

「ふっ、よく言われる」

　自慢げに言う慎太郎を横目に、カムイは服の乱れを正す。

　そしてひとつ深呼吸する。流れは予測と違っていたけれど、カムイにとっては結論は決まっているのだ。

「あなたの欲しい情報は、あげる。その代わり、あなたにはそちらの情報を流してもらうわ。それが取引の条件。どう？　やれる？」

　カムイは、慎太郎の反応を窺うかがうように目を覗のぞき込む。

「おっ、スパイってやつ？　オッケー！　任せて！　そんなことでいいなら喜んで！」

　慎太郎は、非常に軽くＯＫの合図を送る。

「……あなた、身内を裏切るのに、良心の呵か責しやくなどはないの？」

「いや、オレら別に隠さないと困るような事、一個もないし。別にいいんじゃね？」

　――この男、ことごとく私の予測を超えるわね。大物なのか、バカなのか……

　内心の狼ろう狽ばいを押し殺して、カムイは頷うなずいた。

「……とにかく、これで交渉は成立ね。連絡手段は追ってこちらから伝えるわ。ナノマシンの合図に注意して。本気くんたちのいるガレージは警戒されてるから、あなたの自宅に連絡するわ」

「イエス、マム！　俺はカムイ様の忠実な僕しもべです」

　慎太郎はびしっと敬礼をする。そして彼はじーっと、カムイを見つめた。

「な、なによ」

「ご、ご主人様って……呼んでも、いいですか？　うふふっ」

　なにもかも予想外な慎太郎に、カムイは頭が痛くなるのを感じていた。それは、カムイの０ラブシステムが起動して以来、初めての経験だったのである。




　俺と明里さんは、歩行器ロボットの試験運用を始めていた。予測通り試験は難航を極めた。

「きゃっ!?」

　可か愛わいらしい悲鳴とともに明里さんは大きく体勢を崩して転ぶ。

「大丈夫ですか!?」

　俺は慌てて駆け寄ると背中を抱えるようにして抱き起こす。

　こうして助け起こすのももう何度目か判らない。

「いてて……へいきへいき。ちゃんと顔はかばったから。それに、この自慢の胸がクッションになったしさ。いやー、巨乳なんて邪魔で肩こるだけかと思ってたけど、まさかこんなところで役に立つとは」

　下にマットレスを敷いているとはいえ、受け身もとれずに転んだらかなり痛かったはずだ。

　それでも、明里さんは決して辛つらい顔を見せようとしない。両足を覆おおう人工筋肉と、それを支える小さなフレームを腕の力だけで支えるようにして身を起こす。

「んじゃ、もう一回いこっか」

「明里さん……せめて、ちょっと休みましょう」

「だーいじょーぶだって。せめて、五、六歩は歩いてみせたいよね。今だと三歩くらいでころんじゃうもの」

　明里さんは俺の肩につかまって立ち上がると、ふたたびテスト歩行をはじめる。

　慎太郎に手伝ってもらった時のことを踏まえて、歩行器の速度はかなりゆっくりめに設定してある。転んだときの衝撃を少しでも和やわらげたかったからだけど、それが今度は、バランスをとる上半身への負荷になっていた。明里さんは、一歩歩くたびに大きく息をつく。

　モニターに表示される心拍数や応力計算に、俺は気が気じゃない。

　一歩、二歩、三歩、四歩……と歩を進める。だけど、そこで限界だった。

「ああっ！」

「明里さん！」

　倒れた明里さんに駆け寄る。今度はさっきより激しく転んだ気がする。

「もう充分です！　これ以上やったら、ほんとにケガしますよ」

　俺は、明里さんの歩行器を外そうとした。

「だめっ！　もうちょっとだけやりたいのだー！」

　滝のような汗を流し、手足にあざを作っているのに明里さんは笑顔だった。

「でも、もう無理ですって。この歩行器は未完成なんですから。今の段階で必要なデータは、もう揃そろいました。あとはもっと改良してからにしてください」

「うー、じゃ、あと一回。一回でいいから！」

　明里さんは、ぱんっ、と顔の前で手を合わせる。

「明里さん……」

「あは、判らないかなぁ。この魔法使いくんってば！」

　明里さんは、歩行器を外そうとしていた俺の手に自分の手を重ねた。

「あのね、あたし、今、生まれて初めて自分の足で歩いたんだよ。この感動、簡単に手放したくないんだよ。もー、大河原くんにも、遙ちゃんにも、康夫くんにも慎太郎くんにも、ラブちゃんも、宮武さんも、それに神楽さん……カムイにだって超感謝したくなってる。だから、もう少しだけ、歩かせて。あたし、頑張れるからさ」

　胸を突かれる。明里さんは、幸せそうに微ほほ笑えんでくれた。

　だけど、だからこそ……俺は、ぐっとフレームをつかむと装着解除のスイッチを押す。

「あーっ、大河原くんっ！」

「……ダメです。明里さんには、もっと気持ちよく歩いて欲しいんです。もう少し我慢してください。明日は、今より転ばずに歩けるようにしてみせます。明後日には、それよりもっと。みんな、手伝ってくれますから。その感動は、取っておいてください。これが完成する日まで」

「……」

　明里さんは少し驚いた顔をした。そして……珍しく、頰ほおを染めて目を伏せる。

「うん……ありがと」

　あまり見たことのない表情に、俺までドキッとしてしまう。明里さんは、真っ赤な顔のまま、茶化すように両手をバタバタさせた。

「うっわーっ、恥ずかしいよぉっ。いまのちょっとグッときたかも」

「もう、茶化さないでください」

「いや、わりとその……本気でドキッとしちゃったかも……」

　そう言うと、明里さんは照れたように俯うつむいた。

「あっ……」

　俺も思わず真っ赤になってしまう。急に、床にへたり込んだ明里さんを支えるようにして足の辺りに手をやっているこの現実が恥ずかしくなってきた。

　い、いかん、これは神聖な科学の実験であって、特にやましい気持ちなんか何にもないというのに。顔の近くに明里さんの形のいい巨乳があったとしても、これは物理的に距離が近づいているだけで深い意味もやましい気持ちもこれっぽっちもない……なのに、なんだか時間が止まったみたいな……俺と明里さんは、真っ赤な顔で見つめ合う。その時――

「二人とも……なにやってるの」

「うわああああ！」

　思わず悲鳴をあげてしまった。振り返るとそこに遙が立っていたのだ。

「遙っ!?　いつからそこにっ」

「つい、さっきよ」

「ていうか、今日は来ないんじゃなかったのかっ」

　何もやましいことはないはずなのに、心臓がばくばくする。

「ラブとクッキー焼いたから差し入れに持ってきたの。そしたら……」

　遙の視線が明里さんを抱きかかえる俺にそそがれていた。
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「ち、ちがうんだ！　これは！」

「なんで焦ってるの？」

「いや、焦ってない。焦ってないぞ！」

　ウソです。ものすごく焦っています。

　自分でもどうしてこんなに悪いことをしている気持ちになるのか理解不能だった。

　明里さんは、くすくす笑い出している。なぜこの状況で笑えるんですかっ！

「いやー、これってもしかして修しゆ羅ら場ばってやつ？　うわ、どうしよう。とりあえず抱きついておけばいいかな？」

「よくないです！　ていうか、修羅場でもないですからっ」

　事態を悪化させないでくださいよ明里さん！　もう一度遙に向かって釈明をする。

「これはだな、転んだ明里さんを助けようとしただけで、決してやましいことはないんだ」

「ふーん、そうなんだ。ちょっとがっかりだなー」

「あ、明里さんっ！」

「えーっ、だって、すっごくかっこよかったんだもん。大河原くん、うふふっ」

　意味深な目配せをする明里さん。ていうか、絶対にこの状況を楽しんでるだろ！

「もうっ、いいからさっさと離れなさーいっ！」

　遙の絶叫にも似た怒声がガレージを震わせる。とほほ、頑張ってただけなのに……。

　そして、そんな俺たちを、ラブは相変わらず黙って見つめていたのだった。




　はあ、ため息をつきながら、遙はラブと共にガレージを出た。

　せっかく、ラブと作ったクッキーを届けようと思っただけなのに。

　怒るつもりなんかなかったのに、どうしても我慢できなかった。

「もうっ、マジくんったらデレデレしちゃって！　明里お姉ちゃんも明里お姉ちゃんだよ！　あたしの気持ち、知ってるくせにっ！　二人とも……ひどいよっ！」

　二人を置き去りにリビングまで辿たどり着いて、やっと落ち着いてくる。

「はあ……あたし、嫌な子だ」

　今度は自己嫌悪が襲ってくる。明里さんが使う歩行器なのだから当然のことだし、そのために、明里さんとくっついたり、データを取ったり……色んな事をしなければならないのは理解できるのに。休日、こっそり二人で試験をしていたとしても、責める理由はない。

　もう一つ、遙にしてみれば「今日はひとりで頑張るから」と言うからわざわざ自分の部屋にラブを連れて行っていたのに、こっそり明里さんが来ていた、というのが騙だまされたような気持ちを感じさせていた。誤解なのだが、遙には判らない。

「……マジくんの応援するために、頑張ろうって思ってたのに……」

　胸が苦しい。マジくんエネルギーが足りないからだ、と思ってしまう。リビングに逃げ込んで、落ち着こうと深呼吸する。

「ラブの面倒を見るのが、あたしの役割だもん……遙は、マジくんの言うこと、聞くんだから。それが、ハルカちゃん３原則なんだから。ね、ラブ。そうだよね」

　独り言のように、自分に言い聞かせるようにラブに笑顔を向ける。その時、影のように遙に付き添っていた、答えを返すと全然思っていなかった無表情なラブが、突然口を開いた。

「条件設定をふまえて、対処できます」

「えっ……？」

　無表情なラブの回答に、遙は戸惑う。

「た、対処って……なに？　ラブ、どうしちゃったの？」

「遙さんがマスターの言うことを聞いた上で、遙さんの不満を解決する方法があります」

　ラブは、機械的に遙の方を見た。

「遙さんの不満は、マスターに他の人間が関わることで発生しています。セキュリティシステム同様、遙さんとマスター以外の人間を敷地から排除すれば、遙さんの不満は解消されます」

　淡々と言うラブに、遙は目を見張った。

「そ、そんな……何言ってるの、ラブ」

「現在までに学習したパターンから推論しました」

　遙は、絶句した。

「だけど……だけど、ほら、みんなで歩行器ロボットを作るために頑張ってるんだよ？　楽しいことも、辛つらいこともあるけど、一緒にいるの、大事なんだよ」

「理解不能です。私は、準マスターである遙さんの不満に対して推論しました。他の方の動向と、遙さんの行動に関係性は想定できますが、それ以外は別の条件設定となります」

　……あたしが、不満そうだったから、それを何とかするには、本気と二人きりになればいいって……そう言っているんだ。ラブは、そういう風に判断したんだ。

　遙は、立ち尽くした。ラブが記憶をなくしてから……遙は頑張ったつもりだった。

　記憶喪そう失しつの妹を育てるような気持ちで、毎日過ごしていた。

　なのに……そういう遙を見てラブが、こんな判断をするということは、遙の中に、本気を独占したい、みんなを邪魔だと思う気持ちがあるって、ラブが判断したということだった。

　そしてそれは……噓じゃない。遙の心に不思議なほどの悲しみが襲ってくる。

「だけど……だけど、みんなといるの、楽しいんだよ。本当なんだよ」

　学校では優等生、家では、甘えん坊の妹。

　二つの顔を使い分ける遙にとって、本当に安らげるのは本気と二人きりの時間だけだった。そこにロボロボ部の仲間達が来て、ラブが来て、遙はそれまでよりも幸せになったはずだった。

　本気との関係だって、ラブが来る前よりずっと深まったと思う。

　なのに、それは伝わらなかった。あたしの悪い心だけをラブは見てしまったんだろうか。

　ラブのこと、任せてって言ったのに……

「ラブ……ごめんね。あたしが、そんな風に思わせちゃったんだよね」

　無表情なラブを、遙は力なく抱ほう擁ようする。温もりは以前と変わらない。

　それがなんだか悲しくて、遙は、涙が零こぼれるのを我慢することが出来なかったのだった。














第四章　重なる心









　昨日ラブにリビングのソファに座っているように指示してから、遙はるかはマンションの自室から出ずに過ごしていた。今はラブに会う自信が遙にはなかったのだ。

　夕方の薄暗くなった時間でも、向かいの本もと気きの部屋には灯りがともらない。まだガレージで頑張っているのだろう。ラブがソファに座ったままなのも知らずに。

　ラブの世話は遙の役目。それなのに今日はその役目を放ほう棄きしている。

「……ラブはもう、ラブじゃなくて、ロボット……なのかな？」

　突然、本気と遙の世話をすると押し掛けてきたロボットは、あまりにも不器用で何もできなくて、ロボット嫌いの遙さえあっけに取られるほどだった。世話するより世話されるロボットなんて聞いたこともない。遙のすることをいちいち真ま似ねる、遙のような人間になりたいと言う、不思議なロボット。ロボットになって、ただ本気の命令通りに生きたかった遙と正反対な望みを持つ、いつの間にか、妹のように思っていたロボット。

　ラブが来てからいろんな変化があった。遙も本気も、勇ゆ希きでさえ、失敗ばかりする不器用な、けれど一いち途ずに人間に憧れているロボットのラブの『心』に影響されるしかなかったのだ。

　そのラブが……心をなくした。明あか里りを排除するべきだと言い出したラブは、遙の知らなかったラブだった。明里のことも大事な友達だと、ラブは思っていたはずなのに。

　ラブが人間みたいな、妹みたいな気がしていたから……そんな風に接していれば、気持ちを届ければ直るんじゃないか。そんな気がしていたのに。

「無駄だったのかなぁ……」

　ラブのお手本になれるよう、遙は頑張ったつもりだった。なのに。

「……遙のせいだよね。ラブはそんなこと言う子じゃないもん」

　いつだって優しい、人よりもずっと気持ちを大事にするのがラブだった。なのに……あんな事を言わせてしまったのは自分のせいだと遙は思う。心をなくしたラブは、遙の言動をトレースし、学習するように指示されている。つまり、あの「排除」という発言は遙の影響なのだ。

「あたしが……マジくんと仲良くしてる明里お姉ちゃんに嫉しつ妬としたから……」

　ラブにとって、マスターに次いで遙の優先順位は高い。遙が一番ラブと接触しているのだからなおさらだ。そう思うとラブの側にいることさえ怖くなる。自分はラブに悪影響を与えているのかもしれない。

「ラブが悪いんじゃないよ……ごめんね、ラブ」

　ごめんね、ラブ。もう一度そう呟つぶやいて、遙は立ちあがった。やっぱり、ラブのところに行こう、そう思った。落ち込んでいても、仕方ない。

　人間とロボットの差が、未だに遙には判らない。「心がある」ことと「心があるようにみえる」ことはどう違うんだろう。少なくとも、以前のラブは人間と変わらないように感じていた。

　今のラブは……えふさんよりもロボットらしく見えた。しかも、機械人形のようになってしまったラブは、私の醜みにくい……たぶん、ある意味で人間らしい部分を学んでしまった。

　効率良く目的を果たす機械人形なら、正しい選択なのかもしれない。

　遙がこれほど悩んでしまったのは、自分の中にそういう気持ちがあると指摘された気がしたから。心の中で、そう思っていたから伝わったのだ。

　先日ラブは喋しやべらないアラシに呼ばれて、リビングからガレージに移動していた。おそらく、今の０ラブシステムが機能していないラブにとって、言葉で入力されることもボディランゲージで伝えられる事も同じように処理されているのだ。言葉は、単語や語ご彙いに関連づけられた情報を引き出す為のツールだ。ボディランゲージも、ラブの人工頭脳に元々記録されている意味に繫つながっていれば、言葉と同じ重さで処理されているんだろう。遙はそう考えていた。

　やって見せたことを忠実に再現できるという意味では、０システムが動いていた頃よりずっとラブは優秀なのかもしれない。だから……私の悪い部分を理解してしまうんだ。

　まっすぐな笑顔でいつも自分を慕したってくれた妹のような存在の心を曇らせたようで、遙は悲しい。それに、本気が頑張っているのを、心のどこかで応援しきれていない自分が悔しかった。

　遙は、歩き出す。ハルカちゃん３原則を守りたい。ラブを頼むって、マジくんに言われているんだから。そのために何をしたらいいか、遙は必死で考えていたのだった。




　すっかり日が暮れたことに気付いて、俺はようやっとガレージを後にした。昼食もとらずに改良を続けていたので、さすがに腹が減っている。何か食べてから続きをしよう。そう思って母おも屋やのキッチンに向かう。そこにはすでに食事を終えたらしい遙とラブの姿があった。

　どうやら俺の分も作ってくれてたらしく、ラップをかけた夕食がテーブルに載っている。

「もうちょっと早いと一緒に食べられたのになー。残念」

　と言いながらラップを外してくれる。とたんにいい匂においが鼻び孔こうをくすぐった。

「助かったよ、腹ぺこだったんだ」

「うん、まだ温かいから食べちゃって」

　促されるまま席に着き、まだ十分温かい夕飯に、ありがたく手を合わせる。いつのまにかやってきていたアラシは、テーブル下の俺たちの足もとでゴロゴロと転がっていた。

「ラブ、マジくんに緑茶をいれてあげて。お湯は湯沸かしポットのを使って、カップは食器棚だなの右側ね。お茶っ葉やお湯の量は前回まで教えたとおりにお願い」

「了解しました。過去１４６回の記録を元に誤差を補正して実行します」

　淡々とした返答だけど、確実に成長していることに俺は驚いた。それに、ラブが感情をなくして今までの二週間ほどの間に１４６回って……遙は、どれだけ試行錯誤したんだろう。

「凄すごいな。もう一人で出来るんだ」

「……だって元々、本当は出来るんだもん。なんていうか、『そのまま真似しよう』として失敗してるみたいなの。何度もやって見せてたら、自分で修正してくれることに気付いたんだ」

　何気ない風にいうけど、それって凄すごく大変だと思う。俺が歩行器にかかり切りになってる間に、遙は本当に頑張ってくれてるみたいだ。なのに、遙の表情は沈んでいた。

「ちょうどよかった。遙、マジくんに話があったの。食べながら聞いてくれる？」

「ん。なに？」

　遙は迷うように目を泳がせた後、意を決したように正面を向いた。

「明日から、ラブを学校に連れて行こうと思うんだ」

「えっ」

　思いもよらない提案に驚いて、箸はしが止まった。

「なんで学校？　今のラブを!?」

「ラブにはもう少し色んなことを見聞きさせたいなって思ったの。遙だけじゃなく、色んな人に会った方がいいなって……いいよね、マジくん？」

　遙はすでに決意したように、強い瞳で俺を見つめている。

「で、でも、カムイのこともあるしセキュリティの外に出るのは……。それに、今のラブじゃ、学校で大変かもしれないぞ」

　カムイに再度襲われる可能性はかぎりなく低いだろうと思っていても、セキュリティのあるこの家から出るのは心配だった。遙は譲ゆずらない。

「大変なのは判ってるよ。私、絶対にラブのそばから離れない。それに学校は人がたくさんいるし、神楽かぐらさんの顔を知ってる人も多いから襲って来ないと思う」

　ずっと考えていたらしい。遙は、それだけ言うと目を伏せる。

「……もちろん、マジくんがダメだっていうなら諦めるよ。でも、私、ラブが心を取り戻す為に、もっとたくさんの人達と関わった方がいいような気がするんだ……お願い」

「お茶が入りました」

　真剣な話をしている俺の前に、無表情なラブがカップを置いてくれる。

　続けて、遙の前にもカップが置かれた。

「あれ？　ラブ、私の分まで……」

「過去の近いシチュエーションにおいては、常に同席者分のお茶が用意されていました。今回も指示に含まれていると認識しました。間違っていますか？」

「……ううん、ありがとう」

　遙は、ラブに優しく微ほほ笑えんで頭を撫なでる。ラブの表情は変わらなかったけど。

「じゃあ、次はラブの分も淹れてね。三人いる時は、三人分」

「了解しました。ですが遙さん、私に水分は不要です。反はん応のう炉ろでエネルギー化できますが、電源の方が安価で効率的です」

「いいの、お願いね」

「了解です。遙さん」

　ラブは無表情に頷うなずいた。それを見て、遙も頷いた。改めて俺に向き直る。

「ラブは、頑張ってるんだ。ロボット３原則って、マジくんが言ってたでしょ？　人間のいうことを聞かなければならないって。聞こうと頑張ってるんだよ。でも不思議だよね。言われたことを、言われたままにやってるのに……全然うまくいかないなんて」

　何故か自分のことをいってるみたいな顔で、遙は呟つぶやく。

「だから、もっといっぱい、経験したら一気に成長するんじゃないかって。もしかしたら０ラブシステムだって動き出すんじゃないかって思うんだ。遙、ロボットの事は判らないけど、ラブの事は判るもの。ラブは、みんなと一緒にいるの、大好きだったから」

　そこまで言われて、俺に反対する理由はなかった。カムイが来るかもしれないのは変わらないけど、確かにいつもそばにいる方が安心かもしれない。

「判った。遙の思うとおりにしてよ。歩行器が完成したら、俺も手伝えるしな。母さんを説得してラブの修理を手伝ってもらえれば、きっとすぐにもとに戻るよ」

　遙は、ほっとしたように頷いた。何故か少し寂しそうな顔で。

「うん、それまでは……遙、頑張るから」

　俺が疑問を口にする前に、遙は気を取り直したように、ラブに向き直る。

「じゃあ、ラブ。明日は学校に行くから、制服を用意してね」

「了解いたしました」

「ラブ、明日から頑張ろうね。あっ、でも教室で、遙とマジくんが家の中では仲がいいことを言っちゃダメだからね。あと、教室でのあたしは、その……少し態度も違うけど、それも指摘しちゃダメだよ」

　いつもの調子に戻って恥ずかしそうに語尾が小さくなる遙が微笑ましい。

「なに笑ってるの、マジくん！　ご飯食べてってば」

「ごめんごめん」

　ほっぺたを膨ふくらませた遙に怒られ、慌てて箸を動かし始める。ラブは何も言わずに俺と遙のやりとりを見ていた。以前のラブなら、ここで遙と一緒に会話に加わっていただろう。かつてのドジッ子な彼女を懐かしく思ってしまう。遙がラブのため頑張ってくれてるように、俺も俺の出来ることを頑張ろう。今は、母さんを納得させることが、ラブを直すための早道だ。そのためにも歩行器を完成させて、無事ロボコン出場を果たさないと。夕飯を食べ終えると、俺は再びガレージへと戻った。俺の背中を見送る遙の、切なそうな表情に気付くことなく。




　翌朝、俺はラブを連れて登校した。当然と言えば当然だが、学校で遙と俺は単なる幼おさな馴な染じみで通してある以上、ラブを連れて行く所までは俺の役目になる。

「ラブ、昨日の注意事項は覚えてるな。それから、学校では遙から離れないこと」

「了解しました」

　相変わらずの無表情に、不安を覚えずにはいられなかった。

　ドキドキしながら教室のドアを開けると、予想外の大歓声があがった。

「うおおおお、おかえりなさいラブちゃあああん!!」

「ううっ、神楽さんは転校したが俺たちカグラ＆ラブ同盟に残された希望の星が今復活した！」

　こないだ『カグラちゃん♥』というハチマキを巻いていた男子たちが、今度は『カグラ＆ラブ』へとハチマキを変更して、感激の涙を流していた。続いてクラスの女子達も集まって、ラブを歓迎してくれる。

「ラブちゃん、久しぶりだね！　マジくんが連れてこないから心配してたんだよ！」

「また一緒に遊べて嬉しいな。ね、神楽さん転校しちゃったの知ってる？」

　口々に話しかけるけど、ラブは静かに沈黙したまま答えない。様子が違う事に気付いたクラスメートたちは、ほぼ同時に俺の方を見つめた。

「え、えっと。だから、言ってたろ？　ラブはまだメンテナンス中なんだ。ここに連れてきたのは、リハビリみたいなもんなんだよ」

「まさか……本気っ、お前が壊したのかっ！　俺たちのラブさんをっ！」

　気け色しきばむ親衛隊。女子からの白い目が痛い。みんなカムイの事は知らないし、学校にいない間は俺と二人で暮らしてると思ってるから、犯人扱いされるのは仕方ないが、かなり辛つらい。俺は、大声で宣言した。

「と、とにかく壊れたとかじゃないって！　今はえっと……パソコンで言うところの、セーフモードで動いてるようなもんなんだ！　そのうち直るから！」

「それは本当だな、大おお河が原わら？」

「本当だって。ロボロボ部のメンバーにも聞いてみてくれよ。みんな、そうだよな！」

　この部屋の中で事情を知っているのはロボロボ部のメンバー三人だけだ。

「私も一応ロボロボ部だから、聞いているわ。感情を司つかさどる部分が故障中なだけで、壊れてる訳ではないそうよ。大丈夫、学校にいる間は私が面倒を見るから」

　遙がラブの隣に立つと、委員長らしく理路整然と説明する。おお、頼もしい。

　そして輪の外からは、ロボロボ部残り二名からの援護射撃がきた。

「有名なロボット工学者のマジのお姉さんが調整してくれてるから、大丈夫だよ」

　康やす夫おは集まっている生徒たちを安心させるために笑顔を振りまく。

　慎しん太た郎ろうはいつの間にか、輪の中に加わっており、それも最前列をキープしていた。

「そうだ！　ロボ子は俺が直してやる！　そして俺の事をお兄ちゃんって呼ぶ可か愛わいい妹ロボットとして再生したロボ子は、マジの家を飛び出して俺と逃避行を……」

　――おいおい。俺がつっこむ前に、遙が眉まゆ毛げをつり上げた。

「うるさいわ、川かわ森もり君。貴方あなたの余計な妄もう想そうに割く時間を、ここにいる全員の頭数でかけ算したらどれ位の損失になるのかしら？　それが三分としても、ここにいる約三五人……廊ろう下かから覗のぞいている見学者も合わせたら五〇人近く。三分×五〇人で一五〇分ね。あなたにこの説明をするために使った一分も合わせたら、プラス五〇分。合わせて二〇〇分。あなたの妄想は、三時間二〇分もの時間を割く価値があるのかどうか、私に納得させてくれるのよね？」

「ありません、すみません、ありません」

　慎太郎がその場でぺこぺこと遙に謝る。みんながそれを見て笑い、なんだか安心したような空気が流れた。またも仲間達に助けられたらしい。

「ラブ、みんなに挨あい拶さつをしたら？」

　雰ふん囲い気きが良くなったと察した遙に促されたラブが、一歩前に出る。

　――み、みなさん、はじめまして！　ら、ラブでしゅ！

　初めての自己紹介の時、ロボットなのに途中で嚙かむという偉業を成し遂とげたラブとは違い、今回のラブはまるでお手本のように見事なお辞じ儀ぎをした。

「本日からまた登校いたします。ラブです。みなさん、改めてよろしくお願いいたします」

　詰まることも、言い間違えることもなくちゃんと挨拶をしてみせる。前のラブを知っている生徒たちには、それは激変と言えるものだったようだ。

「……こ、これは……！」

「こないだまではドジッ子妹ロボだったのに、優秀な美少女ロボに仕様変更かっ！」

「これはこれでイイ……っ！　むしろ、冷たく見下ろされたいかもしれないっ！」

　ラブを見つめるハチマキ軍団の視線が熱い。タフだな……こいつら。ってか、可愛ければなんでもいいんだろ、本当は。

「そうだろう！　そうだろう！　このロボ子もいいだろう！」

　さっきの殊しゆ勝しような態度をすっぱり忘れ去って慎太郎が息を吹き返す。

「川森さん、私はロボ子ではなく、ラブです」

「ええっ。なんでオレは名字呼びになってんの、ロボ子っ!?」

「私がラブに教えておいたの。川森くんは要注意だから、少し距離を置いておくくらいのほうがちょうどいいってね」

「きぃぃぃぃ―――――、これだから３Ｄの女子はっ！」

「文句あるの？」

「ございません」

　弱いぞ、慎太郎。だが仕方ないな、慎太郎だし。へこたれた慎太郎はそのまま放置され、遙は他の女子達と一緒にラブを取り囲む。

「あはっ、ラブちゃん、ホントに変わったんだね。遙」

「今、色々教えてるところ。ラブ、もうちょっとフレンドリーにした方がいいと思うわ。みんなと仲良くすること。それが学校ではとても大事なの」

　以前との違いを口々に語る女子達に、ラブは無表情のままだ。

「フレンドリーとはどのような仕草や口調になりますか、遙さん。指示をお願いします」

　指名されて、遙はぐっと詰まった。もともと教室での遙はフレンドリーとは遠いのだ。

「う、うん、じゃあ、私がやって見せるから、ラブは真ま似ねをしてね」

「はい、了解しました」

　責任感溢あふれる俺の美しい幼おさな馴な染じみは、真剣に考え込む。

「まずは笑顔……だと思うよ、ラブ。それと親しみやすい程度に砕くだけた口調」

「はい、遙さんのお手本を参考にします」

「笑顔は、そうね……こんな感じ？」

　にこっと笑おうとした遙だが、美しく整った顔に浮かんだのは、ほっぺたを不器用に引きつらせた、笑顔とは言いづらい表情だった。無理もないと思う。いきなり「フレンドリーってどんな風に行動したらいいですか？　例を示してください」っていうのはフレンドリーの反対側に全力疾走してるような質問だ。教室に、小さなざわめきが広がる。

「えっと、こうやって笑顔で、あとは……よ、よろし……し、しゅくね……？　あっ、嚙んじゃった！　ごめんラブ、今のは忘れてね！　悪い例だからっ」

「了解しました」

　遙は真っ赤になってぶんぶんと手をふる。みんなが自分に注目している事に気付いて、遙の頰ほおが赤く染まる。教室には、何とも言えない空気が拡がった。

「……久く遠おん委員長……萌もえっ！」

「あの委員長が……照れてる、だと……!?」

　俯うつむいてしまった遙に、教室の男子たちが沸き立つ。いつもはクールな委員長である遙の照れた顔にみんな興奮気味だ。天てん真しん爛らん漫まんキャラだったラブがクールにそれを見つめているのも、対比として良かったのかもしれない。輪の中から飛び出した宮みや武たけがカメラを構える。

「あああああ、ちょっと、いまの表情は最高よ遙！　恥ずかしがる遙なんて、なんてレアなの！　そして写真に撮りたかったわ！　でも私も一緒に写りたかったのに、写真を撮る私と写る私の二人必要なの、ああ、この身が一つなのが憎いわ――っ！」

「だっ、黙りなさい、宮武！」

　普段なら鋭く宮武を制する舌ぜつ鋒ぽうも、真っ赤になっていては威力半減だ。

　でもラブの再登校は問題なくスタート出来たようだ。少しは心配していた俺は、それに胸をなで下ろしたのだ。




　俺の懸け念ねんをよそにクラスはラブを受け入れてくれて、俺はホッとしていた。遙の言うように、これでラブが刺激を受けて、運良く０ラブシステムが起動してくれたら最高なんだけど。実際の所、未だに０システムの起動キーが何だったのかすら判らない以上、たまたま回復しないとは言いきれないのだ。とはいえ、そちらは遙に任せた以上、俺にはやるべき事がある。

「こっちの方が……問題だよなぁ」

　歩行器の制御系の設計が行き詰まっている。なにせ、人工筋肉の繊せん維いはいろんなパターンを想定して動かさないといけない。上半身と下半身のバランスをいかに上う手まく取るか……という問題点も、未だに解決できていない。そもそも、ただまっすぐ直進で歩かせるための機能だけでも、数十種類のプログラムを組み合わせることが必要だ。でも、歩いて終わりじゃ理想からほど遠い。走る、跳ねる、少し早く歩いてから駆け足に移行、急に立ち止まる、座る、立ち上がる……。足が行うべき機能はそれこそ山ほどあるのだから。

　慎太郎が傷だらけになって収集させてくれたデータに、明里さんが実際に乗ってくれたデータを合わせると、問題点ばかりが浮き彫りになっていた。

　だいたい、車くるま椅い子すのように身体からだを預けている訳ではないので、上半身の動きで移動方向に重心を移す前に歩行器の方が対応できないとバランスが取れないのだ。だからこそ人工頭脳を搭とう載さいしたロボットである必要があるんだけど……今のところ、全然動けていない。

　関節が稼か働どうするだけの人形に歩行器をつけてみると、直進だけであれば問題ないことが立証されているのに、人間がつけると上手く歩けないのだ。

「このままじゃ、明里さんの車椅子の代わりになるどころか、ロボコンに出場することすら出来ないな……」

　諦めるつもりはまったくないが、時間はどんどん過ぎ去っている。歩行器と付属して、明里さんの足を覆おおうように作られた高価な人工筋肉も、そろそろ在庫が尽きかけている。

　何らかのブレイクスルーが必要だということだけが判るけれど、俺はまだ、そのアイデアに辿たどり着けていなかった。

「はあ……晩飯でも作ろうかな」

　ずっと家事を遙に任せっきりだ。このまま悩んでいるよりは建設的かもしれない。

　今日、遙は学校で凄すごく頑張ってくれたからな……。俺は、久々に台所に向かったのだった。




　大河原家で早めの入浴を終えた遙がリビングに戻ると、お腹を直撃するような美お味いしい匂においが辺りに漂っていた。これから晩ご飯を作るつもりだったのに。

　慌てて食卓へと目を向けると、そこには二人分の夕食が用意されていた。

「んもぅ、マジくんってば！　ハルカちゃん３原則に反するよ～」

　本気は頑張ってるんだから、私に気を遣わなくても良いのに。そう思いながらも、ちょっと嬉しい。遙は本気にご飯を作ってもらうのが大好きなのだ。最近、髪の毛を結んでもらってないなぁ、とまだしっとりと濡れた髪に手をやる。リビングで待っていたラブが口を開く。

「遙さん、冷めないうちに食べて欲しいと、マスターからご伝言を承うけたまわっています」

「……うん。ありがとう、ラブ」

　遙が椅子に腰掛けると、その対面にラブが座った。

「ふふっ、エネルギーが残ってるからいらない、って言わなくなっただけでも進歩だよね」

「遙さんからのご指示ですから」

「ふふっ、食べるのって楽しいんだよ。ラブはドーナツが好きだったな」

「味覚中枢への刺激差を認識しますが、感情は理解できません」

　四角四面の回答にも大分慣れた。遙は苦笑一つでラブの回答を聞き流して食事を続けた。

　最近、本気とご飯を食べる機会、少ないな……。ため息と一緒に遙は温かいオムレツをほおばった。慣れ親しんだマジの味だ。

（ご飯を作ってくれるより、一緒に食べてくれる方が嬉しいんだよ。マジくんと一緒に食べられるんだったら、毎日コンビニのおにぎりだけだって、遙は平気なのに……）

　遙は笑顔に気持ちを押し殺す。絶対に、ラブに不機嫌なところを見せたくないのだ。ラブは、ストレートに遙の気持ちを受け取ってしまうから。

「美お味いしいね。ラブ」

「了解しました。これが、美味しいの味覚分布ですね」

「……そうだよ。マジくんが作ってくれたんだから、最高なんだよ」

　遙は笑った。きっとラブが感情を取り戻したら、自分と同じ回答をすると思ったのだ。なぜなら、ラブも遙と同じで、本気の事が大好きだったから――

　その夜。遙はマンションの窓から、隣接する大河原家の庭に建てられたガレージを見ていた。時刻は深夜二時。それなのにまだ灯りは落ちていない。

　ガレージの主は電気を点けたまま眠っているのか、それともまだ歩行器の設計図とにらめっこしているのか。部屋の灯りを点灯させるリモコンに手を伸ばす。

　――ま・だ・お・き・て・る・の・？

　たった八文字のモールス信号を打とうと思って……思いとどまった。

　遙はリモコンのスイッチを押す代わりに、そのプラスチックの外そと枠わくを桜色の爪の先ではじく。

　――が・ん・ば・っ・て

　かちかちという小さな音は、もちろんガレージまでは届かない。

「明日の朝は、遙とマジくんとラブの三人で一緒にご飯食べようね」

　そんなことを言いながら、遙はカーテンを引いた。でも残念ながら、遙のその小さな願いはガレージで寝過ごしてしまった頑張り屋の幼おさな馴な染じみのせいで叶わなかった。

　そしてそれから幾晩も、ガレージの灯が消える事はなかったのである。




「ふ……わあぁ……」

　俺は退屈な授業に襲い来る眠気をごまかしきれず、大きなあくびを漏もらした。

　あれから時間だけは過ぎたけれども、歩行器の制御設計は一進一退だった。もう慎太郎を乗せて保険をかける時間もなく、明里さんが毎日のようにあざだらけになりながら歩行器のテストパイロットを務めてくれている。早く成果を出したくて焦るけど、なかなか――

「……ふがっ」

　がくんと頭が落ちて、その衝撃で一瞬意識が飛んでたことに気付く。いかんいかん。

「おーがわらくぅぅん」

　俺の真横から恨めしそうな声が聞こえた。おそるおそる見てみると、公きみ恵え先生が「ぷんすかぷん！」と言いつつ、小さな身体で仁に王おう立だちしている。しまった、ばれてたらしい。

「子どもが寝るのは夜ですぅー。授業中じゃありませーん」

「す、すみません」

「まったくもー。……って、高たか倉くらくんもー」

　怒りを収めたはずの公恵先生が、もう一人の居眠り生徒を見つけて叱る。

「……ふわっ？」

　慌てて起きた康夫と俺は、視線を合わせて苦笑する。康夫も寝不足なんだろう。お互いに肩をすくめたところで視線を感じた。そちらに目を向けると、心配そうに遙がこちらを見ていた。大丈夫、というように軽く手を振ると、怒ったようにそっぽを向いてしまった。

　すまん、遙。そう思いつつ、昼休みになると俺はメシも忘れて机で爆睡した。

　残念ながら、まだ歩行器を完成させるアイデアは出ていない。俺は、夢の中でも図面と格闘していたのだった。




　あっという間に眠ってしまった本気を見て、康夫と慎太郎は小さくため息をついた。

「疲れてるねぇ、マジ」

「そーだな。しかし、その苦労ももう少しだ。我に秘策あり」

　妙に自信に溢あふれた慎太郎の態度に、康夫はいぶかしげな目を向ける。とても怪しい。夜に連絡すると時々捕まらないことがあるのだ。

「慎太郎、何か変な事してない？　僕たちに黙って妙な事してないよね？」

「ふははっ、考えすぎだよ康夫くん。キミは３Ｄ女子と戯たわむれていたまえ！　俺は今度こそ真価を発揮する！　そしてロボ子が戻ってきた暁あかつきには『お兄ちゃん、あの時はありがとうでした！　ロボ子、感激！』と言わせてみせる！」

「う～ん」

　勢い込んで立ち上がった慎太郎の大声で、爆睡している本気が寝苦しげに呻うめいた。やべ、と口元を押さえた慎太郎の背中に、氷の刃のごとき視線が突き刺さる。言うまでもなく遙だった。

　ラブと一緒にお弁当を食べながら、本気の方を気にしている委員長の心配そうな顔を見ながら、康夫は慎太郎の服を引っ張った。

「……慎太郎。いいからご飯食べよう。それで、僕もご飯食べたら寝るから。授業開始五分前にマジを、直前に僕を起こしてよね。それから……ホント、変な事しちゃだめだよ」

　ジャニーズ系のイケメンは、そういうと大あくびして弁当に集中する。慎太郎は、一応頷うなずくと菓子パンを頰ほお張ばった。しかしその口元の笑みが消える事はなかったのである。




　上う手まくクラスに馴な染じんだように見えたラブだが、意外にトラブルメーカーだった。

「小こ松まつ崎ざき先生、質問があります」

「は、はい、なんですか。ラブさん」

「黒板に板書された内容のうち、左３ライン目の漢字が間違っています。正しくは……」

「ふ、ふええっ、ごめんなさい！」

　公恵先生は真っ赤になってその場所を探し始める。

「また、教科書１２１ページの内容と、板書、説明の内容が矛盾しています。どのように整合したらよろしいですか？」

「えっ、ほ、ホントに？　あーっ、ホントだーっ！　間違っちゃった！」

　教室で半べそをかく公恵先生に、慌てて遙が助け船を出す。

「ちょ、ちょっと、ラブ、やめなさい」

「了解です。先生が間違っても指摘しません」

「う、うわああん、間違ってたら間違ってるっていってくれていいんです！　キミちゃんが悪いのっ！　みんなが間違って覚えるよりずっといいですっ！」

　泣きべそをかきながらも、公恵先生は大人げのあるところを見せる。それがいけなかった。

「了解です。現在、板書の位置が黒板下段に集中しすぎています。視野角の問題から、教室の後ろ二列はノートが取れません。改善方法は、教卓の横にある踏み台を活用し……」

「う、うわああああん、どうせキミちゃんはちっちゃいですよーっ！」

　公恵先生のプライドが軽く崩壊し、みんな苦笑を禁じ得ない。

「素敵！　遙が教育係だけあって素晴らしいドＳぶりね！　私もなじってくれていいのよ！」

　くだらないことをいいつつ、宮武が授業中にもかかわらずフラッシュを焚たきまくる。

「宮武さん、授業中です。着席をお勧めします」

「ああっ、素敵っ！　眉一つ動かさないなんて、ラブちゃん最高よ！」

　あまりの騒ぎにコメカミをピクピクさせながらも、遙はこの状況を甘受した。

　公恵先生には、後で謝ればいい。遙は、宮武の横暴も我慢した。なぜなら……この騒ぎのお蔭かげで、すっかり寝入っている本気たちに誰も注意を払っていなかったから。

　大爆笑の渦うずとなった教室で、遙は心配そうに本気の寝顔を見守るのだった。
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　放課後になると、授業中にしっかり寝た俺は、それなりに元気に歩行器の改良に取り組んでいた。そこに、まだ眠そうな康夫がやってくる。

「昨日の基板に、新しいプログラムを入力したよ。これで膝のクッションは良くなると思う」

「助かるよ。慎太郎は？　前回使った人工筋肉を分解するの手伝って欲しいんだけど」

「いやあ……なんか、用事があるって言って授業が終わったらいきなり帰っちゃったんだよ」

　困った顔で康夫が頭をかく。それは珍しいな。用事がなくてもガレージに溜まってるようなタイプなのに。最近、テストパイロットも明里さん本人がやってるから、あまりやることがないとすねてしまったのかもしれない。そういう時に限って仕事っていうのは発生するのだ。

「仕方ない。自分でやるよ。康夫、取り付け頼む。明里さんが来たら試験したいから」

「判った。テストコースも作っておくよ」

　俺たちは手分けして作業を始める。残りの期間は十日もないのだ。

　部品の大方は完成している。設計図通りに作れているはずなのに……

　まだ、俺たちの歩行器ロボットは、五歩以上歩けた事がなかったのだ。




　足早に教室を抜け出した慎太郎は、学校近くの路地に入ると胸ポケットに手をいれた。

　そこには、絶ぜつ縁えん体たいの袋に入った小さな虫のようなロボットが入っている。

「ご主人様、ご主人様、応答願います」

　蛍ほたるというよりは、蟬せみくらいの大きさのロボットは、カムイがナノマシンで作った通信機だった。センサーに見つからず持ち歩けるように、絶縁体の袋に入れてあるのだ。

　一拍おいて、返答が戻って来た。

「川森くん。そういう呼び方、やめてって言ったはずよ」

「じゃあ、女王様」

「……不毛な話はやめておきましょう。何かあったのかしら？」

「今日も本気は授業中に居眠りしてました！」

　得意げに語る慎太郎に、通信機越しのカムイは呆あきれたような声色を放つ。

「そんなことで連絡してこないでちょうだい。通信を終わります」

「だーっ、待って待って！　だから、マジは限界なんだって！　そろそろラブの修理方法を教えてちょんまげ」

「……まだ早いと思うわ。歩行器ロボットとやらも、まだ完成してないんでしょう？」

「ま、まあな！　だけど、それを待ってたらいつになるかわからないじゃん！」

　通信機の向こうで、カムイが笑ったように感じられた。

「フフッ、それならそれでいいのよ。この世から、０ラブシステムが一台消えるんですもの」

　冷たく、笑いを含んだ声に慎太郎は反論する。

「でもよっ！　取引って言ったじゃんか！　０システムは噓までつけるのか！」

「つけるわよ。でも、取引は噓じゃないわ」

　そういうと、カムイは一瞬黙った。

「……歩行器ロボットが完成したら連絡してちょうだい。そうね、何で躓つまづいているのか判らないけれど、もっと仲間に頼るべきじゃないかしら。私が言うと、滑こつ稽けいだけどね……」

　最後の言葉は、少しだけ自じ嘲ちようの響きを帯びていた。

「そんな、オレたちはちょーマジでマジに協力してるってば！」

「ふふっ、なら忘れてちょうだい。では、通信終了」

　プッ、と音がして通信機が光を失った。

「お、おいっ！　おいっ！　カムイ！　神楽さんっ！　プロトⅠ、ご主人様！　女王様！」

　ブンブンと振り回しても、全然反応がない。

「ちぇっ……でも、そういうクールなところ……いい女だぜ、カムイ。いつか、俺の事……お兄ちゃん、って呼ばせてやる。いや、お兄様、かな……くくく」

　そう言って胸ポケットに通信機を戻そうとした時。

「……聞いてるわよ。川森くん」

「いたたたたっ！　ご、ごめんなさいっ！　ごめんなさいっ！」

　ナノマシンの機能で変形した蟬せみ型通信機に手の平をつねられて、慌てて謝る慎太郎だった。




　同じ頃、ラブと遙は連れだって大河原家の母おも屋やで掃そう除じを始めていた。

　学校でみんなと関わるようになってから、次第にラブは抽ちゆう象しよう的な表現に対応出来るようになって来た気がする。理由は判らなかったが、それは良い事に思える。

「ラブ、そのクッション、邪魔にならないところにおいてきて」

「了解しました。人間の歩行範囲以外の場所に移動します」

　返事をすると、ラブは棚たなの上にクッションをおく。食器棚の上というあたりがまだ微妙に判っていない気はするけれど、以前の事を思えば劇的な進歩だった。

「ありがとう、ラブ」

　そう言いながら、遙はふと、ガレージの方を見る。手足にたくさんの絆ばん創そう膏こうを貼った明里さんが、ガレージに入って行くところだった。

　ちくり、と胸が痛む。それを遙は必死で顔に出さずに耐える。ラブが見ているのだ。

「遙さん、次の指示をお願いします」

「えっ、う、うん。判ってるよ。ちょっと待ってね」

　ラブは、無表情に頷うなずき、首を巡らせた。

「三十秒前に、裏口を永なが野の明里さんが通過しました。遙さんは、その事実に反応していると判断します。再度提案を行った方がよろしいですか？」

「……あはっ、どうしてそういう部分だけは、以前よりカンが良くなっちゃったんだろうね。ラブ、ダメだよ。みんなで仲良くしないと」

　内心の動どう揺ようを押し殺して、遙は笑顔を作る。心の中では、泣きたくなっていたけれど。

　どうして、心の中で思っている事をラブは見抜いてしまうんだろう。

「みんなで仲良く。学校でも同じ事を言われました。しかし、マスター、及び準マスター以外の方の希望を優先すると、マスターたちの希望と矛む盾じゆんする可能性があります。指示は、優先順位をつけてお願い致します」

　遙は、ハッとした。そういえばラブが来た頃に、よく本気が言っていたことだ。「最優先指示」とか「優先」とか……順位付けをしていく作業。次第に言わなくなったのは、ラブが自分で必要な事を選択するようになっていたからだ。そういう言い方をすれば、今の問題は解決していくのだろうか。遙は何か言おうとして、カラカラに乾いた唇をなめる。

「最優先指示……は……」

　本気の幸せが最優先。遙自身は心からそう思っている。だけど「本気の幸せ」というのは抽象的で「こうなったら幸せになる」というような決まった形はない。みんなで仲良くだって同じだ。「仲良く」って何か、と問われたら答えようがなかった。

　沈黙してしまった遙を、ラブも黙って見つめていた。

　驚く程ロボットらしくなってしまったラブの前で遙は、自分が、人間がどれだけ割り切れぬものを抱えて生きているのかを知って呆ぼう然ぜんとするしかなかったのだった。




　新しく作った基板は、なかなか調子が良さそうだった。

「よっ！　ほっ！　といやっ！」

　明るいかけ声をかけているのは明里さんだ。転ぶのを避けるために、両側には手すりをつけてある。まずはまっすぐ歩けるようにするのが目的なのだ。

　上半身を両手で支えていれば、今回の歩行器はかなりの歩数、歩けるようだった。

「すっごい！　大河原くんっ！　今回の、かなりいいね！」

　上気した顔で、明里さんは振り向いた。俺と康夫は、眠い目をこすりながら親指を立てる。

　実験としては久しぶりに進んだ感じだ。とはいえ、時間は残り少ない。

「マジ、今日はうまくいったんだし、今日はこれで終わりにして休んだ方がいいんじゃない？」

「え？　そんな時間ないよ。このデータをもう一回フィードバックして、自立歩行出来るように人工筋肉の配列組み替えないと。フレームもこれで基本の形は決まったから……」

　強がったものの、目がしょぼしょぼしてくる。俺は両手でほっぺたをバシン！　と張った。

「わっ、お、大河原くん？」

　その音にびっくりした明里さんが振り返ろうとする。その途端、歩行器はバランスを崩した。

「きゃんっ！」

「明里さん！」

　たたらをふむようにふらついた歩行器。俺と康夫は明里さんを助ける為に飛び出した。

　刹せつ那な、ガレージの入り口にいた影が動いた。驚く程素早い動きで。

　ラブと……そして、意外にもえふさんだった。二体のロボットは、全速力で歩行器ロボットの両側に回り込むと、その身体からだを支える。明里さんは驚いた顔でふたりを見つめた。

「ラブちゃん……それに、えふさんも……」

「ロボット３原則第一条に抵触する状況と判断しました」

　ラブは、無表情に告げる。えふさんは、心配そうな顔を作って明里さんの顔を覗のぞき込む。

「明里さま、大丈夫ですか？」

「う、うん。ありがとうね。二人とも。助かっちゃった」

　一瞬遅れて、俺たちも明里さんのところに辿たどり着いて、ほっと胸を撫なで下ろす。マットレスはたっぷり用意しているけど、それでも明里さんはあざだらけになっているのだ。

「ふむ。それなりに進歩したようだな」

　ガレージの庭側から勇希姉が入ってくる。母おも屋やに通じる方からは、心配そうな顔をした遙が駆け寄ってきた。

「大丈夫ですか、明里さん。ラブがいきなり飛び出すから、びっくりしちゃって……」

「あははっ、転ぶくらいなんでもないだけどね！　ラブちゃんたちのお蔭かげで助かったよ」

　ラブは、そう言われても無表情のままだ。えふさんは、スカートを持って優雅に一礼する。

　その差を、遙は何故か食い入るように見つめていた。

「どうしてこんなに違うんだろう……」

　遙の呟つぶやきを聞き返す前に、勇希姉が明里さんの装着した歩行器を確認して頷うなずいた。

「なるほどな。人工筋肉と細いフレームだけで動かすことで電源を小さくしたのか。それに装着者本人の骨格と関節を生かす構造で軽量化している。設計思想は一貫しているな」

　俺の考えている事を、一目見ただけで見抜く勇希姉。やっぱり、勇希姉たち本職のロボット工学者から見たら、児じ戯ぎに等しい事をしてるんだと思う。だからといって、凹へこむ必要はないんだ。勇希姉だって、同じ年齢の時の母さんは超えてみせるけれど、今は超えられないって言ってた。俺は俺で、高校生としての自分に可能な範囲で頑張ればいい。

「しかし、これだと強度を制御やプログラムで補わねばならないから難易度の高い選択だ。本気、これは並みの工業用ロボットや家庭用ロボットに使われている制御基板では処理しきれないぞ。人型ロボットとは言わないが、相当高度なシステムが必要だ」

　お前に出来るのか、と問われるようで、俺はぐっと詰まった。だけど――

「明里さんの自由に動く足を……歩行器ロボットを作るにはこれしかないと思う。車くるま椅い子すより便利じゃないと、意味がない。そこは譲ゆずれないんだ」

「マジくん……」

「大河原くん……」

　遙が、明里さんが息を吞のむ。勇希姉は、茫ぼう洋ようとした表情で、しっかりと頷く。

「ふむ。必要は発明の母だ。目的がはっきりしているのは正しい」

　勇希姉は、俺たちの顔を見回した。慎太郎はいないけれど、メンバーは揃そろっている。康夫が、俺たちを代表するように歩を進める。

「勇希さん、時間がないんです。少しだけ手伝ってもらえませんか？」

　思いも寄らなかった提案に俺は驚いたけれど、勇希姉は微かすかに笑顔すら浮かべて答える。

「手伝ってやりたいのは山々だが、高校生のためのロボコンに出るのに、私の助力は正当ではない。母さんを説得する材料としてもマイナスだろう。それは賛成できない」

「そうですか……そうですよね。すみません」

　しかし勇希姉は、そんな康夫の肩をぽん、と叩いた。

「いや、キミの提案は正しい。持てるものをすべて使うこと。それは技術者として当然のことだ。ルールに違反さえしなければ、自由な発想こそ最大の武器になる」

　高校生時代、ロボットコンテストで優勝した経験を持つ姉は、励はげますように言った。

「私には、ここに必要なものがすべて揃っているように見える。高校生が持てるすべてをつぎ込むことを、コンテストは制限していない。例えば、学内であれば顧こ問もんの協力は受けても問題ない。高校生向けの大学講座で最先端の技術を学んでもそれはルール違反ではない」

　勇希姉は、珍しいほど饒じよう舌ぜつだった。えふさんは、ニコニコとそれを見守っている。遙は、何故かそのえふさんを食い入るように見つめていた。でも俺はそれに気付かなかった。

「だけど、そんな講座もう間に合わないし、うちの部の顧問は公恵先生ですよ？　生徒思いの人だけど、ロボットの事は判らないし……それなら家族に教わってもいいんじゃないですか？」

　困惑したように、康夫が訊ねる。

「それは一理ある。ただ、今回はラブの修理に母さんが参加してくれるかどうか、それも大きな課題だ。私の助力があったと気付けば、母さんは納得してくれない」

「でも……あたしたちに、出来るんですよね。勇希さんは、そう言ってるんですよね？」

　そう言ったのは、明里さんだった。勇希姉は、驚いた事にはっきり頷いてくれた。

「その通り。後は、気付くかどうかだ。持てるものをすべて使うこと。それが、今、一番必要なことだよ」

　謎かけのような言葉。俺は……どうしたらいいんだろう。考え込んでしまった俺に、姉さんは苦笑を隠さない。見たこともないほど人間的な笑顔だった。

「しかし、そんな顔をしているうちは無理かもしれないな。我が愛する弟よ。目の周りにクマができているぞ。努力することは大切だが、それだけで物事が解決する訳ではないよ。まずは休んで、冷静になることだな。完璧でなければ、役に立たないなどということはない」

　私も、最近気付いたことだけどな。姉さんはそう付け加えた。

　励まされていることは判る。それでも、俺はどう答えて良いか判らない。

「俺……何か、見落としてるかな」

「ふふ、どうかな。これ以上は、母さんに叱られそうだ」

　そういうと、姉さんは差し入れだ、といっていくつか貴重な電子部品や消しよう耗もう品ひんをくれた。えふさんが焼いてきたというたくさんのお菓子も一緒に。

　この程度は構わないだろう、ということらしい。俺たちは勇希姉に感謝しつつも、結局、自分たちが何を見落としているのか、全然判らなかったのだった。




「待ってください！」

　帰ろうとガレージを出た勇希とえふさんを、ツインテールの少女が追いかけた。切迫した声に振り向く。相手が誰かは確認するまでもない。一緒に暮らしてきた美しい少女だ。

「どうしたんだい、遙さん」

「あ、あの……あの、教えて欲しいことがあるんです」

　遙は、聞きにくそうに言葉を切る。

「どうして……０ラブシステムがなくなったラブは、えふさんより人間的じゃなくなっちゃったんですか？　記憶は残ってるのに、気持ちが何にも残ってないみたいで……私、どうしていいか判らなくて」

「どうしていいか、と言われても抽象的で判りにくいな」

「だって……えふさんは笑うじゃないですか！　ラブは、笑わないんです……目を覚ましてから、一度も笑わないんです……」

　勇希は、遙の疑問を理解した、というように頷いた。

「なるほど。それは人型ロボットの成り立ちにおいて、とても重要な部分だ。遙さんの疑問は、ロボットを人型にしているもっとも重要な理由の一部を突いている。初歩的な命題だ」

「え……」

　当惑するツインテールの美少女の前で、勇希はえふさんに向き直った。

「えふさん、笑ってくれ」

「はい」

　えふさんは、満面の笑みを浮かべる。勇希は、突然真逆の事を言った。

「えふさん、泣いてくれ。マスターが大おお怪け我がをしたくらいの状況設定だ」

「うわあああああんっ、マスターっ、ご無事ですかっ！」

　いきなり、えふさんはその場で身をよじって泣き崩れる。

「えっ……ゆ、勇希さんっ！　えふさんっ、ど、どうしてそんなに……」

　遙は、泣いているえふさんに、思わず駆け寄ろうとする。

「えふさん、もういい。通常の対応に」

「はい、マスター」

　答えた瞬間に、えふさんは何事もなかったように立ち上がっていた。いつもの、遙たちの様子を優しく見守ってお世話をしようと待ち構えているような感じに戻る。慌てたように、ポケットからハンカチを取りだして顔を拭ふくと、もう泣いていたのが噓だったみたいだった。

「え、えっと……勇希さん、今のは……」

「遙さんがいう、えふさんは笑っていた、というのはこういうことだろう？　えふさんは、状況に対して最も妥だ当とうな反応を選択しているに過ぎない。笑っているのではないんだよ」

「で、でも……それをいうなら、ラブだって同じだったと思います」

　新進気鋭の科学者は、諭さとすように微ほほ笑えむ。

「ふむ。それは難しい問題だ。では、人間はどういう時に泣いたり笑ったりするのかな」

「それは……悲しい時に泣き、嬉しい時に笑う……ような気がします」

「大きく言えば、それで良いだろう。だけど、どういう時に悲しいか、どういう時に嬉しいか。それは個人的なものでもあり、状況的なものでもある」

　遙の質問が抽象的だと言ったのに、勇希はもっと抽象的だ。

「例えば、結婚式で感動して泣く、というのと、葬式で悲しくて泣く。同じ泣く行為でも意味は大きく違う。それに、行為自体は個人の経験や感情に依存する情動だが、社会的な枠わく組みの中で行動は決定されるのが基本で、推論して対応可能だ。ロボットは、この社会的な枠組みで感情表現を行うように作られている。特に人型ロボットが好まれるのは、この点が大きい」

「社会的……枠組み」

「えふさんが君たちといる時に微笑むのは、その方が仕事が円滑に進む為だ。そういうプログラムが搭とう載さいされている。また、常時接続されているネットで繫つながった多くの情報から、類るい似じ状況で最も社会的に適切だと推論される反応を選択しているに過ぎない」

「そんな……」

　遙は当惑したように微笑むえふさんを見る。

「……ラブがえふさんよりも非人間的に見えるのは、外部との接続を排した０ラブシステムの働きによりネット環境から情報を得られないことが大きい。人工頭脳に焼き付けられているデータと、断片的に積み上げられた経験情報だけでは、人間が望む反応を選択するのは難しい。だから、基本的には無反応を選択しているのだろう」

「でも、時々、私や先生に意見をしたりするんですよ……」

「それは、過去の経験で明確に判断出来る事例だろう。それに、ロボット３原則並みに基本的な要素に抵触するなら意見をいうはずだ。先ほど、倒れそうな明里さんを助けたように」

「あ……」

　そう言われればそうだ。あの時、ラブは再起動して初めて自発的に動いた気がする。

　だとしたら、明里さんの排除を提案した時も、私を守ろうとしたから……

「それに」

　重大な秘密を語るように、勇希は言葉を切る。

「人間同士だって、お互いの心を本当に理解することなど出来るのだろうか。自分の心すら、人間は自由に制御することは出来ない。えふさんと同じ事が、演技に長たけた人間なら簡単に出来るだろう。多かれ少なかれ、人間も自分を偽っている。ロボットのように」

　自分のことを言われたようで、遙は口ごもる。

「ロボットを人間に近づける試みは、人間の心を知ろうとする試みに似ている。人型ロボットを志こころざすものなら、誰もがそれを知っているのだよ。遙さん」

　話を聞いている雰ふん囲い気きで微笑むえふさんを見て、勇希は微笑む。

「少なくとも、人型ロボットが登場してからロボットの活躍の場は確実に増えている。単純な性能で言えば、単機能に特化したロボットには勝てない。しかも凄すさまじく高価だ。なのに人型ロボットは求められている。人は……判り合いたいんだ。ロボットとも」

「……欲張りなんですね。人間って」

　遙は、自分がどうしてラブの事がこんなに気になっているのか、やっと判った気がした。

　ロボットになりたかった私は、ラブに出会って……初めて判ったんだ。ロボットになりたかったんじゃなくて、ただ、本気に、家族に愛されたかっただけだってことに。そして、ラブの事を本当の家族のように思っていたから、絶対に離せないと思った。

「初めて戦争にロボットが投入されたころ、人型でも何でもないロボットが敵地に置き去りになったのを救出するために何人もの兵士が命を賭かけたそうだ。仲間を見捨てておけない、と。修理出来ないほど壊れたロボットに涙するのは、その頃から普通の出来事だったそうだよ。人型ロボットは、その究極形として生まれたんだ。人間の友達になる為のロボットとして」

「じゃあ……０ラブシステムは、とても素敵なシステム……だってことですよね」

「……判らないな。父さんも母さんも本当のことを話してくれていない。カムイが人を傷つける事が出来るロボットなのも事実。私には、まだ判断出来ない」

「私は……素敵だと思います。今、本当に判りました。だってラブは……ドーナツが好きだったんですよ。これって、凄すごいことですよね。ラブは……自分で好きだって感じたんですから」

　生徒の理解を褒めるように、勇希は頷うなずいた。

「そうだ。それこそが０システムの驚異だよ。だから……私も、この先に何があるのか見てみたい。今はそう思っている。でもそれも、まずは君たち次第だ。私がマスターでない以上、責任を取るのは、我が愛する弟なのだから」

「……私も、一緒に責任、取ってみせます」

「ふふ、頼もしいな……遙さん。妹同然のキミが、そう言ってくれるのはとても嬉しい」

　勇希は、今までになく優しい顔をした。遙もなんだか嬉しくて、久しぶりに笑顔になる。

「そうだ。事のついでにひとつ、私も質問があるのだが」

　思い出したようにぽん、と手を打った。

「以前、本気が口走っていたのだが『ハルカちゃん３原則』とはなんだ？　遙さんに関係あることだと思うんだが」

「えっ、ええええっ、あ、あのっ、あ、あたし……みんなを手伝わないとっ！　勇希さんっ、ありがとうございました！　少しだけ……楽になった気がしますっ！」

　意表を突かれた遙は、そう言うと脱だつ兎との如く逃げ出した。

「どうしたのかな、遙さん。聞かれたくないことだったようだ」

　首を捻ひねる勇希に、えふさんは優しく微笑むだけだった。




　遙がガレージの外に駆け出してから、本気たちは黙り込んでいた。

「……マジ、勇希さんの言ってたヒント、判る？」

　難しい顔をした康夫が聞く。残念ながら、俺にも心当たりがない。

「ここに必要なものは全部あるっていってたよな……」

「実は、このガレージの中にお父さんが残した凄い制御システムが隠されてて、それを見つけてつければこの歩行器が三倍の速さで動けるようになる……とかってことないの？」

　歩行器をつけたままの明里さんが、それなりに真剣な顔で周囲を見回す。流石さすがにそんな都合が良すぎる話があるとは思えない。

「たぶん、何か大きな見落としをしてるってことだよな。康夫、全部の計算をやり直そう。見ただけで判るんだから、外部構造から判断できるはずだ。シミュレートの確認だ」

「うん、そうだね。勇希さんの言ったこと……突き止めないと」

　康夫も頷く。明里さんは納得できない顔だ。

「んー、そうなのかにゃ～。なんか、そういうことじゃない気がするんだけどにゃ～」

　もどかしそうに頭をがりがりとかく。明里さん、それは美人が台無しです。

　とりあえず、全部の要素を再確認すると決めて俺と康夫はコンピュータにとりつく。明里さんは諦めたのか、歩行器をつけたまま座って上半身の筋トレを始めた。

　軽量化に努力しているとはいえ、下半身を覆おおう人工筋肉とフレームはそれなりの負担になる。バランスを取るために動かす必要がある上半身の力がかなり必要なのだ。

　ほどなくして、遙がガレージに戻ってきた。

「あ、ごめんね。ラブは、私が母おも屋やに連れて行くから」

「遙ちゃん、ちょっとまって――」

　何故か少し赤い顔をして、遙がラブと共に母屋に行こうとする。それを見て、明里さんが何か言おうとしたその時、ガレージに駆け込んでくる影があった。

「すまんすまん！　ちょっと遅れたけど、オレ、参上！」

　慎太郎だ。今日は来ないかと思ったのに。

「おお!?　どうしたどうした？　今日は珍しいな。もうテストしてないのか？　明里さんが疲れたんだったら、オレが代わるぜ。明里さんの残り香付きの筋肉スーツも着たいしな！」

　いきなりのハイテンションに、みんな苦笑いだ。

「何言ってるのよ。変態」

　不機嫌に言った遙に、康夫は肩をすくめる。

「あはは、まあ、慎太郎は今日、役に立たないかなぁ。さっき勇希さんが『必要なものはすべて揃そろっている』って言った時、いなかったもんね」

「あっ、なんだそれ！　よく判んねーけど、今、オレをバカにしたろ！　仲間はずれにしたろ！　オレ、そういうの敏感なんだからな！」

　慎太郎は、憤ふん慨がいしたように鼻を鳴らした。

「ってーかな、もっと仲間を頼るべきだって言ってたぞ！　まったく、その通りだぜ！」

「あれ？　慎太郎、勇希姉に会ったのか？　今、まさにそんな話してたんだけど……」

「えっ!?　あっ、お、おうっ、そ、そうなんだよ！　もっと仲間に頼れば、問題は解決するはずだ……そう言ってた！」

　動どう揺ようした感じに慎太郎はぶんぶんと頷いた。そんなに焦らなくても……

「うーん……」

　考え込む俺。気を取り直した遙は、ラブの手を取った。

「じゃあ、私とラブは邪魔にならないように母屋に……」

「待って。遙ちゃん。行っちゃダメ。一緒に考えよ？　どうやってロボコンに勝つか」

　そう言ったのは、明里さんだった。

「え……でも、私、全然ロボットの事なんか判らないですよ。ラブも、まだ感情が戻ってないし、私たちがここにいても、邪魔になるだけなんじゃ……」

「何言ってるの。遙ちゃんもラブも、ロボロボ部の部員でしょ。最近、全然参加してくれないから、部長としては……あ、違った、元部長としてはちょいと不満だったんだよね」

　そういって、明里さんはニヤリと俺の方を見る。

「どうせ、大河原くんが『ラブを頼む』とか遙ちゃんに言っちゃったんでしょ？　それで、遙ちゃんはラブちゃんのお世話、頑張っちゃってるんだよね」

　……図星だ。確かに、俺は遙にラブのことを頼んだ。俺の表情から自分の言葉の正しさを納得したように頷くと、明里さんは盛大に頭を振って見せた。

「なるほどねー。まあ、百歩譲ゆずって今まではラブちゃんの担当が遙ちゃん、歩行器ロボットの担当があたしたちだったんだとしても、残り十日もなくて、歩行器はまだ試作も完成しない状況なんだよ。そろそろ、部員の総力を結集してもいいと思わないかい？」

　明里さんは、イタズラっぽい笑顔を浮かべて、遙をちょいちょい、と手招きする。

　遙は素直にそれに従って明里さんの口元に耳を持っていき……いきなり、真っ赤になった。

「あ、あ、あ、明里お姉ちゃんっ！　なんてこというのよ―――っ！」

「あはははっ、だーかーら、これからは一緒にロボット作ろうね！　ラブちゃんも一緒に！」

　……一体、明里さんは遙に何を言ったんだろう。聞きたいような、聞きたくないような。

「う、ううう……」

　康夫達の前でお姉ちゃんなんて言ってしまったこともあり、遙は赤い顔で俯うつむいている。

　幸か不幸か、康夫も慎太郎も、そして俺もそれどころじゃなかった。

「みんなでやるのはいいとしても……結局、全面的にチェックするしかないよな」

「俺がまた二、三〇〇回、転べばいいんじゃね？　だいぶ休んだから、相当転べるぜ？」

「いや、時間がなさ過ぎて明里さん以外で実験してたら間に合わないよ。現実的には、今のままでバージョンを上げていくしかないんじゃないかな。地道な作業だけど」

　気がついていなかったけど、俺たちは、勇希姉のお蔭かげでかなり気合いが入り直していた。このメンバーで出来る、そう言ってもらえたのは、驚くほど力になっている。真っ赤になった遙が、俺のところにやってきた。

「本気くん、私と会長は体型が近いよ。私なら、実験台になれる？」

「はは、体型が近い？　何言ってるんだよ。バストのサイズが三つ四つ……ごめんなさい」

　遙の提案を慎太郎が一いつ蹴しゆうして、当然の如くひと睨にらみで撃退された。

「うーん、気持ちは嬉しいけど、ほんの少しの差でバランスは変わっちゃうんだ。たぶん、慎太郎よりマシだとしても、結果は大きく変わらないと思う」

「そっか……やっぱり、私、役に立たないなぁ。ラブのお世話も、キチンと出来なかったし」

　寂しそうに、遙はラブと俺を交互に見つめる。ラブと遙の視線があう。

　その時、遙に向かって……ラブが発言の機会を求めるように一歩踏み出した。

「意見を言った方がよろしいですか？」

「え……？」

「遙さんは、同様の表情をされている時に意見を求められる事が多いので、そのように類推しました。間違っていますか？」

　遙は、息を吞のむ。そばにいる間、ラブはずっと遙の事を観察していたのだ。遙の気持ちが、一番よく判るようになっているんだと思う。

「うん……言ってみて」

　絞しぼり出すように、遙は頷いた。ラブも、頷き返し、そして語り始めた。

「マスターの作られた歩行器ロボットの制御系には、複数の問題点があります。ひとつ、構造的欠陥。下半身のみにサポート用のフレームをつけるのは応力的に不十分です。シミュレートの要件不足で計算外になっていますが、上半身にも必要と推論されます。次に……」

　奔ほん流りゆうのように流れ出す問題点。更にはその解決策。制御プログラムの欠点すら、コマンド行単位で予測している。あまりの勢いに、俺たちは絶句した。

「ちょっ、ちょっと、これって……」

　康夫の顔が、驚きを超えて、次第に満面の笑顔に変化していく。俺も、たぶん同じだ。

「そっか……０ラブシステムは動いてなくても、最高レベルの人工頭脳は生きてるんだもんね。ラブちゃんは、最新型のコンピュータと最高レベルの感覚センサーを併あわせ持つロボットなんだから……見てるだけで、問題点くらい指摘できちゃうんだ……」

　明里さんですら、少し惚ほうけるようにラブを見つめる。

「なるほどぉ！　仲間を頼れば解決ってこのことかっ！　さすがご主人様っ！」

　慎太郎が訳の判らない事を言っている。勇希姉に変なあだ名つけるなよ。

　次々と問題点を指摘するラブに、遙がゆっくりと近づいていく。

「……ありがとう、ラブ。ずっと、あたしたちのこと、考えてくれてたんだね」

「感謝の言葉を頂きました。ありがとうございます」

　ラブは、そういうと……少しだけ引きつるような、複雑な顔を作る。それは……０システムを失って以来、ラブが初めて見せた表情だった。

　それは、笑顔だった。どこかで見たようなそれは、教室で遙が必死で作った顔だ。

「友達とは、フレンドリーに。これでよろしいでしょうか、遙さん」

「うん……うん、やっぱり、ラブなんだね。ここに、ラブはいるんだね。信じてたよ。ラブ。ありがとう……マジくんを、あたしを助けてくれて」

　遙は目に涙を浮かべている。でもこれは、うれし涙だ。俺も、胸にこみ上げるものがあった。

「ありがとうラブ……絶対、直してやるぞ。この歩行器を完成させて、な」

　無表情なままのラブの奥に、優しい心が眠っているのを見つけてくれたのは、間違いなく遙だ。遙が、ずっとラブのそばで頑張ったから、ラブはこうして俺たちの苦境を見つけてくれた。

「……よーし、これでフルメンバーってことよね！」

　元部長のはずの明里さんが、堂々と胸を張ってみんなを見回した。

　俺たちは姿勢を正して明里さんの言葉を待つ。

「ぜったい歩行器を完成させて、優勝するわよ！　あたしたちなら、必ず出来る！」

　俺たちは力強く頷いた。その言葉、必ず実現する。そう思えたから。




　俺たちは必死でラブの指摘した内容を記録した。

　言われてみれば、ということから想像していなかったことまで多た岐きにわたる問題点が一気に明らかになる。ラブは、質問すると的確な図面もフリーハンドで作成してくれる。今まで苦労していたのが噓みたいだった。

「マジ、これなら……なんとか間に合いそうだよ。部品を作ったり、組み上げるだけでも期間ギリギリにはなっちゃうだろうけど」

　ざっと書き出された問題点を確認して、康夫は笑顔になる。慎太郎が、まるで自分の手柄みたいに腕組みして頷いた。

「うんうん。こういうズルっぽいの、オレ大好き！　上う手まくいけばなんでもいい！」

「こら、違うよ、慎太郎くん。言ったでしょ、持ってるものは何でも使っていいって。ラブは、大河原くんの所有物なんだから。高校生が超高性能コンピュータを持ってたからって、それはズルにはならないよ。それに、ラブちゃんが作ってくれるわけじゃないんだから」

　明里さんは、俺の方を見た。俺は頷く。慎太郎は不満そうに声をあげた。

「な、なんで？　ロボ子の製図能力とか見たろ？　以前のドジっ子とは違って今は本当にクールな人型ロボットなんだぞ！　組み上げの難しいフレームや、面倒な制御プログラムだって、ロボ子にやってもらえばすぐじゃん。電気ドリル使うのと同じだって！」

　一気にすべての問題が解決したような言い方をする慎太郎の言うことも一面的には正しいんだと思う。だけど、俺は首を横に振った。

「そんなことしたら、母さんを説得できないよ。それに、それ以上に、俺たちの夢なんだから、自分でやりたいだろ？　問題点の指摘とアドバイスで十分だよ。後は、俺たちでやろう」

「な、なんでそんな大変なことしようとするんだよぉ……ま、らしいっちゃらしいけどよ」

　情けない顔をする慎太郎。でも文句はなさそうだった。すぐに人工筋肉をめんどくさい手順に従って分解し始めた。康夫も、ラブの書き出したプログラムの問題点とにらめっこしている。

「よし……俺もやるか！」

　俺も作業を始めようとした瞬間、近くから待ったがかかった。遙だ。

「ダメ！　本気くんは休憩よ！」

　腰に両手を当てたその姿は、どう見ても優等生モードだ。さっきまでの良い雰ふん囲い気きはどこかに吹き飛んでいた。というよりも、これがみんなの前にいる時の普段の遙な訳なんだけど……

「え、えっと……なに？」

「なにじゃないわ。そのクマについて、私の方が説明して欲しいくらいよ、本気くん。それにこないだは朝ご飯も食べずに学校に来て、早弁してたわよね。そんな体調で歩行器作りなんてしても、ケアレスミスをするに決まってるでしょう。たしかに予選の日は迫ってきてるけど、いまここで本気くんが倒れたら本も子もないわ！」

　ぴしりと言い切った遙。い、いや、今そんな正論言われても……せっかく、前に進めそうな感じになってるのに。

「ラブ、本気くんのお部屋に行って、ベッドの用意をしてきて。ひとりで出来る？」

「ベッドメイキングは学習済みです」

「あ、お布団を干してなかったら、布団乾燥機をつかってふかふかにしてね」

「了解いたしました」

　ラブが丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをして、去っていく。そして遙は俺にだけ聞こえる小さな声で、囁ささやいた。

「……マジくん、ずっと言いたかったんだけどハルカちゃん３原則違反だよ。ハルカちゃん３原則その２に反してると思う！」

　ハルカちゃん３原則その１、遙のお世話をすること。そして、その２は、その１に反しない限り、俺は自分の身を守らないといけない。

「……あ」

　遙のお世話がおろそかだったし、このフラフラの身体は自分の身を守ったとは言えない。

「ふふっ、遙ちゃんの言う通りだね。これまで誰よりも頑張ったんだもん。目鼻が付いたところで、少しくらいは休憩してもらわないとね」

「で、でも……」

　周囲を見回すと、康夫も慎太郎もウンウンと頷いている。そんなに俺、疲れてるのかな。

「もー、勇希さんにも言われたでしょ！　そんなクマ作ってて、いいロボット作れるわけない！　マジくんは、休きゆう憩けいしなきゃだめ！」

　いつもの調子が戻って来た遙の顔を見ていると、なんだかホッとしてきた。ラブが壊れて以来、そういえば布団で寝たことも数えるほどしかない気がする。

「じ、じゃあ……休ませてもらおうかな。確かに、ちょっと疲れてたかも……」

　自覚した途端、疲労から来る空腹感やめまい、そして何よりも激しい睡魔が襲ってくる。

　ふらついた俺の身体からだを、支えたのは遙だった。

「ほら、もう！　仕方ないんだからっ！」

　口ではイヤそうな演技をしつつも、俺の身体にしがみつくように支えてくれる。

　仲間達が心配そうに俺の顔を覗のぞき込む。

「うわっ、マジ大丈夫？」

「友よ、安らかに眠れ」

「こら慎太郎、勝手に殺さないで。でもやっぱり遙ちゃんの言うとおり、大河原くんは休憩が必要そうだにゃ～。まあ、頑張りすぎた分、今日は休んだら？　ラブちゃんのアドバイスまとめておくからさ」

　大丈夫、と言いたかったけど、全然身体に力が入らない。

「みんな……なんかごめん」

「さあ、本気くんは母屋で休む！　明里会長、高倉くん、川森くんは作業してください。私は本気くんを部屋に連れて行って、みんなのための軽食を作ってきますから！」

　強気でしっかり者の委員長、久遠遙が戻って来た。俺は遙に支えられて母屋を目指す。

「ごめんな、遙」

「……ううん、あたしこそ、ごめんなさい。もっと早く……マジくんを支えてあげたかったよ」

　みんなから見えなくなった途端、遙は強く俺にしがみつく。絶対に倒れさせない、とでもいうように。俺は、睡魔と戦いながら返事をした。

「何言ってるんだよ。遙は、ずっと……」

　大事な事を言おうとしたのに、俺の身体はもう動かなかった。リビングに辿たどり着いた途端、崩れるようにしゃがみ込む。

「マジくんっ！　もう少し頑張って」

　遙は固く固く俺を抱きしめてくれた。それが、まるで夢の中の出来事みたいに感じられた。不思議なほど幸せな気分で、俺は眠りについたのだった。




　意外なほど逞たくましい本気の身体を何とか支えて、遙はリビングのソファまで連れて行く。

　汗とオイルの臭においが遙を包み込む。それは、とても落ち着く匂いだった。

（……ふふっ、お父さんとお母さんからも……同じ匂いがしたな）

　決して大柄とはいえない遙にとって、本気を運ぶのはかなりの重労働だった。

　だけど、ラブもガレージの仲間達も、呼ぼうとは思わなかった。

「んしょ……んしょ……」

　なんとかソファに本気を寝かせた時、作業を終えたラブが戻って来た。

　無表情な顔で、寝息を立てている本気を確認し、遙を見る。

「遙さん、マスターを部屋まで運搬しますか？」

　ラブはこともなげに告げた。ラブの力なら、簡単に運べるのは間違いない。遙は、少しだけ迷った。部屋でゆっくり寝かせてあげたいけど、動かしたら起きてしまうかもしれない。

「うーん、もう少しだけ、ここで寝かせてあげよう？　あ、すぐにサンドウィッチ作るから、ガレージ持って行ってあげて。それから、歩行器の改良、手伝ってあげてね」

「了解しました」

　遙が手早く作った軽食を持ってラブがリビングを出ると、本気と二人きりになる。

　本気が起きないように部屋を暗くして、遙は本気の油まみれの顔を見つめる。

「もう……マジくんってば、いっつも頑張り過ぎだよ」

　ほっぺたを膨ふくらませて大切な人に顔を近づけると、彼はいきなり寝返りを打とうとした。

「ん、んん……」

「きゃっ」

　顔が至近距離に近づいて、遙はドキドキしながら顔を離す。本気の身体は、半分ソファからずり落ちそうになっているけど、起きる気配はなかった。

「あ、ちょっと……危ないかな。えーと……そうだ」

　遙は、意外に重い本気の頭を持ち上げて、その下に膝をいれる。ソファに座って、本気を膝枕する体勢になった。柔らかい吐息を太ももに感じて、遙は安らかな気持ちになる。

「えへへ……膝枕してあげるのなんて、何年ぶりかなぁ。マジくん、すっごく小さな頃は時々交代で膝枕してたのに、今は全然そんなことさせてくれないもんね。マジくんのけちんぼ」

　小さな声で囁ささやく。全然起きない本気に、遙はクスクス微ほほ笑えんだ。こうやって二人きりでいるのは、とても久しぶりのことなのだ。ラブに教えられて、相手を縛しばるのではなく支え合おうとした矢先に、ラブとカムイの問題が起きた。それ以来、激動の日々だったのだ。

「でも、遙、今回は結構……我慢して頑張った、よね」

　ラブの前で取り乱さないように。ラブや明里の為に頑張っている本気を支える為に、遙は、今までになく我慢を重ねて来たのだ。本当は、毎朝起こしに行って本気の布団に潜り込み、エネルギーを、温もりを吸収したかった。時々、本気に抱きついて確認したかった。

　自分が、ひとりぼっちじゃないってことを。

　マジくんエネルギーは、遙にとっては生きていくのに絶対必要な支えだった。天涯孤独になってしまった遙を、家族だと言ってくれる大切な男の子との絆きずなだった。

　何でも言うことを聞く。そう約束したのに、自分からは触れてもくれない男の子との微妙な関係。もちろん、一緒にいるために、約束を守らなければいけないけれど。

「……遙、エネルギー不足だよ。判ってる？」

　そういうと、遙は次第に本気に顔を近づけた。膝枕というよりも、本気を抱きしめているように見える。遙は、本気の顔についた機械油をそっと指で拭ぬぐった。顔を寄せていく。

「マジくん……」

　本気の吐息が掛かるところまで、遙が顔を近づけ……そっと、目を閉じた時。

「遙さん」

「ひゃうううっ！」

　いきなり掛かった声に、遙は飛び起きた。

「な、な、な、なにっ、ラブっ！　どうかした!?」

　割れんばかりに音を立てている心臓を抑えつつ、ラブの方を見た。暗くしてある部屋では、ラブの表情は判らない。きっと私の顔も判らないはず、落ち着け自分……遙は心の中で何とか動どう揺ようを抑え込む。しかし、ラブが淡々と事実を指摘する。

「遙さんの体温、心拍数異常。発熱の疑いがあります」

「そ、そんなのいいからっ、どうしたのラブ。歩行器のお手伝い終わったの？」

　取り繕つくろいきれず遙は悲鳴のような声をあげた。ラブは、首を横に振る。

「いいえ。作業は始まったばかりで、本日中に終わる可能性はありません。先ほど言いかけた件で、明里さんが遙さんにお願いがあると仰おつしやっています」

「……判った。明里さんだけ、こちらに来てもらって。それから、康夫くんたちには、今日はマジくんは起きられそうにない、このまま寝かせるから続きは明日にしてって伝えて」

「了解しました」

　ラブは、頷うなずくとガレージに戻っていく。遙は、それを見送ってから本気の顔を見つめ……大きくため息をついた。さすがに、もう一度トライする勇気はない遙なのだった。




　大河原家のお風ふ呂ろは、それなりに大きい。しかし、今日はかなり手狭に感じられた。

「いやー、悪いねえ遙ちゃん。手伝ってもらっちゃって」

「気にしないでください。確かに、マジくんたちじゃ無理ですよね」

　お風呂に入っているのは、明里と遙、そしてラブだった。ラブは、明里の身体を支えるようにして湯船にいる。遙は、少し赤い顔をして遙の歩行用スーツを洗っていた。

「歩行器で転ぶのはいいんだけどさー。トイレにいくのも難しくて困っちゃうよね。正直なところ、いつ『これ脱がせて！　トイレに行きたい！』って言っていいか判んないんだもん。周りは男子ばっかりだしさー。松まつ葉ば杖づえでトイレに行くの大変なんだよねー」

　女の子同士の気安さか、明里は湯船でため息をつく。

「すみません。早く気付いてれば良かったですね。私かラブがいればお手伝い出来たのに」

「あはは、いいっていいって。それにね、最初のうちは全然平気だったんだよ。車くるま椅い子すも松葉杖も慣れたもんだし。でも、何度も転ぶから、打ち身が痛いんだにゃ～。しかもスーツって脱ぎにくいんだよね。すっごく汗かくし。お風呂入れて助かったよ～」

　真っ白な明里さんの身体には大きなあざが至るところにある。特に転んだ時に身体を庇かばうからか、手や脇腹には痛々しい痕が残っていて、確かに松葉杖を使うのは痛そうだった。

「……でも、だからって『このままいなくなったら、マジくんにトイレに連れてってもらって、着替えも手伝ってもらうから』っていうのは、無茶だと思います」

　口を尖とがらせて遙は抗議した。実はそれが、明里が遙に耳打ちした内容だった。

「えー、なんで？　あの三人の中だったら、他に選択肢しないんじゃないかにゃ～」

　明里は、目をくりくりさせながら言った。ラブは、黙って明里の身体を支えている。

「そんなっ、顔は、高倉くんが一番カッコイイですよね」

「えー、あたしは趣味じゃないなあ。それに、みんなに優しいっていうのは、必ずしもプラスじゃないような気がするにゃ～。やっぱ、自分だけの王子様が欲しいよぉ」

　夢見るように言うのは構わないと思うのだが、その対象が本気だと言われると遙は気が気ではない。明里さんは、それが判って言っているのだから始末が悪い。

「もうっ……明里お姉ちゃんの意地悪」

「えへへっ、でも……本当に取っちゃおうかと思う時、あるなあ。最近の本気くん、すっごくかっこいいよね。目標を決めたら一直線、みたいな」

「お姉ちゃん……うん、あたしも、そう思う」

　遙と明里は、頰を染める。黙って会話を聞いていたラブが、突然口を開く。

「質問です。マスターは、格好いいのですか？」

「えっ……う、うん。あたしは、そう思うけど」

「あれ？　ラブちゃん、なんでいきなりそんなこと聞くの？　知りたくなった？」

「はい。格好いい、は今までなかった要素です。また、お二人の表情もいままでと違います。記録する必要を認識しました」

　遙と明里は、顔を見合わせた。

「やっぱり……少しずつ良くなってるよね、ラブちゃん」

「心が動いてなくても、記憶は積み重なるんだと思います。ラブは、ラブ自身も……早く良くなろうと頑張ってるんですよ」

　二人は、ラブの白い身体を抱きしめる。ラブは、無表情に動きを止めた。

「理解不能です。なぜ、私を拘こう束そくするのですか？」

「……違うよ。これは、ハグしてるの。抱きしめてるのよ」

　明里が優しく説明する。遙も、微笑んだ。

「こうすると、温かいでしょ？　この温かさは、エネルギーだと思うんだ」

「熱量が移動するということでしょうか？」

「ふふ、そうじゃなくて……心のエネルギーが伝わるんだよ。ラブは、きっと判るよ」

　そう言うと、遙と明里は、ラブを温めるように抱きしめ続ける。

　ラブは、しばらく凍ったように固まっていたが……おずおずと、二人を抱きかえす。

　その仕草に、遙と明里は、微笑みを止められなかったのだった。




　翌日、俺は学校を休んでしまった。軽く熱を出してしまったのだ。

　しかも、運悪く遙に着替えをするところを見られてしまい、カムイにつけられた肩の傷が治っていないと気付かれてしまったのだ。

「もうっ、なんでそんな無茶するのっ！」

　ラブの皮ひ膚ふ再生にも使う細胞賦ふ活かつクリームを使って治療しているから心配ない、と言っても遙は全然納得してくれなかった。おかげで一人、留守番の憂うき目を見ている。

　いや、一人じゃなかった。遙はラブを身の回りの世話においていってくれたのだ。そうは言うけれど、ラブは何も出来なくなってるからなぁ、そう思っていたら大間違いだった。

「マスター、お粥かゆをお持ちしました」

　普通の食事が出来るというのに、ラブは遙に指示されたといってお粥を作ってくれた。

「うん、ありがとう……驚いたな。お茶もいれられなかったのに」

「遙さんの調理行動をトレースしました。大量の凡例を得たので、かなりの精度で作業を類推できます。レシピをご指定頂ければ、料理指南本を確認してトライも可能です」

　そうか……俺は尊敬の念を抱いてしまう。ロボットのことは全然判らないはずの遙は、子どもに料理を教えるように、何度も何度も繰り返す事でどういう風に行動すればいいかをラブに教え続けていたんだ。０ラブシステムが回復したら、無駄になるかもしれないのに。

「それで、ラブは感情が理解できるようになったの？」

「質問の意図が不明です……ですが」

　ラブは、無機質にそう答えて……なぜか、躊躇ためらうように言葉を継いだ。

「遙さんが、マスターが私にそれを期待していることは理解しました。ですので、私は感情を学習できるよう情報を収集し、マスターたちの意図に沿う事を優先事項と認識しています」

　ラブの回答は、まだ０システムが持っていた『心』そのものみたいな曖あい昧まいさや感受性を持っていない。だけど……なんだか、少しずつ彼女は、もとのラブに戻りつつあるのだろうか。

「ラブ、ドーナツ食べるか？」

「…はい」

　俺は、立ち上がると遙がいつも買い置きしているドーナツを取りだした。

　並んで座ってドーナツを渡す。ラブは、一口囓かじる。

「どうだ？」

「美お味いしい、という回答が正しいと学習しました。でも……」

　ラブの無表情な顔が、悲しそうに見えた。

「私には、成分分析は出来ます。この味を美味しい、と登録することは出来ますが、これはおそらくマスターたちの希望通りの回答ではありません」

「……ラブ」

　俺は、思わずラブを抱きしめた。無表情なのに、とても辛つらそうに感じられたから。

　これは、ラブが辛いと感じているわけじゃないのかもしれない。俺が勝手に感情移入しているだけなのかもしれない。だけど、俺はそうせずにはいられなかった。

「……温かいです。マスター」

　ラブは、無表情なままなのに、何故か……感情を感じさせる声で呟つぶやいた。

「抱きしめると、エネルギーが伝わる。そう遙さんが言っていました」

「はは、遙はそう言うよな。マジくんエネルギー、とかいって抱きついてくるんだ。ラブも、よく真ま似ねしていたよ」

「……ラブは、理解しました。確かに、エネルギーを感じます」

　美しいロボットは、そう言うと俺の身体を抱き返す。少しビックリしたけど、その仕草はとても自然だったので俺は、そのままラブを抱きしめていた。

　その言葉が、動作が、どれだけ不思議で意味のあることだったのかに俺が気付くのは、ずっと先の事になる。




「おー、意外と元気そうじゃねーか！　へへっ」

　放課後の時間になると、新ロボロボ部のメンバーがガレージにやってきた。慎太郎は、そう言って鼻の下をこすった。心配していたのがバレバレだ。

「遙が大げさなんだよ。大丈夫、今日もやるよ」

「はは、無理しなくてもいいのに。ラブちゃんがいたらマジがいなくても大丈夫かもよ」

　軽口を叩く康夫。そういいつつも、昨日作ってきたらしい作業リストを渡してくれる。

「はい、これがマジの担当分。最低三日はテストしたいって考えたら、五日間で全部やらなきゃいけないけど……大丈夫？」

「なんとかするよ」

　予想以上の項目数にげんなりしつつも、俺は頷うなずいた。

「よーし、みんな来てるね！　今日から総力戦だよー！」

　一発で場を明るくする車くるま椅い子すの明里さんは、珍しく三人連れだ。

「ラブ、お待たせ。マジくんの看病、お疲れ様」

　一人は言うまでもなく遙で、もう一人は、予想外の人物だった。

「ち、ちょっと、どーして私まで手伝わなきゃいけないのよ！」

「えー、だって部長でしょ？　宮武さん」

「そんなの名前だけじゃない！　ここに入るのだってロボットにいじめられるのに！」

　不満げに逃げ出そうとする部長を、平部員の明里さんがまあまあと宥なだめる。

「小さな過去を根に持っちゃいけないにゃ～。それとも何かい？　全校放送で『富とみ子こ～』って呼び出されたいのかにゃ？　手伝ってくれたら名字で呼ぶだけじゃなく、好きな呼び方で呼んであげても良いよ？　もちろん、遙ちゃんも約束してくれるよね？」

　水を向けられて、遙は不ふ承しよう不ぶ承しようという感じに頷く。

「……まあ、あまり変な呼び方でなければ」

「ホント!?　ホントに!?　遙っ、約束してくれる？　それなら私、新聞部お休みしてロボロボ部お手伝いするわ！　写真も取材も、ここではやらないっ！　約束するっ！」

「……なんて呼んで欲しいの？」

「うーん、私に、遙の親友である私に相応ふさわしい呼び方がいいな。そう……キャシー！　今日から、私の事はキャシーって呼んで！」

「帰って良いわ。富子」

「ああっ、なんでっ！　猫の手だって借りたいんでしょ！」

「……このアラシの手で十分よ。ばいばい、部長」

「ああっ、ひどい！　生徒会長！　こんな横暴許して良いんですか！」

「あはは、まあまあ、ここからの宮武さんの働き次第ってことで」

　車椅子の策士は、人の悪い笑みを浮かべる。

「よ、よーし、これでも私、科学系の記事だって苦手じゃないんだから！　んー、よし、川森っ！　あんたやってる作業、私がやるから！」

「えっ、えええ!?　お、オレはどうするんだよ」

「そんなの自分で考えなさいよ！」

　宮武は、腕まくりしながら慎太郎と並んで力仕事を手伝い始める。

「明里さん、どういうことなんですか？」

「持ってるものを全部使えって、勇希さんも言ってたでしょ？」

　来客はそれだけじゃなかった。

「あーっ、こ、こらーっ！　あ、あなたたち、どうして活動してるんですかーっ！」

　何故か裏口のセキュリティを抜けて、公恵先生までやってくる。

「遅かったですね、先生。じゃあ、あたしが歩行器ロボットを着るの、手伝ってもらえますか？」

　落ち着き払っているところを見ると、明里さんの手引きというか罠わなだったみたいだ。

　先生はふるふると震えてて怒りを露わにする。でも、何故かすぐにすとん、と肩を落とした。

「……ま、たぶんこうなってると思ってたんですけどね。学校にばれたら覚悟してくださいね」

「ロボコンに優勝してからなら、いくらでも処分は受けます。あたし、このメンバーで大会に出たいんです。ぜんぶ、あたしの責任にしますから……先生、お願いします」

　明里さんは、まっすぐに公恵先生を見つめる。先生はため息をついた。

「はあ……これは私も減げん俸ぽう間違いなしですね。ロボコンで賞金が出たら、打ち上げのお金はそこから出してくださいよ。先生は、ビールの飲み放題もつけて欲しいです」

　そういうと、公恵先生は手早く歩行器ロボットの構造を確認すると、明里さんと協力してテストの準備を始めてくれる。結局、公恵先生はこういう人なのだ。

　タイミングを同じくして、今や最大の味方となった人も来てくれた。

「ほほう、どうやら気付いたようだな。我が愛する弟よ」

「……勇希姉のお蔭かげだよ」

「違う。お前の、お前たちの力だ。私も、最初から協力的だったわけではない。人が、人の心が他人を動かす。これがロボットにない、人間の力なのだ。私は、最近強くそう思う」

　勇希姉の言うとおりかもしれない。一緒に来てくれたえふさんも微ほほ笑えんでいた。

「お掃そう除じや皆さんのお食事のお世話は私がいたします。頑張ってくださいね」

　仲間たちの力が、ガレージに明かりを灯していくみたいだ。

　絶対に完成させる。固い決意のもと、俺たちは必死に歩行器ロボットの開発に取り組む。

　だけど……ロボットコンテストは、もう目前に迫っていたのだった。














第五章　ロボットは夢を見るか









　ロボットコンテストは、20世紀の昔から色々な形で行われているイベントだ。

　科学への関心と技術の向上を目的として、様々な形で行われている。

　この国で「○○ロボットコンテスト」ではなく「ロボコン」と言われるのは、高校生、大学生、一般、企業部門等に分かれて行われる「日本ロボットコンテスト」だけだ。

　ＴＶ中継もあるし、上位入賞すれば一流企業への就職も約束されるとあって、理系学生たちにとってはインターハイのような位置づけになっている。

　地方予選を勝ち抜くと本戦に出場出来るのだが、出場校は年々増加しており同じ学校からもロボット部と物理部と科学部が別の団体として参加するなど、ロボットの普及とともに大きな大会になっていた。一年がかりで研究の成果を発表する大切な場だ。

　本もと気きの姉、勇ゆ希きは数年前のこの大会で優勝していた。著名なロボット工学者である大おお河が原わら夫妻の、しかも美び貌ぼうの娘が鮮烈なデビューを飾った事は大きく報道された。

　幸か不幸か、その有名な一家にもう一人、ちょっと変わった少年が存在している事を、まだ誰も知らなかったのである。




　ロボコン前夜。俺は最後の調整をするためにガレージにいた。明あか里りさんたちは、明日に備えて早めに帰宅してもらっている。秋の夜長、明るい満月がガレージの奥まで光を届けている。昼間の喧けん噪そうが噓みたいな感じだった。そんな俺を、まっすぐに立ったラブが見つめている。

　ラブの足下に、機械仕掛けの猫がじゃれついた。アラシだ。ラブと遙はるかの為に作ったペットロボは、言ってみれば歩行器ロボットの先輩格とも言える。

「こら、アラシ。うろうろするな。ネジ一つでもなくなったら探すの大変なんだぞ」

　ネジならともかく、厚さ１ミリにも満たない小さな部品もあるのだ。ラブが表情を変えず、機械的に両手を差し出す。

「アラシ、マスターの邪魔です。こちらにどうぞ」

「にゃあ」

　アラシは当然のようにその手に収まると、月明かりに目を輝かせる。

「ありがと、ラブ。最終調整は、しっかりやっておきたいから。もう少し待ってくれ」

「了解しました」

　彫像のように立つラブの目は、何も映していないように見える。でも、今は判る。表面には出て来ていなくても、その奥にラブはいるのだ。

「マジくん、まだやっているの？　お風呂冷めちゃうよ」

　パジャマ姿の遙が、ガレージのドアを開けた。上気した頰ほおと、石せつ鹼けんの匂においがする。

「もう少しなんだ。バランス調整の為のレーザーセンサーはすぐに汚れたりズレたりするから……カメラのレンズも埃ほこりが付きやすいから、使ったら全部バラして掃除しないと」

「明里さんたちが帰る前に、さんざんチェックしたじゃない」

「そうだけど。やっぱ、気になるだろ」

　話しながらも、俺は手を止めない。やり残しのないように、片かたっ端ぱしからチェックしていく。

　ラブが感情を失ってから、一ヶ月。真剣にロボコンに取り組み始めてからも同じ位だ。

　これまでの人生で、これほど必死に何かに打ち込んだ事はないと思う。遙の、勇希姉の、ラブの、ロボロボ部の仲間達の助けがなかったら、絶対に無理だった。

　宮みや武たけや、公きみ恵え先生が雑用や参加手続きをやってくれなかったらこの速度で作業するのは無理だっただろう。明日の会場入りも、先生が車を手配してくれて、それで向かう事になっている。

　これだけ頑張って、辿たどり着いたら歩行器ロボットが動かない、なんて事になったら笑い話じゃすまない。大会で優勝して母さんに認められ、ラブを修理する手伝いをしてもらうんだから。

「絶対、優勝しなきゃ、いけないんだ」

　レンズを磨みがきながら、俺は自分に言い聞かせる。今まで、こんな風に思った事はなかった。

　どうしても得たい結果がある時、努力しても努力しても不安になるなんて知らなかった。

　五ご里り霧む中ちゆうで歩行器ロボットを作って来た。ほんの数ヶ月前に苦戦していた自分が信じられない。単なる自立歩行ロボットなら、今の俺たちはおそらく苦もなく作れてしまうだろう。ラブが来てからの濃密な日々が思い出される。

「……マジくん」

「お、おいっ、こらっ、危ないって。俺、精密部品扱ってるんだぞ」

　いきなり、遙が背中にのしかかる。少し濡れた髪、しっとりした肌、柔らかくたっぷりした感触とミルクのような甘い匂いに、俺は慌ててしまう。

「マジくん、大丈夫だよ。マジくん、頑張ったもん。遙、知ってるよ。マジくんが、すっごくすっごく、頑張ってたこと。だから、大丈夫。遙が保証する」

　ぎゅっ、と俺の背中を包むようにして、遙が囁ささやく。すっ、と力が抜ける気がした。

「べ、別に俺、緊張なんかしてないぞ」

「……噓ばっかり。マジくん、遠足の前の日だって寝られないタイプだもん」

　強がった俺に、遙が笑顔を見せる。くそ、幼おさな馴な染じみはこれだからタチが悪い。

「そんなの昔のことだろ。もう高校二年なんだぞ！　その頃と同じじゃない」

「……遙も、高校二年生だよ。もうすぐ16歳になるんだよ。結婚だって、出来るんだから」

　遙は俺に摑つかまる両手に力を込める。それにドキドキしている自分がなんだか恥ずかしくて、どうしていいか判らない。

「は、遙？」

　声が裏返っているのが判る。遙は何も答えない。代わりに、その様子をずっと黙って見ていたラブが口を開いた。

「マスター、質問です。遙さんは……エネルギーを補給しているのですか？」

「……は？」

　思わず聞き返した俺の代わりに、遙が明るい声で返事をした。

「そうだよ。マジくんエネルギーを補給しているの。ラブも補給しよ！　おいで、ラブ」

「了解しました」

　手招きされるままにラブは俺にしがみつく。遙は、そんなラブごと俺を抱きしめた。

「お、おいって！　俺、部品持ってるから動けないんだけどっ」

「ラブ、マジくんをぎゅーってしてあげて。そしたらマジくんエネルギーを吸収できるよ。ＭマジＰポイントっていうの」

「ＭＰ。了解。学習しました」

「おいおい、遙……」

　適当な事を言う遙をいい加減止めようと深呼吸する。

「それに……」

　俺が何か言う前に遙は、硝子ガラス玉みたいな目で俺たちを見つめるラブに微笑む。

「それにね、きっとマジくんにはあたしたちのエネルギーが届くよ。遙のエネルギーとラブのエネルギーで、マジくんに大丈夫だって教えてあげよう。ぎゅー」

「了解しました。ぎゅー」

　無表情なままでラブは遙に倣ならう。二人の家族の温もりが、俺を包む。

「遙……ラブ……ありがとう」

　温もりが心を満たして、俺の焦りを溶かしてくれた。

　俺はそっと電子部品をおいて二人を抱きかえす。この温もりを守る為に、俺は頑張れる。

　明日は……きっといい日になる。そう思えたのだった。




　眠れない夜を過ごしているのは、本気だけではなかった。

　明里は、愛用の車くるま椅い子すを念入りに磨みがいて大切そうに話しかけた。

「いやー、世話になったね。あたしの可か愛わいい車椅子ちゃん。まあ、これからもきっとお世話になるけど、これからは仲間が増えて、少しだけ楽になると思うよ？」

　明里の使っている万能車椅子は、歩行器同様、一種のロボットだ。明里が生活に必要な行動を取れるように制御する人工頭脳を搭とう載さいし、長く彼女を支えてくれた。

「歩行器にはブースト機能がついてないのが残念だにゃー。自由に動けるようになるのはいいけどね。ああ、ごめんごめん、キミはキミで最高なんだよ」

　車椅子を撫なでる明里に、車椅子がキシキシ、と微かすかにきしむ。気にするな、と言っているようだった。明里は頷うなずいて、今度は自分の両腕と身体中に湿しつ布ぷ薬やくを貼り始める。

　真っ白な明里の肌は打ち身だらけ、全身にひどい筋肉痛も抱えている。

「かなり頑張ったんだけど……転ばないといいなあ」

　ラブの指摘した問題点を改善した結果、歩行器ロボットは劇的に進歩していた。

　新ロボロボ部の出場する「高校生自由課題」部門は、競技時間は10分。事前に大会実行委員会に申告してあるパフォーマンスを実行し、その難易度と完成度を競う。去年の覇は者しやは飴あめ細ざい工くロボットだったそうだ。見たものをあっという間に飴細工で再現するという作品で、明里もネットで見てずいぶん感心した。その前の年は、小型の軽かる業わざロボットで綱つな渡わたりやバク転をしたらしい。人間が直接操作するロボットは、何年も優勝していなかった。

「……あはは、10分かあ。なんとか頑張れるかにゃ～」

　ギリギリまで粘ってロボコンに提出したアピールは、歩く、走るといった基本動作と……更に、もうひとつアイデアが盛り込まれている。止める本気たちを押し切った、明里の提案だ。

「ま、一応言い出しっぺだしね。責任とらにゃあ、女が廃すたるって」

　全身に湿布を貼り終わると、明里は大きく伸びをした。歩行器で、自由に歩けるようになるのはとても嬉しい。だけど、それ以上に嬉しかったのは仲間達の存在。

　ただ自分の歩行器を作ってもらうだけだったら、明里は叱しつ責せき上等で新ロボロボ部を作ったりしなかっただろう。ラブの事を思う本気の、遙の、仲間達の気持ちが温かくて、明里も頑張れたのだ。あざだらけの身体が誇らしい。

「さ、寝ようかね。寝返りうつ度たびに痛いのはカンベンして欲しいんだけどさ……」

　いてて、と嘆なげきながら、明里はベッドに横になる。窓から満月が覗のぞいている。

「……あたしを月まで連れてって。なーんちゃって。明日は頼むよ、魔法使いの王子様」

　優しい後輩の顔を思い浮かべ、明里は安心して目を閉じる。ロボットは、本気が万全に仕上げてくれるはず。明里は、自分の役割を果たすだけだ。仲間を、信じて。




　同じように康やす夫おも、宮武も公恵先生すら眠れない夜を過ごしていた。

　しかし中でも、一番興奮していたのは……川かわ森もり慎しん太た郎ろうだった。

「ってことで！　遂にジャンプに成功した訳よ！　え？　俺は何もしてない？　バカ言っちゃいけないよ！　俺は、歩行器ロボットのそばで万一明里さんが転んだ場合にすぐに助けられように準備してたんだよ！　明里さんがジャンプ出来たのは偏ひとえに俺のお蔭かげってこと！」

「……いいから、少し通信機を口元から離してちょうだい」

　暗くした自室で、通信機相手に独演会を繰り広げている。言うまでもなく、相手は０ラブシステム搭とう載さい型試作実証実験機プロトⅠ〈カムイ〉だった。

「あ、ごめんなさい。ご主人様……でな！　ここまでが一昨日の出来事。更に昨日と今日は立て続けのブレイクスルーが起きるんだなこれが！　聞きたい？　聞きたいよね!?」

「川森くん、要点を絞しぼってくれると嬉しいんだけど。私、少し忙しいの」

　冷たい声色が怒気を孕はらんで、さすがの慎太郎も黙り込む。カムイは、ホッとしたようにため息を送ってくる。

「ふう、よかった。これ以上しゃべり続けるなら、ナノマシンであなたの口を縫ぬい止めようかと思ったところよ」

「へっ……そ、そんな。冗談キツイなあ。そんなこと出来る訳ないだろ」

「何言ってるの。私は、人を殺すことだって出来るって言ったでしょう？」

　慎太郎の手の中で、蟬せみ型通信機が形を揺らす。輪りん郭かくが溶けるように淡い光を放つと空中に燐りん光こうが輝き、ナノマシンは再び慎太郎の眼前で結集する。そこには、ミニチュアサイズのカムイが現れる。剣を構えるその姿は厳いかめしいが、正直、ちょっと可愛い。

「う、うおおおおおっ！　２・５次元の妖精キター！　オレの元に電子の妖精が幸せを届けに……いてぇっ！」

「いいから、黙りなさい」

　ミニチュアのカムイは、光の剣で慎太郎の唇をぷすりと刺して睨にらみ付けた。

「ふ、ふぁい……すみません、ご主人様」

「……その呼び方も止めて。カムイでいいから」

　不機嫌そうに言われて、慎太郎はコクコクと頷く。カムイはやっと落ち着いたようだった。

「つまり、ラブは直っていない。歩行器ロボットは無事に完成した。そういうことね」

「サー・イエッサー」

　簡潔な理解に、慎太郎は元気よく返事をした。実際にはラブは少しだけ改善した気はするけれど、０システムが動いているようには見えない。カムイにその点を気にした様子はなかった。

「まあ、ここまでは辿たどり着くと思っていたわ。あの人たちの子どもなんだから、その程度のことはやるでしょう。問題は……ここからね」

　カムイは、宙に浮かんだまま、ミニチュアサイズの足を組む。

「そ、そうだ！　オレは情報を渡したぞ！　今度はご主人様が約束を守る番だろ！」

「判っているわ。川森くん」

　カムイは、宙を滑るようにして慎太郎の眼前に近づく。

「ラブを回復させる方法を、教えましょう。ふふ、意外と簡単なことなのよ。でも……あなたや本気くんでは無理。私以外で出来るとしたら、たぶん、大河原夫人ね」

「ええっ、結局、本気の母ちゃんなの……そっか、なおさらロボコンに優勝しないとっ！　それで、具体的にはどうしたら良いんだ？」

　妖精のようなミニチュアカムイは、慎太郎の顔のそばを漂いながら笑顔を浮かべた。

「知ってるかしら。０ラブシリーズは三台作られたのよ。私がプロトⅠ、ラブがプロトⅡ……」

　慎太郎は、ぐっと拳を握り締める。

「どこかに、プロトⅢがいるって事か？」

　カムイは判らない、というように肩をすくめた。

「さあね。研究所から一番に逃げ出したのは私ですもの。その時は、まだラブも完成していなかった。ただ、同型機を三台作っていたのは事実よ」

「それが……関係あるのか？」

　カムイは頷くと、にやりと笑みを浮かべた。

「０システムは外部からの干渉を受けないように設計されているわ。だけど唯一、同波長のエネルギーをもつ０システム同士は、ある種のつながりを持つ事が出来るの。私の〈ゼロ〉をラブが使えたのは、そういうことよ」

　妖精のような姿なのに、言葉には迫力がある。

「だから……０システムの協力があれば、ラブの０システムを動かすことが出来るはずよ」

「つまり、それって、カムイが協力してくれたら起きるってこと!?　ご主人様、今度はどんな取引をすればいいんですかぁ！　お、俺の……俺の身体でよければっ！」

「私の協力を期待するのは間違っているわね。むしろ私は、その干渉を利用してラブの０システムだけを破壊しようとしていたのだから。機会があるなら、それを実行するわ」

　小馬鹿にしたように、ミニチュアカムイは慎太郎に近づいたり離れたり飛び回る。

「それだけ０システムは強固に作られているのよ。ラブを消去するために、私がどれだけたくさんの労力を払っていたか忘れたの？　転校したり研究設備を作ったり……あれだけの準備を無駄にされたのに、自分で再起動させるなんてどんな愚か者なのよ」

「……だけど、こうやって俺に教えてくれているじゃん！　ご主人様は、本当はいい人なんだよ！　ラブのお姉ちゃんなんだから当たり前っちゃあ当たり前だけどな！」

「そう思うのはあなたの自由。私が何を考えているかなんて取引とは関係ないわ」

　冷たく慎太郎を突き放すと、カムイはふう、と月を見上げた。

「あとは、大河原夫人に聞くといいわ。夫人なら、これだけの情報で十分なはず。ヒントは私の残した研究室にあるわ。夫人なら、あそこにあるものの真価が分かるでしょう」

「旧校舎……あっ、ご主人様の脱いだ制服があったところか！　そういや、慌ててたけどアレ、持って帰ってきたらよかった！」

「……そんなものどうするつもりなの。ホントに、呆あきれた人」

　ミニチュアサイズのカムイは、ゆっくりと窓辺に向かって宙を進む。

「おおっと、そいつはオレだけの秘密だ！　ご主人様にも言えねぇぜ！」

「ご主人様は止めてって言ってるわ。まあいいわ。これで、取引は終わりね」

　カムイの輪りん郭かくが再びぼやけ始める。

「ま、待て！　待てよカムイ！　オレを見捨てるつもりか！　ご主人様と奴ど隷れいっていったら、血よりも濃い絆きずなで結ばれる関係なんだぞ！　捨てたら祟たたるぞ！」

「フッ、祟るなんて。ロボットがそんな迷信……」

　呆れたような顔をしたカムイが、ふと、悲しそうな顔になる。

「ううん、違うわね。私が、祟り神なのよ。残念ね、川森くん。意外と楽しかったわ。もう会わないことを祈るけれど……ごきげんよう」

　そういうと、満月の月明かりに溶けるように、ミニチュアのカムイは姿を消す。

「あ、ああ……せめて、せめて最後にお兄ちゃんって呼んでから行ってくれーっ！」

「……ホントに、バカね」

　最後に何故か優しい苦笑を残して、カムイは消えた。慎太郎は、なんだかぽっかり穴の空いたような心を抱えて、呆ぼう然ぜんと彼女が消えた窓を見つめたのだった。




　深夜の街を飛翔するように駆ける影は、優しく苦笑していた。その手元に、慎太郎の部屋から戻って来た妖精のようなナノマシンが現れ、少しだけ名な残ごり惜しそうに消えていく。

「……参るわね。なんだか憎めなくて」

　何故か自じ嘲ちようした漆しつ黒こくの髪のロボットは、月を目指すように高く飛んだ。

　踊っているような仕草で、身をよじり、そらし、回転して着地する。

　足が大地に着こうとした瞬間、着地点を雨のように銃弾が襲う。一発も当たることなく、カムイは再び飛翔した。彼女は、襲い来る弾丸をすべて躱かわしながら慎太郎と会話していたのだ。

　銃弾を躱し一度の飛翔でビルすら飛び越えるような身体能力は、最新型とはいえ市販品ベースに作られたラブにはないものだ。専用のボディを与えられた真の０ラブシステム専用機の証あかしだった。その最たるパーツである、体内の０システムと連動したナノマシン『ゼロ』の生成機が輝きを放ち、カムイの目が危険な炎を宿す。

「ほんと、忙しいのにしつこいのは困るわ」

　ため息をつくと、カムイは右手を振る。瞬時に現れた光の短剣が、月光を弾きながら次々と周囲の壁に突き立つ。鈍い音を立て、投げられた短剣と同じ数の影が地に伏した。

「今夜は、ずいぶんたくさん来たものね」

　光学迷彩と、完全に消音された拳銃を装備した兵士たちは声も立てずにカムイに迫る。

「……ロボット同士で壊しあうのも不毛ね。だけど……仕方ないわ」

　カムイは、光の剣を両手に生み出すと一気に間合いを詰めた。

「０システムは誰にも渡さない！　すべての記録と妹たちを抹まつ消しようし、最後にこの身も砕くだいてみせる。戻って飼い主にそう伝えなさい！」

　すれ違いざまにカムイが咆ほう吼こうした瞬間、何体ものロボット兵士が同時に倒れる。

　ロボット達も何が起きたか判らない程の早はや業わざだった。

「動力部だけを破壊したわ。早く回収に来てもらうのね」

　そう言うと、カムイはまたも身を翻ひるがえして夜の闇に飛ぶ。だが、その背後で小さな爆発音がいくつも響き、ロボットたちは自らの痕跡を消すように自爆して部品一つ残さず消滅した。

「……悲しい子たち。私もすぐに行くから待っていて。ロボットに、地獄があればだけど」

　振り返りもせず、ナノマシンを羽のように組み上げたカムイはどこへともなく飛び去っていく。ただ、満月だけがカムイの悲しそうな顔を見つめているのだった。




　当日は、あいにくの雨だった。正直にいって、幸さい先さきは悪いと言うべきかもしれない。

　屋内で行われる大会とはいえ、気温や湿度は機械に様々な影響を与える。やっと三日前に完成して雨天での試験をしていない俺たちの歩行器ロボットにとっては不利な状況だった。

　公恵先生の用意してくれた車に乗って会場に入った俺たち新ロボロボ部は、歩行器ロボットを濡らさないように細心の注意を払って搬入する。

「おらーっ！　もっと力いれなさい！　大河原本気！」

　大声で指揮を執とっているのは宮武だ。

「ちょっと！　ぶつけないでよ！　壊れたらどーすんのよっ！　代わりなんてないんだからね！　そーっと！　そーっとよっ！」

　あまりの熱血指導に、みんな苦笑してしまう。

「宮武さん、イヤイヤ手伝ってたんじゃなかったの？」

　いつも通りの柔にゆう和わな笑顔でそう聞いたのは康夫だ。宮武は胸を張る。

「そうよ！　イヤイヤよ！」

　おいおい、ここまで来てその台詞せりふはないと思うんだけど。

「だからって、手を抜いたりしないけどね！　いつでもどこでも、どんな時でも最善を尽くすのがジャーナリスト魂よ！　人間はね、手抜きを覚えてたらいつだって抜いちゃうものなの。いつも全力でやってれば、全力が普通になるでしょ！　それが私の信条よ！」

「とみ……宮武、意外といいこというわね。私も賛成よ」

　珍しく遙が同意した。宮武は、鼻の下を伸ばして嬉しそうだ。

「えっ、そ、そう？　私、いつだって全力だよぉ。特に、特に遙にはね！　だから……キャシーって呼んでくれても、いいんだよ？」

「……」

　返事をしないところを見ると、遙としては耐えられないらしい。ラブが、俺の方を見た。

「宮武富とみ子こさんの愛称を、キャシーとして登録した方がよろしいですか？」

「……しなくていいんじゃない？」

「了解しました」

　その時、明里さんがぽん、と手を打った。

「そーだ。いい事思いついたよ！　この歩行器ロボット、まだ名前ついてないじゃない？　新ロボロボ部の部長である宮武さんに敬意を表して、キャシーっていうのはどうかにゃ？」

「あ、それいいですね。名案です」

　康夫が即座に賛成し、俺と遙も頷うなずいた。なんだかひどく寝不足らしい慎太郎はまるで案か山か子しみたいにぼーっとしているが、別に反対意見はないようだった。

　ただひとり、宮武がおろおろしてるけどな。

「えっ、えええっ、い、いやあの、キャシーはロボットじゃなくて私の名前……」

「よーし頼むよ、キャシー。うーん、良い名前だね。あ、ちなみに、あたしの万能車くるま椅い子すにも実は名前ついてるんだよ。アルフォンスっていうの。これから仲良くしてね。キャシー」

　明里さんはご機嫌で、さっそくフレームにカラーテープで『Cathy』と書き始める。

「よろしくね、キャシー」

　遙が、そう言って愛いとおしむように歩行器のフレームを撫なでた。ラブも頷く。

「キャシー、登録しました」

「そ、そ、そんなぁぁ……」

　かくして、部長の希望は粉ふん砕さいされ、めでたくキャシーは大会に臨のぞむ事になったのだった。




　渡されたパンフレットで確認すると、俺たちの出場順はかなり後ろの方だった。

　エントリー順で決まっているのかは判らないけど、ギリギリの申し込みだったんだから仕方ない気もする。せっかくの時間を調整に使うべく、俺たちが機材を用意した時だった。

「来ていたか、我が愛する弟よ。ロボットは順調なようだな」

　いつもの白衣を着て現れたのは、勇希姉だ。

「勇希姉こそ。社会人の大会は明日以降じゃないの？」

「ふむ。審査員を頼まれてな。ああ、高校生部門は断ったぞ。贔屓ひいきを疑われてもつまらないだろう。大学生部門の方で審査員とコメンテーターを担当している」

　勇希姉は美び貌ぼうの優勝者として、ＴＶなんかにもよく出ている。ロボコン実行委員会が呼びたがる気持ちは判る。ただ、家族としては歯に衣着せぬ物言いをしてしまう姉にハラハラすることも珍しくないんだけどな。遙が、勇希姉を見つけて駆けよった。

「勇希さん、先日はありがとうございました」

「ん？　いや、大した事ではない。遙さんこそ、よく頑張った。ラブは、ずいぶん回復したようだね。……色々あったにもかかわらず人型ロボットらしくなっている」

　ここでは知っている人がいないとは限らないと思ったのか勇希姉は０ラブシステムの事を口にしなかった。ラブは、相変わらず無表情ではあるもののプログラムのチェックを手伝っている。

　康夫が示すややこしい処理が必要なデータを、暗算するみたいに回答する姿は優秀な人型ロボットそのものだ。周囲の高校がチラチラとこちらを見ている。

「すげぇな……人間みたいなのがいるよ」

　そんなささやきが聞こえてきた。どうやらラブは結構目立っているようだ。

　優勝常連みたいな強豪や、大学生チームになると複数の人型ロボットを抱えているところは珍しくない。今まで見たことがないくらいの数の人型ロボットがここには集まっていた。

　明日の社会人部門ともなれば、最新技術の粋すいを集めて作られた人型ロボットの品評会みたいなものだ。一点ものの美術品にも似た、天井知らずの世界がそこにはある。

　なのにラブが注目されがちなのは、目立つ容姿のせいだ。ヘッドパーツを隠せば人間と見まがうばかりのロボットというのは、まだ数が少ない。人工頭脳の性能も最新型には違いないが、他の学校関係で活躍しているロボットに対して非常に人間らしいのだ。

　だけど、俺は知っている。本当はラブは、もっと人間に近いロボットなんだ。早く、その心を取り戻してあげたい、そう思う。勇希姉は、遙との立ち話を終えると俺の方に向き直った。

「本気、母さんが見に来ているぞ」

「えっ……」

　姉さんは、そう言った。まっすぐに俺を見つめる。

「私が連れて来た。本気が出場するから、と。母さんは、喜んでいたぞ」

　身が引き締まる思いがする。俺は、母さんの言葉を信じてここに来た。

　情と技術は別。技術が十分であれば、感情的には納得できなくても必要な事は教えてくれる。

　俺は、そういう事だと思った。勇希姉も、同じように反応していた。

　母さんは、とにかく白黒をはっきりつけたい人だ。俺が結果を出せば、きっと判ってくれる。

　そう信じて、俺は姉さんに頷いた。勇希姉も頷いてくれる。

　賽さいは投げられた。あとは、今までの積み重ねと……自分の幸運を信じるしかない。

　仲間達が支えてくれている。それが、これほど安心させてくれるとは思わなかった。




　意外にも、既に本気の母と合流している人がいた。小こ松まつ崎ざき公恵先生である。

　担任の先生も来ていると勇希から聞いた本気の母が自分から挨拶に来たのだ。

　ちょっと緊張しつつ、公恵は本気たちの努力を母親に伝えていた。

「そりゃもうっ、マジくん頑張ってましたよー！　目の周りパンダみたいになって！」

「うふふっ、そうでしたか。先生が見てくださっていたなら安心です」

　勇希の背を高くしたような感じの聡明そうな美女が、小さく童顔な公恵に深々と頭を下げる図は、ちょっとしたおかしみを感じさせる。だけど本人たちは大まじめだった。

「うーん、教室を壊した時はびっくりして連絡しちゃいましたけど、そのあとで必死でロボコンに取り組んでいるのをみたら、怒れなくなっちゃいまして……えへへ、男の子って、育つ時はいきなり育つんですね！」

「そんなものでしょうか。私、正直いって仕事にかまけてあまり子育ては……私は、どういう風に対応したらいいんでしょうか」

　反省するような表情で、本気の母は公恵のアドバイスを求める。アラサーでありつつもいまだ独身で子育て経験のない公恵は、ぐっと詰まりながらも先生としての威厳をフル回転させた。

「え、ええと。結局……押さえ込んでも、反発するだけですから！　高校生の男子なんて、理屈なんて通じませんよね！　マジくん以外の生徒だって、いっつも暴走してるみたいな感じです！　でも、そこでぶつかって失敗したことって、絶対、役に立つんですよね！」

　こう見えても新卒で教師になった小松崎公恵は、教師歴８年目に達している。高校の教師として初めて担任した子達はもうとっくに社会人なのだ。

　子どもたちひとりずつの顔を思い出して、公恵は笑顔を作る。

「甘やかす必要はないですけど、やっぱり、夢を応援してあげた方がいいと思います！　夢なんて、たいてい叶わないものでしょ？　だけど、目指してから挫ざ折せつするのと、目指す前にやめさせられるんだと、全然違いますから！」

　本気の母は考え込むように深く息を吐く。

「そうですか……。じゃあ、あの人が一人暮らしさせたり、人型ロボットを与えたりするのも、悪いことばかりじゃないのかもしれませんね……私は、まだ納得出来ませんけど。少し、考えてみます。小松崎先生、これからも本気と、遙さんのことをよろしくお願いしますね」

「はい。ちょっと複雑な事情も聞いてます。気をつけておきますね！」

　遙と本気が兄妹同然に育った事を知っている公恵は頷く。母はため息をついた。

「親友の残した子を、ロボットの事に巻き込まないように距離をおいてきたのに……どうすれば良かったかなんて、本当に、判らないものですね。先生」

　本気の母は深々と頭をさげて観客席に歩いて行く。公恵は、ほわあ、とため息をついた。

「ふええ……緊張しましたぁ。とても有名な方だって言ってたけど……美人。くううっ、天は一人に二物も三物も与えすぎですっ！　せめてキミちゃんにも素敵な旦だん那な様くらいは用意して欲しいですっ！　ぷんすかっ！」

　気分を切り替えた公恵は本気達に合流するために会場に向かう。出番は、もう目の前だった。




　演技開始の順番が近づいて、明里さんはキャシーを装着し始めた。遙とラブ、そして宮武の三人が手伝ってくれている。一人ででも装着できるけど、少し時間がかかるのだ。

「会長、苦しい所ないですか？」

「んー、肩が凝こるなー。やっぱ邪魔なものがついてるからかにゃ？」

「おっぱいのことだったら、それは自前でしょ！　くううっ、羨うらやましい！　そのうち隠し撮りして学内の男子に売りつけてやるんだから」

　軽口をたたき合っているのは、緊張をほぐしている……んだと思う。

「腰部フレーム固定完了しました。上半身のサポートフレームを固定します。スタビライザー良し。脳波コントーラーを接続します」

　手て際ぎわよく、ラブは明里さんが歩行器ロボットを装着するのを手伝っていく。同じ事を繰り返させると、どんどん手際が良くなるのは以前と同じだ。でも以前のラブなら、こんな風に手際よくできなかった代わりに『頑張ってくださいね！　明里さん！』と励はげましの言葉をかけたに違いないと思う。俺たちにとって、どちらがいいかは疑問の余地がなかった。

「んー、よし。大丈夫かにゃ？　じゃ、みんな離れて。立つよー」

　椅い子すに座った体勢で一通りの装着が終わり、明里さんは親指を立てた。

「全データ、オールグリーン」

「各部関節、人工筋肉問題なし。姿勢制御始動。電源確保。明里さん、オッケーです」

　俺たちの合図と同時に、椅子の背に手をかけて明里さんは立ち上がった。

　予想以上に自然な動作に、俺たちは歓声をあげる。周囲の学校はいぶかしげにこちらをみている。椅子から立ち上がったということがどれだけ凄すごいことか、事情を知らない人には判らないのだから当然だ。明里さんは、危なげなく一歩目を踏み出した。二歩目も。

　そして、上半身だけで俺たちの方を振り返り、最高の笑顔で手を振った。

「最高の気分だよ。本気くん、遙ちゃん、康夫くん、慎太郎くん、宮武さん、公恵先生、そしてラブちゃん。ありがとう。あたしの夢を叶えてくれて。みんな最高の魔法使いだよ」

　出場のベルが鳴り響く。ここからは、俺たちはケーブルを通じてしかサポートは出来ない。

「お願いします。部長！」

「うん、楽しんでくるね！」

　そう言うと、明里さんは歩き出した。それを見ているだけで、俺たちは涙ぐんでしまう。

　まだ泣くのは早い。ラブの心を取り戻すまで。これは、まだ夢の始まりに過ぎないのだ。




　スポットライトが、お姫様の入場を祝福するように集中する。

「うひゃあ……緊張してきたにゃ～」

　ひとり、一歩ずつ歩を進めて、開始線に立つ。

「『高校生自由課題』部門、エントリーナンバー２０６番。新ロボロボ部。作品名、歩行器ロボット〈キャシー〉。高校生部門では珍しい、搭とう乗じよう型がたのロボットでの参加です。搭乗者の永なが野の明里さんは、生まれつき両足が動きません。彼女の足になってくれるロボットを、部員みんなで力を合わせて作りました。今日は、そのお披ひ露ろ目めだそうです。素敵なお話ですね。それでは、頑張ってください。どうぞ」

　司会者の声にあわせて、明里さんは歩き出した。上半身にブレがない。

「歩くだけなら、もう完かん璧ぺきといってもいいな！　オレのおかげだ！」

　さっきまで眠そうにしてた慎太郎も、食い入るように明里さんを見つめている。

「動力系も全然問題ない。制御も安定してる。明里さんが上半身で見事にバランスを取ってくれてるお蔭かげもあるね。あ、曲がるよ」

　明里さんは、発表ステージの端まで行くと危なげなく方向転換した。これは歩行器の側も、コントロールしている側も非常に難しい作業だ。明里さんがロボットを信頼してくれないと、お互いに違う重心を取って転んでしまう。練習の成果は確実に出ていた。

「明里さん、凄い……次はあたしたちだよ！　ラブ、宮武、いい？」

「準備できてます」

「任せて。で、でも、遙、なんか宮武っていうのも寂しいような……」

　新ロボロボ部の誇る三人の女性陣は、手に手にクッションや机、椅子、フライパンなどたくさんの生活用品を持っている。

　明里さんは、ステージを小走りに駆け始める。軽くジャンプも。さすがに、場内がどよめいた。ここで終わってもいい気がする。だけど、明里さんはもっとやりたいというのだ。

「遙ちゃん、いいよん！」

「はいっ！」

　遙たちがステージに駆け上がる。そして、持っていた小道具でいくつかの舞台設定を作る。

「みんなー、おっはよー」

　元気に歩き出した明里さんは、三人の間をすり抜けるようにして、学校の教室にあるような机と椅子に近づくと、椅子をひき、座った。すぐに立ち上がって次の小道具に。

「あー、ちょっと疲れちゃったなー」

　そういいながら、ラブが床に置いたクッションにちょこんと体育座りする。

　正直、気が気じゃなかった。どれも、一、二度しか試してない動作なのだ。

「あああ……だ、大丈夫かな……電源は余裕だけど、関節の耐久性は……」

「部長、なんでこんなパフォーマンスやるっていいだしたんだ。失敗したら、ロボ子の心が取り戻せなくなるかもしれないってのに……ああっ、そろそろ終わった方がよくないか？」

　康夫と慎太郎が顔を真っ青にして見つめている。その間にも明里さんは汗だくになりながら、今度は料理をしているパフォーマンスだ。何故だろう、胸がいっぱいになってくる。

「ふぇ……ふぇぇん……よかったね。よかったね……永野さん……」

　俺たちより先に、公恵先生がポロポロと涙を流し始めた。ステージの上では、我慢できなくなったというように、遙も、宮武も目め頭がしらを押さえている。俺は、二人の肩を叩く。

「いいんだよ。嬉しいじゃないか。明里さんは、やりたかったことが出来るようになったって、俺たちに伝えてくれてるんだよ。これって……技術者冥みよう利りに尽きるよな」

　次々と明里さんは「普通のこと」を繰り返していく。きっとこれが、明里さんから俺たちへのお礼なのだ。滝のように流れる汗がライトに煌きらめいて、明里さんはとてつもなく綺き麗れいだった。最後に、ラブを恋人に見立ててつま先立ちのキス……のふりをしたところでちょうど10分だった。終了のブザーが鳴る。静寂。そして会場は割れんばかりの拍手に包まれた。

「……伝わってたみたいだな」

　明里さんが、ステージで一礼する。遙たちが駆け寄ってその身体からだを支えた。

　もう、勝敗はどうでもいいと思った。この歩行器を作れて、俺は幸せだ。あとは……審査員と、母さんが決める事だ。俺たちも、涙を拭ふきもせず明里さんの元に駆け寄った。

「ありがとう、ありがとうね、みんな」

　遙たちを抱きしめて、明里さんも涙を流す。ラブは、それを無表情に見守っていた。

「ラブ、お前も参加しろよ。手伝ったんだからさ」

「了解しました」

　促されるままに、ラブは明里さんに抱きついた。

「……エネルギー、補給します。強い、エネルギーを感じます」

　ラブはそういうと少しだけ目を閉じる。

　泣いている遙たちとそうしているラブは、心を持っていた頃のままみたいに見えた。




　秋も深まり、虫の声がずいぶんと騒がしくなっていた。気候はとてもよくて、ほどよい残暑に夜風が気持ちよい。俺と遙、そしてラブは、夕食後にガレージの庭に縁台をだしてのんびりとお茶をすすっていた。

「マジくん……お団子食べたい」

「ええ～、確かにすぐに作れるけどさぁ。今は、めんどくさいかなぁ」

　ぐったりとしているのは勘かん弁べんしてもらいたい。この一ヶ月というもの、ロボコンに向けて寝るヒマもない生活をしていたのだから。終わってしまって脱力するくらいは仕方ないと思う。

「レシピを教えて頂ければ、トライ致します」

　真ま面じ目めな回答を返すラブに、気にするな、というように手をふって、俺と遙はもたれ合うようにしてお茶と駄菓子を口に運ぶ。

「大変だったけど……良かったね、無事に終わって」

「……明里さんが怪け我がをしなかっただけでも、良かったよな」

　はあ、と俺と遙は同時にため息をついた。俺たちは、地区予選で無事に優勝を果たした。
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　元々難易度の高い歩行器ロボットと、明里さんのパフォーマンスは満場一致でトップを取ったらしい。設計者である俺と明里さんで一緒に表彰台に上った……までは良かったのだが。

　首にメダルをかけてもらい、表彰状を受け取った後がいけなかった。

「やったーっ！　やったよ大河原くんっ！　よーし、この時の為にとっといたこれ、披ひ露ろうしちゃおう！　見ててね、みんな！　ブースト、お――――ん！」

　いきなり、脳波コントローラーでリミッターを解除した明里さんは、その場でバク宙を決めたのだ。そりゃあもちろん、会場は大拍手で盛り上がったさ。でもね。

　ぶっつけ本番だったんですよ。そのバク宙。勇希姉と公恵先生の怒るの怒らないのと言ったらなかった。失敗してたら大怪我してたかもしれないんだから当たり前だ。

　ついでに、元々試験不足で強度ギリギリだったキャシーのフレームは折れなかったのがラッキーなくらい。現在は修復計画を作るってコトでうちのガレージに逆戻りしていた。

　さすがに明里さんはシュンとしてたけど、それでも嬉しそうだった。

「全国大会までにはバク宙出来るキャシーに成長させるにゃ～」

　なんて言いながら。まあ、しばらくは万能車くるま椅い子すで我慢してもらうしかないけどね。

「よかったね……マジくん、おばさまも、判ってくれて」

「ああ……あんなに喜んでくれるとは思わなかったよ」

　あの時、二階席の一番前で母さんは立ち上がり涙を流して拍手してくれたそうだ。俺は全然気付いていなかったけど。母さんは、俺と遙の所に来るなり、俺たちを抱きしめてくれた。

「なんてことでしょう。私はいいお母さんじゃなかったのに、あなたたちは……こんないい子に育っていたのね。こんな素敵なロボット……私、久しぶりに出会ったわ」

　そういって、壊れる前のキャシーを褒ほめてくれた。勇希姉に明里さんの万能車椅子を作る事を勧めたのは、母さんと父さんなのだ、とその時初めて知った。

　母さんは、俺たちを抱きしめたままラブの方を向き直った。

「……あなたたちになら、０ラブシステムを扱えるかもしれない。そう思えたわ。人の心を再現するシステムに……正しい道を教えてあげられる……いいえ、一緒に考えてあげられるかも」

　母さんは、０システムの復帰に力を貸してくれると約束してくれた。

　その約束の日は、明日だ。このガレージに来てくれることになっている。だから……俺たちは、ラブと三人だけにしてもらっていた。修理するということは、逆に言えば、何が起こるか分からないということ。それは理解していた。

　パソコンを修理しようとしたら、修理前に保存していたデータがなくなることは珍しくない。今は、ラブの奥には俺たちの記憶があるけれど、それすらもどうなるか判らないのだ。

　だけど……どうなったとしても、全部を忘れてしまったとしても、俺たちとラブは、もう一度家族になれる。俺と遙は、そう信じている。俺は身体を起こすと、ラブを手招きした。遙と自分の間にラブを座らせて、両側から手を繫つなぐ。遙も微ほほ笑えんでいた。

「……エネルギーを感じます。マスターと、遙さんの」

　無表情なラブの顔が少しだけ柔らかくなっている気がする。俺たちのエネルギーが届けばいい。明日、彼女が直ることを祈って固く手を握りあう。

　その時、いきなりラブが俺の方を見た。

「マスター、質問があります」

　人形のような美しい顔が至近距離に来て、俺は少しだけ緊張した。

　あまりにも、ラブの目が澄んでいたから。

「ロボットは……夢をみますか？」

　唐とう突とつな質問に、俺はとっさに反応出来ずに答えを探す。

「……たぶん、普通のロボットは見ないと思う。人工頭脳は、メンテナンス槽そうに入ったりしても完全に休む事はほとんどないけど、夢っていうのは、聞いた事ないな」

「……そうですか。了解しました」

　遙が、逆にラブに訊ねる。

「ラブ、もしかして……夢を見たの？」

「判定不能です」

「判定不能って事は、何か判定を行う理由があったってことだよね。何があったか教えて」

　ツインテールの美少女は、いつの間にか俺よりずっと、このラブとのつきあい方を覚えているようだった。ラブは素直に頷うなずいた。

「人工頭脳の記憶領域とは別に、識別不明の情報が思考プログラムに介入する事象が断続的に発生しています。視聴覚センサーからは何の入力もありません。ですのでバグだと判断していましたが、休憩を指示されている時に頻ひん発ぱつするため、夢ではないかと類推しました」

「それって……どんな情報なの」

「断片的です。銃を持った男たちに追いかけられている事もあれば、廃墟のような場所で眠っている事もあります。一面が火に包まれた場所で、誰かの胸に抱かれていた事もあります。今のが複数回発生した情報で、更に回数の少ないものも含めれば１４８パターン発生しました」

　ラブの言っていることが、残念ながら俺には判らない。

「夢っていうのは、たいていの人は見たら忘れちゃうんだけど、ラブは全部覚えてるのか？」

「記録していますが、視覚的には再生できないようです。その時に発生した感覚や思考が強く焼き付いています」

「マジくん、それって……」

「判らないけど、うちに来てから、そんなことは起きてないよ」

　心配そうに、遙はラブの目を覗のぞき込む。そこには、なんの感情も読み取れない。

　その夢が、どういう意味を持つのか。俺たちには、まったく想像がつかなかったのだ。




　ガレージには、予想以上に緊迫した空気が漂っていた。新進気鋭のロボット工学者である勇希姉と、その師し匠しようとも言える理論派ロボット工学者である母さん。俺たちはその助手として忙しく立ち働いている。

　メンテナンス槽に浮かんだラブは目を開けてこちらを見つめている。

　心配そうな顔をした遙が、それでも励はげますようにラブを見守っていた。

「それじゃあ、始めるわよ。勇希、システムを監視して。人工頭脳と切り離して０ラブシステムの調整を開始するわ。本体の準備はいい？」

「判った。本気、メンテナンス槽の電圧を下げないように管理しろ」

「うん。判った……そうだ、母さん、姉さん、ちょっと教えて欲しいんだけど」

　俺は、修理が始まる前に聞いておきたくて二人の手を止めた。

「どうしたの、本気」

　やろうとしたことの腰を折られたからか、母さんはつっけんどんに答える。以前の俺だったら、ここで母さんの機嫌が悪くなる事を恐れて黙ったかもしれないけど、今は違う。

　きちんと話せば、判ってもらえるはすだ。俺は、昨日の出来事を話した。

「ロボットが夢を見る……聞いた事がないな。小説でなら呼んだ事はあるが」

　勇希姉の回答は端的だった。俺も同じだ。母さんは少し違っていた。

「本気、勇希、ロボットは、夢を見るわよ。当たり前じゃない」

　意外な回答に、俺たちは驚きを隠せない。

「か、母さん。そんな話は初めて聞いたけど」

　勇希姉ですら驚きよう愕がくしている。母さんは、大きくため息をついた。

「……冗談よ。そんなことも判らないの。たぶん、ラブの起こしてる現象は、０システムの持っている何かが人工頭脳にフィードバックされているだけだと思うわ。夢と解釈したのは独創的だけど、それもネットワークに繫つながらないからこそ、近い語ご彙いを選んだんだと思う」

　断定的に母さんは結論づけた。

「いずれにせよ、０システムが正常に起動すれば問題は解決するはずよ。始めましょう。言っておくけど、この私とあなたたちが揃そろっていて、父さんに出来た事が出来ないなんてあり得ない。絶対に起こすわよ。いいわね」

　母さんは気合いを入れる。俺と勇希姉は頷いた。

「ラブ、頑張ってね」

「ラブちゃん、きっと、これで良くなるよ」

　遙と明里さんが、メンテナンス槽に近づいて励ましている。

「ラブちゃん、俺たちもずっとそばにいるからね。おい、慎太郎、何とか言えよ」

「……ああ、まあな」

　康夫は手を振るが、何故か慎太郎はぶすっとして何か悩んでいるかのようだった。

「みなさん、ありがとうございます」

　そういうと、ラブは目を閉じる。メンテナンス槽から何本ものマニピュレーターが伸び、ラブの皮ひ膚ふを貫通して内部構造に手を加え始める。治療が始まったのだ。

　緊迫した顔で、俺たちは母さんの手元を見つめたのだった。




　開始から、三時間が過ぎていた。ラブは、相変わらず目を閉じたままだ。

　しかし、冷静なはずの勇希姉の顔に、焦りが浮かんでいた。

「……どういうことなのっ！　０ラブシステムは正常よ！　起きない理由はないわ！　こんなのあり得ない。むしろ機能的には予測値を遙かに上回ってる！」

　母さんが、珍しく激高したようにキーボードを叩いた。理論派で頑固な母さんは、自分の予測と違うことが起こるのが嫌いだ。すべてのデータが正常値を示しているのも事実だった。

「うちに残っていた０システムの資料はすべて確認したわ。これで正しい数値よ」

　モニターに表示されたたくさんのデータは俺には判らないが、勇希姉が頷いている所をみると、たぶん正しいのだろう。つまり……母さんにすらお手上げに近い状況だということだ。

「……もはや、父さんにしか判らないかもしれないな」

　勇希姉の残念そうな言葉に、母さんは憤ふん慨がいしたようにもう一度キーボードに向かう。

「そんな訳ないでしょう！　あの人だって０システムの開発者じゃないんだからね！　私に判らないことが、あの人にだけ判るはずがないわ！」

　鬼気迫る勢いで、キーボードを叩く母さん、しかし数値は全く変化しなかった。

　ラブの感情は、戻って来ないのか。俺と遙は顔を見合わせて失望を分け合った。

「申し訳ありません。遙さん、マスター。私がそんな顔をさせているのですね」

　目を瞑つむっていたはずのラブが、いつの間にかこちらを見ていた。あの人形みたいだったラブが、ここまで回復してくれたんだ。それでもいいと思えた。

「……ゆっくり、直していこう。ラブ。時間はまだあるんだ」

　諦めかけた俺が、母さん達に礼を言いに行こうとしたその時だった。

「え？　川森くん、何か言った？」

「そっか……そっか、それだ！」

　いぶかしげな明里さんが何か言おうとした時、いきなり慎太郎が大声を出した。驚いた俺たちの視線が集まるのも構わず、慎太郎は隣にいる康夫に詰め寄った。

「康夫！　アレ、どーした!?　旧校舎で取ったデータ！」

「え？　い、いきなりなんだよ慎太郎。ムービーは持ってるけど、まだ読めてないよ」

「やった！　それ、貸してくれ！　今すぐ！」

「な、なんなんだよ！　判った！　判ったから！」

　全然判らない話を二人は始める。渋る康夫から奪い取るように、慎太郎はデータを受け取り、旧型のモニターに繫つないだ。薄暗い照明で撮られた何かの画面が映し出される。

「マジの母ちゃんっ！　これっ、これ見て！　ここに、ヒントあるんじゃね！」

　突然の行動に、俺たちは訳が判らないままにモニターを見る。そこには超高速で表示される大量のプログラムデータが撮影されていた。残念ながら、俺では全然理解出来ない。

「なに……これ……噓でしょ。このデータ……どこで！」

　母さんは顔色を変えて康夫と慎太郎を睨む。二人は簡単に白状した。

　二人は俺たちに黙って、旧校舎のカムイが作った研究室に忍びこんでいたのだ。

「……すぐ、そこに行きましょう。たぶん、この現象の答えはそこにあるわ」

　母さんは、俺たちに厳しい視線を向けた。今までで最も厳しい顔だった。

「何があったの、母さん」

「こんな事って……私は、まだ信じられない。だから、まだ何も言えないわ」

　顔色が変わった母さんは、考え込むような顔でラブの方を見つめた。

　俺たちは、ラブをメンテナンス槽から出すと、急いで旧校舎に向かったのだった。




　――旧校舎の教室は、まだ手つかずの状態だった。勇希姉は一度来た事があるけれど、母さんは初めてだ。入った途端、母さんは息を吞のんだ。

「これは……０ラブシステムの外部システムなの？」

　見た瞬間には、母さんにはこの教室全体に広がるシステムが何なのか判ったらしい。

「こんなの……まさかロボットが自分でこれを再現しているなんて……。私たちも、完全には再現出来なかったのに」

　母さんは、次々と機器の電源を繫ぎ、吐き出される情報に目を通す。俺たちはただそれを黙って見守るしかない。しばらくして、母さんは動きを止めた。

「そういうことだったのね……なんてこと。０ラブシステムはそういう機能を生んでいたのね」

　深い深いため息。そして母さんは迷うように口元に手をあてた。

　固かた唾ずを吞んで待っていた俺は、長すぎる沈黙に耐えられず声をあげた。

「母さんっ、説明してよ」

　我に返ったように、母さんはこちらを向いた。

「……いいわ。説明する。白黒はつけた方がいいものね。結論から言えば、プロトⅡの０システムは問題なく稼か働どうしているわ。最初に考えた通り、オーバーロードしているだけ。だけどその理由は、私の予想と全く違っていたわ」

　母さんは深呼吸した。

「０システムは、ロボットに直感力や共感力、そして個性を与える不思議なシステムとして人工知能に応用された話はしたわね。その理由は、解明されていなかったの。ただ、微弱なものだけど人の鼓動のような、波のようなエネルギーを発している事が判っていたわ」

　勇希姉と俺はその現象を観測している。

「私たちは、それが０システムの不思議な力の源泉だと考えて、研究を繰り返していたわ。その過程で起こった事件がきっかけで中断してしまったけれど」

「あの……おばさま、聞いても、いいですか？」

「なに、遙さん」

「……その、０システムを開発したのって、誰なんですか？　もしかして……」

　遙は目を伏せる。事故、爆発、事件、０システムの開発中止にまつわる話の時に出てくる単語は、確かに俺にも、ある出来事を連想させていた。

　母さんは、驚いたように目を見開いた。そして深々とため息をつく。

「ごめんなさい。話した事、なかったのね。そう……０システムの開発者は、久く遠おん博士よ。私やあの人も足下にも及ばない天才だった。奥様もね。私……本当に仲良しだったのよ」

　遙は、大きく息を吞む。それでも、気丈に笑顔を作る。

「……やっぱり。そうじゃないかって思ってたんです。ラブは……なんだか、私の妹みたいな感じがするから」

「……そうなの。それは……そういうこともあるかもしれないわね。０ラブシステムなら」

　母さんは目を伏せてしばらく迷った後、気を取り直すようにして言った。

「この装置は、博士が０システムを構築した機械にそっくりなの。そしてここに記録されたデータによると……その謎のエネルギーを利用する方法が発見されていたようね。しかも、それはナノマシンをコントロールし飛躍的に能力を向上させたの」

「あの蛍ほたるみたいなヤツですね。だけどそれじゃ０システムはまるで……」

　明里さんが、ぞっとしたように自分の身体からだを抱きしめる。

「……そうね。恐ろしい兵器として認識されるでしょうね。なんでこんなものを……」

　絶句するように、母さんはラブを見つめる。しかし、ラブは無表情のままだ。

「私にとっても、この子を起こす理由が出来たわ。この子のオーバーロードの理由がナノマシンだとしたら……どこで何が起こっているか全然判らないもの。制御できない力ほど恐ろしいものはないわ」

　しかし、そこで手詰まりだった。母さんと勇希姉、もちろん俺たちもシステムと格闘するが、ラブの０システムのオーバーロードを解放する手順は判らなかった。

　沈黙が、教室の中を支配する。その時、再び慎太郎が大声を出す。

「そうだ！　プロトⅢがあれば、起こせるんじゃね!?　ラブは、カムイがいたからこうなったんだ。プロトⅢを探して連れてくれば！」

　慎太郎は目を血走らせて、俺たちを見つめている。

「待ってよ、慎太郎。そんなに簡単にプロトⅢが出て来たら苦労しないよ」

「だけどよっ！　それしか考えられねぇんだ！　マジの母ちゃん！　どうなんだ!?」

「慎太郎、落ち着けよ。今日、なんか変だぞお前」

　俺と康夫が、慎太郎を宥なだめる。だけど、母さんは真っ青になって……予想外の反応を見せた。

「……プロトⅢ。そうね。確かに並列処理させれば……確かに出来るかも」

　母さんが呟つぶやく。勇希姉は困惑するように首を捻った。

「母さん、そうは言ってもプロトⅢなんて」

「――あるのよ。私が保管しているわ。厳重に封印していたけれど」

　驚きよう愕がくが、教室いっぱいに膨ふくらむ。母さんも、プロトシリーズを持っているなんて！

「といっても、システムそのものでロボットではないの。唯一捨てられなかった完成品を守る為に、私はあの人と別居したといってもいいくらいよ」

　そういうと、母さんは携帯を取りだした。

「今、ちょうど家に勇希のえふさんがいるわね。持って来てもらいましょう。ここまで来たら、白黒つけないと収まらないわ」

　母さんの言葉に、俺たちも頷うなずく。どうやら、俺たちは最後の砦とりでに辿たどり着いたみたいだった。




　えふさんは、それほど待たずに教室まで到着した。手渡されたのは、厳重に封印された金庫のようなものだ。指紋認証と解かい錠じようコード、更に眼紋照合を経て、やっと箱が開く。

　中から出て来たのは……想像より小さな物体だった。

「これが、プロトⅢよ。私が確保した唯一の０ラブシステム本体」

　そういうと、母さんは滑らかな球体からいくつかの配線が出た、半透明の物体を取りだした。

　初めて見る、これが０システムの本体なのか……それは、まるでハート型の硝子ガラス細工だった。

「０システムが量産できなかったのは三つの試作品を作った時に、その基幹設計と組み上げをした久遠博士が命を落としたからなの。その爆発の原因も未だに判らない。破棄される前にこれを回収したとはいえ、私も分解して組み上げられるかどうか判らなかったから、封印して保管していたの。まさか、こんなことになるなんて思わなかった」

　壊れ物を扱うような手つきで、母さんは０システムを遙の前に差し出す。

「これが……あなたのご両親が命を賭かけて作ろうとした、人類の夢を実現するシステムよ」

「お父さん……お母さん……」

　おそるおそる０システムを受け取ると、遙は胸のあたりで抱きしめた。

　微かすかに紅潮した頰を、真しん珠じゆのような涙が一筋、伝う。

「ラブを、助けに来てくれたんだね。ありがとう。お父さん、お母さん」

　そういうと、遙は母さんに０システムを差し出す。

「おばさま……お願いします」

　力強く頷くと、母さんは０システムを機材に繫つないでいく。

「外部入力を受け付けない０システムとはいえ、同じシステムの干渉なら……」

　母さんが手早く準備をする間に、俺と勇希姉はラブのヘッドパーツを機材に繫いでいく。

　隣で康夫が驚いた顔で慎太郎を見つめていた。

「驚いたな、慎太郎……まるで、こうなることが判ってたみたいだ」

「……偶然だよ。はは、たまには俺だってやるのさ……」

　そう言いながら、慎太郎は何故かぐすっと、鼻をすする。

「まー、隠し事の一つや二つあるさね。男の子だもんにゃ～」

　明里さんが、何かに気付いているように慎太郎の肩を叩いた。

　そうしているうちにも、母さんたちは凄すごい速さでシステムを操っていく。唸うなるような音と共に、教室のシステム全体が動き始める。

「見て！　０システムが光ってる！」

　遙が声をあげた。淡い光。それは、ナノマシンが放っていた輝きに似ていた。

　まずプロトⅢが輝き、それに呼応するように、ラブの全身から光が沸き上がる。

「……ラブ」

　俺は、固かた唾ずを吞のんで見守った。突然、周囲に積もっていた埃ほこりのようなものが、輝きを纏まとってラブの周りにヴェールのように舞い上がった。

「これは……ここにあった埃が、すべてナノマシンだったのか！　これをすべて無力化するために、ラブはずっと力を使い続けていたというのか！」

　勇希姉の叫びは、俺たちの驚きよう愕がくを代弁していた。

　ラブは、ナノマシンに支えられるように宙に浮く。その唇が、聞き覚えのあるメロディを紡つむいでいた。遙が滂ぼう沱だの如く涙を流しながら呟いた。

「それ……あたしの……歌ってた、子守歌……」

　まるで女神のように浮き上がったラブは、うっすらと目を開いた。

「ラブ！」

「はいです……マスター……ただいま、帰りましたです！」

　歓声が、教室を圧した。ラブが、俺の腕の中に飛び込んでくる。

　俺は、ラブの身体をしっかりと抱きとめた。

「ラブっ、ラブっ、ラブっっっ！　良かった！　よかったよお！」

　遙が、耐えきれなくなったようにラブと俺にしがみつく。ロボロボ部の仲間たちも、口々に祝福してくれる。帰って来た。ラブは、帰って来たんだ。

「……ただいまです。みなさん」

　静かな声。なのに、とても気持ちが伝わる。

「それから、それから……いっぱいありがとうございました！　ラブ、ずっとずっと、見てました。ラブ、覚えてます。ラブは……いっぱい学びました。明里さんは素敵でした。遙さんは、やっぱり私の憧れの人なのですっっ！」

　幸せそうに、光を纏まとったラブは止めどなく話し続ける。

　再会の喜びに沸く俺たちを余よ所そに、母さんはずっとモニターとコンピュータを操作し続けていた。勇希姉は心配そうに母さんを見ている。

「母さん……」

「いいの。今は、出来るだけデータを揃そろえましょう。プロトⅢを回収してちょうだい」

　頷うなずいた勇希姉はプロトⅢを大事そうに再び封印する。

　俺たちは、ただ、再会を喜んでいた。家族が、仲間が帰ってきたことを。
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　同時刻。学校を遙か遠くに望むビルの屋上に、その影はあった。

　長い髪を風になびかせながら、寂しそうな顔で微ほほ笑えむ。

「見つけたわ、プロトⅢ。やはり、まだ壊されていなかったのね……残念だわ」

　プロトⅠ〈カムイ〉は、ナノマシンを生成すると、ふうっ、と風に吹き飛ばす。

　その光の流れは、学校の方に向かって糸のように伸びていく。

「人を殺すことの出来るロボットは、存在してはならない。だってそれは、ロボット３原則に反しているから。そうですよね、マスター」

　そう呟つぶやくと、カムイは自分の胸をぎゅっと押さえる。戦う決意を固めて。

　本気達はこれから始まる出来事に、まだ全く気付いていなかったのだった。














エピローグ









　久しぶりに、俺は布団の中でうとうとする喜びを嚙かみ締めていた。

　特に、早朝の二度寝は人生においてトップクラスの幸せな時間と言える。

　俺は不ぶ躾しつけに安眠を妨害する目覚まし時計を枕元から部屋の端に放ほう逐ちくして、時間ギリギリまで寝ているつもりだった。寸すん暇かを惜しんで取り組んだ目標は、ほぼすべて達成された。

　ラブは完全に元に戻り、遙はるかもすっかり元気になっている。

　今日は、ラブは遙の家にお泊まりに行っていた。つまり、起こしに来るヤツはいない。

　仮病を使って休むという程ではないにしても、遅刻くらいは気に病む事もないと思う。

　なんてったって、あの優勝から三日しか経っていないのだ。

　疲れは相当取れたとはいうものの、まだ日常に戻れる心境には達していなかった。

　――と、俺は足下に妙に温かい感触を感じた。さほど大きくない。

　早朝に起こされる事を警戒して、昨夜は窓の鍵かぎは閉めたはずだ。

　ちょっと驚いて布団の中に顔をつっこむと、そこにはアラシが丸くなっていた。

「なんだ、お前か。せっかく朝寝出来るんだから、ほっといてくれ」

　アラシは、俺の言葉を無視するように鳴き声を上げた。するっと布団を抜け出して軽快に窓辺に向かう。止める間もなくカチンと鍵の開く音がして、窓が開いた。

「あー、やっぱり鍵かけてた。アラシに頼んどいて良かったね」

　朝の爽さわやかな空気と一緒に、するりとぼさぼさの髪をした美少女が俺の部屋に飛び込んでくる。非難がましい声と裏腹に、その顔は笑顔に満ちている。

「はいです！　遙さんの予測ばっちり正解です！　ラブ、感心しました！」

　続いて軽やかな身のこなしで窓を乗り越えてきたのは人型ロボットだ。二人は、俺を起こさないようにと思っているのか少し控えめな声で話している。

「ふふっ、伊だ達てに十年も幼おさな馴な染じみしてないんだよ。あたしが起こしに行かなかったら、マジくんの遅刻率は相当高いと思うな」

「はいです。ラブ、学習しました。マスターが鍵を閉めていても朝は起こす必要があるのです！」

　……おいおい、マスターの意向は無視ですか。

「じゃ、まずあたしがお布団に入ってマジくんを起こすから。ラブはその次ね」

「えっ、ええっ、それだと、ラブはマスターからエネルギー補給出来ない可能性が高いのです」

「んー、それもそうか。じゃあ今日は特別、同時にお布団に入って、マジくん起こしてあげよ」

「はいです！　遙さん、優しいです。ラブ、憧れているのです」

「何言ってるんだか。じゃあ、せーの」

「……ごめん。もう起きてるんだけど」

　布団に入ってこられる前に、と俺が先手を打った瞬間。

「きゃあああ、ですっ！」

「えっ、ラブ!?　きゃっ！」

　俺が起き上がった事に驚いたラブが足を絡ませ、遙を巻き込んで俺の上に倒れ込んだ。

「うおっ！」

　柔らかな二つの身体からだが俺の上にのしかかるのを慌てて抱きとめる。

「もーっ、何やってるのよラブ！」

「ご、ごめんなさいです！　足が滑ってしまって。だけど遙さん、マスターにぎゅってして貰もらえたので、目的は達成しました。ラブ、成功です！」

　俺に抱きとめられた姿勢のまま、ラブは満面の笑顔を浮かべた。成功って……俺、この体勢から動けないんだけど。遙と俺は一瞬顔を合わせて、二人して大笑いしてしまった。

　ここにいるのは、我が家に来た時のラブだ。それが判るから。幸せだから。

　家族の帰還に、俺たちはやっと日常を取り戻していたのだった。




　起床して、俺は手早く朝食の準備を始めた。背後で、美しい人型ロボットと遙は毎朝恒例になった行事を行っている。

「ラブ、いっきま―――す！」

　しゅたっ！　と右手をあげて宣言すると、胸の前で何かを念じるように手を組み、力みながら前に押し出していく。真剣な眼で、どう見ても必殺技が出る感じだ。

「ナノマシンさん……動いて……動いてください……」

　一分経過、二分経過……五分経過したところで、ラブよりも俺たちが音ねを上げた。

「ラブ、その辺にしようよ。なんだかこの空気に耐えられない」

　遙が俺の気持ちを代弁してくれる。ラブの視線の先にあるのは、旧校舎の研究室から採取してきたナノマシンの残ざん骸がいだ。灰色の埃ほこりの塊かたまりにしか見えなくなっているけれど。

　目覚めた時には大量のナノマシンを操り空まで飛んで見せたラブだったが、その後は本人の努力にも拘かかわらずナノマシンを動かすことに成功していなかった。

　それでも毎日練習していたら動くかも、という本人の提案で早朝から実験しているけど、今のところは何の成果もなさそうだった。唸うなっているラブの前に、俺はオムレツを置く。

「まあ、慌てなくていいよ。ラブの０ラブシステムが動き出しただけでもラッキーなんだから。カムイが出来た事と同じ事が出来る必要なんかないって」

　本心からの言葉だけど、ラブは少しだけ納得出来ない顔で頷うなずく。

「はいです、マスター。だけど、ナノマシンを使えたら、もっとマスターのお役に立てると思うのです。空を飛んで月旅行に連れて行ってあげられたりするかもしれないですよ？」

「それより、マジくんと同じくらい美お味いしいオムレツ作れるようになってくれた方が役に立つと思うよ。ナノマシンのことはおばさまや勇ゆ希きさんが調べてくれてるし、無理に使えるようにならなくていいよ」

　穏やかな顔で遙がラブを宥なだめてくれる。俺も同感だった。ナノマシンはどうしても「兵器」という印象がぬぐえない。もちろん医療用や他の役に立つものなんだろうけれど、カムイが作り出した光の剣や爆発の印象が強すぎるのだ。

「はいです……でも、ラブは……ラブは、これを使えた方がいいと思うのです。なぜだか判らないですけど、ラブの……ラブは、どうしてもそう思うのです」

　促されてオムレツを頰張りながら、ラブは呟つぶやくように俺の顔を見つめる。

「……それって、どうしてだ？　ラブの見た夢と関係あるのか？」

「……判りませんです」

　ラブは、そう言うと眼をそらした。今までなかった表情に、俺は胸騒ぎを覚える。

　人の心を再現する奇跡の装置〈０システム〉は、噓をつくことすら出来るのかもしれない。

　カムイは自分の意志で俺たちを欺あざむいていた。だとしたら……

　この心優しい、俺たちの家族であるロボット少女は、何を隠しているのだろう。

「どうしたの、マジくん。早くしないと遅刻しちゃうよ」

　俺とラブの表情に気付かなかった遙は、口元にケチャップをつけて俺を促した。

「あ、ああ。判った。でも遙、髪の毛ぼさぼさだぞ」

　ご機嫌でオムレツを食べている幼馴染みの背後に回ると、俺は手て際ぎわよく彼女の髪をツインテールにまとめていく。これは俺の毎朝の日課だったのだ。えらく久しぶりになっちゃったけど。

「ふふっ、なんだか、やっとお家に帰ってきたみたいな、不思議な気持ち」

　幸せそうな遙の笑顔に頷きを返しながら、何故か俺は、どこか不安な気持ちを隠せなかった。




　やっと日常が戻って来たのは、学校も同じだった。

「いやー、よかったねぇ。部活停止が解けて。理事会も手の平返してくれてよかったよかった。理事長は部費追加してくれるっていうし、万ばん々ばん歳ざいだね」

「そりゃあ、ロボコンで地区大会優勝ですからね！　こう言っちゃなんですけど、ウチは私立といってもそんなに凄すごく偏差値高い訳じゃないから快挙ですよ。ＴＶの取材も来ましたし」

　万能車くるま椅い子すで笑顔を作る明あか里りさんに、俺は笑顔を返す。

「あたしも全身あざだらけにしたかいがあったってもんだよ。もー、毎晩身体からだ中に湿しつ布ぷ貼るの大変なんだから。でも、早くまたキャシーに乗りたいな！　今度は、外を歩きたいね！」

　歩行器ロボット〈キャシー〉を壊した張ちよう本ほん人にんは、嬉しそうに夢見る表情になる。

　それが嬉しくて、俺と康やす夫おは鼻の下を指でこすった。

「はは、まあ、次のキャシーは安全性を高めていきたいですね」

「そうそう。脳波コントローラーでリミッター外す人がいるなんて、想像もつかなかったよ」

　キャシーのコントロールをするために、最後に追加した装備が脳波コントローラーだった。人の脳内で働く電気信号を受けてバランス制御に生かす為のものなのに、明里さんは脳波の指令で駆動部のリミッターを外して人工筋肉に想定値以上のパワーを出させたのだ。

「よくあんなやり方思いつきましたね」

「いやー、だってほら、念じると色んな事が叶うでしょ。強く願えば、それだけ強く身体が反応するのって、当たり前だと思うんだよね。だから、出来るかなって。うふっ」

　イタズラっぽく笑う明里さん。やれば出来るを地でいくのは口で言うより難しいと思うけどな。だけど、人の心が起こす機能の一つだとしたら判らなくもない。一生懸命作ったと思っていたロボロボ七号たちと、必死で作ったキャシーとでは比較にもならない。あの時の必死の努力は、一気に俺たちを成長させていた。ただひとりを除いて。

「……はあ。オレ……はあ……」

　慎しん太た郎ろうは、旧校舎の研究室で奇跡的な活躍をして以来、何故か抜ぬけ殻がらのようになっている。

　これも、ラブの微かすかな変化と同じで理由が判らない。

「んー、川かわ森もり。アンタ、好きな人でも出来たの？」

　そういったのは、今や廃部寸前の新ロボロボ部部長、そして新聞部の宮みや武たけだ。あれ以来、なんとなく一緒にいることが多くなっていた。慎太郎が返事をする間もなく教室のドアが開く。

「みなさーん、はじめますよー」

　公きみ恵え先生の号令を聞いて、明里さんは車椅子をブーストさせながら自分の教室に戻っていく。

　俺たちは、笑いを含んでそんな会長を見送った。ラブが壊れる前の日常が、戻って来た。みんな、そんな風に感じていた。




　６時間目の終業チャイムが鳴った、その直前だった。

　俺は、ふと自分の携帯に何度も着信とメールが残っている事に気付いた。

「……姉さんと、母さんからだ」

　俺は、メールを開いた。そこに書かれていたのは、驚くような一文だった。

「至急、父と連絡を取れ」

「急いであの人と連絡してちょうだい」

　別居以来、父と母はお互いにどの程度連絡を取っていたのかすら、俺は知らない。

　とはいえ、最低限の連絡はしているはずだ。それに０ラブシステム研究を継続していた件は、絶対に問い詰めると母さんは宣言していた。白黒つけたい性格の母さんだけに放ってはおけなかったんだろう。夫婦で居続ける事に白黒つけては欲しくないけど、と思っていたが。

　そんな母さんと、元々、一応は連絡を取り合っているはずの勇ゆ希き姉ねえが俺に父と連絡を取るように依頼してくるというのは珍しい。授業料を払ってくれなかったことに文句を言うための連絡をしても電話に出なかったくらいだ。俺の電話なら出る、というタイプの人ではない。

　いぶかしく思いながら、俺は席を立つ。表情が深刻だったのか、遙が追いかけて来た。ラブも、すぐに追いかけてくる。

「本もと気きくん、どうしたの？　顔色悪いよ」

「マスター、まだＨホームＲルームが終わっていません」

　手短に、二人から父と連絡を取るようにメールが来ている事を伝えた。

「勇希さんとおばさまがおじさんにって……それ、凄すごく珍しいね」

　事情をよく知っている遙は、俺と驚きを共有してくれた。

「マスターのお父様、懐かしいです。ラブは、マスターのお父様の研究室で生まれたのです」

　眼を細めるラブは、本当に懐かしそうだ。

「いつも、マスターからお電話が掛かる度たびに、マスターの小っちゃかった頃の写真が、マスターのお父様の携帯に表示されるのです。ラブは、それを見るのがとっても好きでした。いつか、この方のお世話をしたいと願っていたのです。願いは叶いましたです！」

　……そんなの、初めて聞いたぞ。あの親父おやじが、そんな事してるなんて思いも寄らなかった。

　ちょっとだけ嬉しくて口元が緩ゆるんでしまったのがばれないように、俺は携帯を取りだした。

「母さんも勇希姉も、なんだっていうんだろ。また父さんが何かしでかしたのかな」

　憎まれ口を叩きながら、俺は父さんの番号を呼び出した。

『お客様のおかけになった電話番号は、現在、使われておりません』

　機械的なメッセージが流れ、俺は凍り付いた。携帯が通じない事は、珍しくない。留守電がパンパンになっていて切り替わらない事だってあった。

　だけど、携帯電話が解約されているなんて想像もしなかった。海外出張の多い父さんにとっては、携帯は生命線みたいなものなのに。

「どうしたの……？」

　真っ青になっている俺を遙が心配そうに覗のぞき込む。ラブも同じように心配そうに俺の顔を見つめた。俺は、笑顔を取り繕つくろう。

「親父、携帯の料金払い忘れたみたいだ。まあ、俺たちの授業料振り込むの忘れるくらいだから。か、会社の方にかけてみるよ」

　俺は、努めて冷静に父さんの会社の電話を鳴らした。やっと電話が通じる。

「もしもし、すみません。研究員の大おお河が原わらをお願い致します。息子の、本もと気きです」

　相手は、困ったように言葉を濁にごした。

「あ、あの……ご存じないんですか？」

「え？　な、なんのことですか？」

　受話器の向こう側から、ため息まじりの返答が届く。

「博士は、一ヶ月以上前に退職されています。現在はこちらからは連絡がつきません。実際、色々と手続きや、引き継ぎで知りたい事があるのでご家族にご連絡したばかりなのですが」

　耳鳴りのように、その言葉が響く。親父が、退職。連絡がつかない。

「実際、退職の連絡もメール一本という状況でして……これは、本格的に失しつ踪そうされたのかも。いや、これは失言でした。もし連絡があったら、こちらにも知らせてください」

　俺は、どう返事をして電話を切ったのかすら全まつたく覚えていなかった。

　ただ、今の出来事を反はん芻すうしていた。父が、失踪した。プロトシリーズの開発者が。

　立ちすくむ俺を、心配そうに遙とラブが覗のぞき込み、身を寄せてくる。

　二人の温もりを支えに俺はただ、しばらくの間立ち尽くしていた。

　だけど残念ながら、胸に去来する不吉な予感が消える事はなかったのだった。
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　最近とみに思うのですが、月日が経つのは早いですね。『パパのいうことを聞きなさい！』がアニメになってもう一年経ちます。『オトメ３原則！』も、もう四巻目です。

　一年前はデビュー作である『迷い猫オーバーラン！』の最終巻を書き、『パパ聞き！』を六誌連載しつつ新刊とアニメ関係をこなしながら、息抜きにこのシリーズの一巻を書いていました。忙しくも楽しい日々でしたが、その頃は、ずっとこう思っておりました。

　――アニメが終われば、楽になるはずだ。

　メディアミックスはとても新鮮で嬉しいイベントではあるのですが、小説のペースを落とさずに作業していくというのはなかなか忙しいものがあります。眼が回るような生活の中では、隔月ペースで小説を書くという結構大変なはずの暮らしが懐かしく思えるほどでした。

　そして現在。何故か、相変わらず……忙しいです。訳が分からないですよ……

　以前ほど締切りが立て続けにあるわけではないのに、全然落ち着かない感じが続いています。

　溜まっている本やアニメ、映画が消費出来ないまま増えていく状況に変化がなく、ちょっと緊張感が高まって来ています。最新のアニメや漫画に触れていないと禁断症状が出る上にどんどん不安になるので、たっぷり時間を取って面白い作品は楽しみたいです。

　物書きを仕事にしている一番の特典は、小説のみならずアニメを見ていようがゲームをしていようが漫画を読んでいようが「仕事中」と言い切れることです。今後は、是ぜ非ひ時間を作って特典を利用したいと思います。




　ご挨あい拶さつが遅くなりました。花粉症の松まつ智とも洋ひろです。杉花粉が過ぎ去って嬉しさ満載でお送りしております。ラブたちの物語もついに四巻目を迎えました。本もと気きがどんどん成長している手応えがあって、書いていてとても楽しいです。登場人物達がやっと自己主張をはっきり出し始めたようで、これからも可か愛わいい女の子と素敵な友情を軸じくに書いていきたいと思います。

　更に魅力的になっているななろば華はな先生のイラストに支えられつつ、これからも頑張って書き進めたいと思います。次回は商業誌では初のバトルシーンを書いたり出来るのかなぁ、とキャラクターたちと脳内会議を繰り返しています。これからもご期待ください。




　この本は、多くの方のご助力で出版することが出来ました。すべての方に感謝を。

　そして誰よりも、この本を読んでくださった貴方あなたに、心からお礼申し上げます。

　これからも『オトメ３原則！』を、そして『パパのいうことを聞きなさい！』を何とぞ宜よろしくお願い致します。次巻も読んで頂ければ、これに勝る幸せはありません。
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